
備 考

令和6年度
入学定員増(15人)

令和6年度
入学定員増(20人)

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ ケイアイダイガク

大 学 の 名 称 敬　愛　大　学　(Keiai University)

大 学 本 部 の 位 置 千葉県千葉市稲毛区穴川１丁目５番２１号

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ ガツコウホウジン　ヂハケイアイガクエン　

設 置 者 学校法人　千葉敬愛学園

大 学 の 目 的
　敬愛大学は建学の精神「敬天愛人」に基づき、教育基本法及び学校教育法に則り広く知識を授け、深く
専門の学芸を教授・研究し、知的道徳的及び応用的能力を展開する大学教育を施すことで文化の進展に寄
与する有為の社会人を養成することを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的
令和７年４月より、デジタル分野をけん引する人材の育成・輩出の機能強化に向けて、情報マネジメント学部
(入学定員５０名)を届出により設置するため。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

― 200
(  0)

学位 学位の分野
開設時期及
び開設年次

所在地

4 50
( 0)

　情報マネジメント学科 経済学関係

令和7年4月
第1年次

情報マネジメント学部 年 人 年次
人

教育学部

　こども教育学科

4

計 480
(430)

2年次
4

3年次
4

1940
(1740)

同一設置者内における変更
状 況
（ 定 員 の 移 行 ，
名 称 の 変 更 等 ）

 情報マネジメント学部情報マネジメント学科〔定員増〕(５０) (令和６年４月　届出予定)

4

4

経済学部

　経済学科

　経営学科

国際学部

　国際学科

2年次
1

3年次
1

525

学士
(情報マネジメ

ント学)

経済学関係

経済学関係

学士
(経済学)

学士
(経営学)

130 2年次
1

3年次
1

525

人

同　上

同　上

同　上

千葉県千葉市
稲毛区穴川

１丁目5番21号

※令和6年
4月設置届出
予定

令和3年4月
第1年次
令和4年4月
第2年次
令和5年4月
第3年次

98 2年次
1

3年次
1

397 学士
(国際学)

文学関係、社会
学・社会福祉学関

係、
教育学・保育学関

係

教育学・保育学関
係

昭和41年4月
第1年次
平成18年4月
第2年次
平成18年4月
第3年次

平成25年
第1年次
平成26年
第2年次
平成27年
第3年次

平成9年
第1年次
平成10年
第2年次
平成11年
第3年次

72 2年次
1

3年次
1

293 学士
(教育学)

130
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大学設置基準別表
第一イに定める基
幹教員数の四分の
三の数　８人

大学設置基準別表
第一イに定める基
幹教員数の四分の
三の数　９人

新

設

計（ａ～ｄ）
12 2 2 0 16

（12） （2） （2） （0） （16）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

0 16

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
12 2 2 0 16

（12） （2） （2） （0） （16）

0 74

（12） （2） （2） （0） （16） （0） （74）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

4 0 1 0 5

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

8 2 1 0 11

（8） （2） （1） （0） （11）

国際学部　国際学科
12 2 2

計（ａ～ｄ）
10 3 3 0 16

（10） （3） （3） （0） （16）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

10 3 3 0 16

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

小計（ａ～ｂ）
10 3 3 0 16

（10） （3） （3） （0） （16）

（0） （0） （0）

0 91

（10） （3） （3） （0） （16） （0） （91）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

9 3 3 0 15

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

1 0 0 0 1

（1） （0） （0） （0） （1）

経済学部　経営学科

大学設置基準別表
第一イに定める基
幹教員数の四分の
三の数　８人

（12） （2） （1） （0） （15）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

0 0 1 0 1

（0） （0） （1） （0） （1）

小計（ａ～ｂ）
12 2 2 0 16

（12）

計（ａ～ｄ）
12 2 2 0 16

（12） （2）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

12 2 1 0 15

（2） （2） （0） （16）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

（2） （0） （16）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0

経済学部　経済学科
12 2 2 0 16 0 93

（12） （2） （2） （0） （16） （0） （93）

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習 実験・実習 計

― 　―　科目 ―　科目 ―　科目 　―　科目 ―　単位

学部等の名称
基幹教員

助手
基幹教員以外の
教 員
（助手を除く）教授 准教授 講師 助教 計

情報マネジメント学部　情報マネジメント学科
8人 4人 0人 0人

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
8人 4人

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

8人 4人 0人 0人

（0） （0）

計（ａ～ｄ）
8 4 0 0

12人 0人 47人

（7） （4） （0） （0） （11） （0） （36）

12人 大学設置基準別表
第一イに定める基
幹教員数の四分の
三の数　９人

（7） （4） （0） （0） （11）

0 0 0 0

0人 0人 12人

（7） （4） （0） （0） （11）

0

（0） （0） （0）

（0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0）

（0） （0）

12

（7） （4） （0） （0） （11）

（9） （3） （3） （0） （15）

（4） （0） （1） （0） （5）

0

（0） （0）
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大学全体

大学設置基準別表
第一イに定める基
幹教員数の四分の
三の数　６人

計
分 49 17 7 0 73 0 348

（48） （17） （7） （0） （72） （0） （337）

―　 ―　 ―　

0 0 1

（1） （0） （0） （0） （1）

（―） （―） （―） （―） （―） （―）

―　 ―　 ―　 ―　

（―）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

―　 ―　 ―　 ―　 ―　

（―） （―） （―） （―） （―）

（―）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

―　 ―　

な し

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

小計（ａ～ｂ）
―　 ―　

（―） （―） （―） （―） （―）

―　 ―　 ―　 ―　

―　 ―　 ―　

（―） （―） （―） （―） （―）

―　

（―） （―） （―）

―　 ―　 ―　

（―） （―） （―） （―）

（―） （―）

計（ａ～ｄ）
―　 ―　 ―　 ―　 ―　

（―） （―） （―） （―） （―）

―　 ―　 ―　

（―） （―） （―）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

―　 ―　

―　 ― 

（―） （―）

―　 348

（48） （17） （7） （0） （72） （―） （337）

職 種 専　　属 その他 計

計
―　 ―　 ―　 ―　 ―　

合 計
49 17 7 0 73

既

設

分

（―） （―）

事 務 職 員
65人 10人 75人

（64）

図 書 館 職 員
5 0 5

（5） （0） （5）

（10） （74）

技 術 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

指 導 補 助 者
0 0 0

（0） （0） （0）

そ の 他 の 職 員
0 0

7,772.85㎡

0

（0） （0） （0）

計
70 10 80

（69） （10） （79）

0㎡ 88,422.95㎡

校

地

等

区 分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

2,990.44㎡

合 計 2,990.44㎡ 85,432.51㎡

図書 学術雑誌 機械・器具

77,000〔3,800〕　

・校舎敷地
千葉敬愛短期大学
(必要面積3,000㎡)
敬愛学園高等学校
(必要面積8,400㎡)
と共用

校 舎 敷 地 0㎡ 85,432.51㎡ 0㎡ 85,432.51㎡

そ の 他 2,990.44㎡ 0㎡ 0㎡

教 室 ・ 教 員 研 究 室 教 室 68室 教 員 研 究 室 75室

校 舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

12,159.68㎡ 2,043.49㎡ 21,976.02㎡

（　7,772.85㎡） （　12,159.68　㎡） （　2,043.49㎡） （　21,976.02㎡）

・校舎面積
千葉敬愛短期大学
(必要面積3,000㎡)
と共用

〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 〔うち外国書〕

0

（75,176〔3,545〕） （1,837〔221〕） （28,029〔27,341〕） （27,176〔27,115〕） (32) （　　0　）

種 〔うち外国書〕 点 点

0

（75,176〔3,545〕） （1,837〔221〕） （28,029〔27,341〕） （27,176〔27,115〕） (32) （　　0　）
計

77,000〔3,800〕　 2,000〔250〕　 27,300〔27,120〕　 27,176〔27,115〕　 32

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

大学全体
2,000〔250〕　 27,300〔27,120〕　 27,176〔27,115〕　 32

標本

〔うち外国書〕 電子図書

教育学部　こども教育学科
7 6 0 0 13 0 43

（7） （6） （0） （0） （13） （0） （43）

ａ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，主要授業科目を担当するもの

6 6 0 0 12

（6） （6） （0） （0） （12）

ｂ．基幹教員のうち，専ら当該学部等の教育研究に従事
　　する者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａに該当する者を除く）

1 0

小計（ａ～ｂ）
7 6 0 0 13

（7） （6） （0） （0） （13）

ｃ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当す
　　るもの（ａ又はｂに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

ｄ．基幹教員のうち，専ら当該大学の教育研究に従事す
　　る者以外の者又は当該大学の教育研究に従事し，か
　　つ専ら当該大学の複数の学部等で教育研究に従事す
　　る者であって，年間８単位以上の授業科目を担当
　　するもの（ａ，ｂ又はcに該当する者を除く）

0 0 0 0 0

（0） （0） （0） （0） （0）

7 6 0 0 13

（7） （6） （0） （0） （13）
計（ａ～ｄ）
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令和６年度
入学定員増(15人)

令和６年度
入学定員増(20人)

令和３年度より
学生募集停止
　１年次
令和４年度より
学生募集停止
　２年次
令和５年度より
学生募集停止
３年次

年

「―」 平成23
年度

同　上

2年次
1

3年次
1

293

平成9
年度

大 学 等 の 名 称 　敬　愛　短　期　大　学

2年次
1

3年次
1

480 1.09

こども教育学科

収容
定員

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

所　在　地

2年次
1

3年次
1

平成25
年度

令和3
年度

千葉市稲毛区穴川
１丁目５番２１号

同　上

同　上

学士
(経営学)

学士
(国際学)

学士
(教育学)

1.13

1.06

0.92

現代こども学科 2 150 ― 300 短期大学士
(教育学)

0.90

倍人 人 人

千葉市稲毛区穴川
１丁目５番２１号

開設
年度

昭和25
年度

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

1,080千円 　―　千円 ―　千円

学生１人当り
納付金

学部名

情報マネジメント学部

経済学部

国際学部

教育学部

1,310千円 1,060千円 1,060千円 1,060千円 　―　千円

4 「―」 2年次
「―」
3年次

「－」

「―」 学士
(こども教育学)

所　在　地

1,080千円 1,080千円

経済学科

開設
年度

　―　千円 ―　千円

学位又
は称号

収 容 定 員
充 足 率

1,060千円 　―　千円 ―　千円

スポーツ施設等
スポーツ施設 講堂 厚生補導施設 大学全体

48.31㎡ 0㎡ 3,931.11㎡

経費
の見
積り
及び
維持
方法
の概
要

経費
の見
積り

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

図 書 購 入 費 13,000千円 13,000千円 13,000千円

共 同 研 究 費 等 13,480千円 13,570千円

1,080千円

第１年次 第２年次

1,330千円 1,080千円

設 備 購 入 費 38,144千円 15,000千円 15,000千円

1,310千円 1,060千円

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常経費補助金、付随事業収入、手数料収入他

第３年次 第４年次

1,080千円

―　千円

1,060千円

第５年次 第６年次

教員１人当り研究費等 350千円 350千円 350千円 350千円 　―　千円 ―　千円

13,570千円 13,570千円 　―　千円 ―　千円

13,000千円 13,000千円 　―　千円 ―　千円

７　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

２　「新設分」及び「既設分」の備考の「大学設置基準別表第一イ」については、専門職大学にあっては「専門職大学設置基準別表第一イ」、短期大学

　にあっては「短期大学設置基準別表第一イ」，専門職短期大学にあっては「専門職短期大学設置基準別表第一イ」にそれぞれ読み替えて作成すること。

３「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　私立の大学の学部又は短期大学の学科の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室・教員研究室」，「図書・

　設備」及び「スポーツ施設等」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室・教員研究室」，「図書・設備」，「ス

倍

附属施設の概要 該当なし

１　共同学科の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「新設分」の欄に記入

　せず，斜線を引くこと。

年 人 年次
人

人

経済学部

　ポーツ施設等」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

６　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

4 130

経営学科

国際学部

4 130

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 等 の 名 称 　敬　愛　大　学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

昭和41
年度

1.11

465

国際学科 4 98 2年次
1

3年次
1

397

学士
(経済学)

教育学部

こども教育学科 4 72

大学全体

図書購入費
には電子
ジャーナ
ル・データ
ベース整備
費用(運用コ
スト含む)含
む

第５年次 第６年次

1,330千円

15,000千円 15,000千円 　―　千円 ―　千円

第３年次 第４年次

01_基本計画書-4-



必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

文章表現 1前 2 ○ 1

口頭表現 1後 2 ○ 1

基礎数学 1前・1後 2 〇 1

AI・DSへのいざない 1前・1後 2 〇 1 4 オムニバス

健康科学 1前・1後 2 ○ 1

情報基礎Ⅰ 1前 1 〇 1

情報基礎Ⅱ 1後 1 〇 1

基礎演習Ⅰ 1前 1 ○ 8 4

基礎演習Ⅱ 1後 1 ○ 8 4

― 14 0 0 8 4 0 0 0 8

英　語ⅠA 1前 1 ○ 1

英　語ⅠB 1前 1 ○ 1

英　語ⅡA 1後 1 ○ 1

英　語ⅡB 1後 1 ○ 1

日本語Ⅰ 1前 2 〇 1 留学生科目

日本語Ⅱ 1後 2 〇 1

― 4 0 0 0 0 0 0 0 3

フランス語Ⅰ 1前 1 ○ 1

フランス語Ⅱ 1後 1 ○ 1

ドイツ語Ⅰ 1前 1 ○ 1

ドイツ語Ⅱ 1後 1 ○ 1

中国語Ⅰ 1前 1 ○ 1

中国語Ⅱ 1後 1 ○ 1

時事英語Ⅰ 2前 1 ○ 1

時事英語Ⅱ 2後 1 ○ 1

ビジネス英語Ⅰ 2前 1 ○ 1

ビジネス英語Ⅱ 2後 1 ○ 1

Basic GrammarⅠ 1前 1 ○ 1

Basic GrammarⅡ 1後 1 ○ 1

ＴＯＥIC®向上講座Ⅰ 2前 2 ○ 1 1

ＴＯＥIC®向上講座Ⅱ 2後 2 ○ 1

SpeakingⅠ 2前 1 ○ 2

SpeakingⅡ 2後 1 ○ 2

WritingⅠ 2前 1 ○ 3

WritingⅡ 2後 1 ○ 3

ListeningⅠ 2前 1 ○ 3

ListeningⅡ 2後 1 ○ 3

DebateⅠ 2前 1 ○ 1

DebateⅡ 2後 1 ○ 1

敬天愛人講座 1前・1後 2 ○ 1 11 オムニバス

敬愛プログラム 1後 2 ○ 1

スポーツ教育Ⅰ 1前 1 〇 1

スポーツ教育Ⅱ 1後 1 〇 1

基
礎
科
目

小計 (９科目)

単位数

教
養
科
目

―

言
語
科
目

小計 (６科目) ―

主要授
業科目

基
本
科
目

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（情報マネジメント学部　情報マネジメント学科）

科　目
区　分

授業科目の名称

授業形態

備考

基幹教員等の配置

配当
年次

(

助
手
を
除
く

)

基
幹
教
員
以
外
の
教
員
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

単位数

主要授
業科目

科　目
区　分

授業科目の名称

授業形態

備考

基幹教員等の配置

配当
年次

(

助
手
を
除
く

)

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

哲学 1後 2 ○ 1

心理学 1前 2 ○ 1

社会心理学 1後 2 ○ 1

歴史学 1後 2 ○ 1

文学 1前 2 ○ 1

法学 1前・1後 2 ○ 1

憲法 1前・1後 2 ○ 1

政治学 1前 2 ○ 1

社会学 1後 2 ○ 1

数学Ⅰ 1前 2 ○ 1

数学Ⅱ 1後 2 ○ 1

統計学Ⅰ 1前 2 ○ 1

統計学Ⅱ 1後 2 ○ 1

英語で学ぶPython 1後 2 〇 1

環境科学 1前 2 ○ 1

ボランティア活動 1前 2 ○ 1

― 0 62 0 1 1 0 0 0 32

キャリアデザインを学ぶ 1前 2 〇 1

キャリアプランニング 1後 2 ○ 1

キャリアディベロップメント 2前 2 ○ 1

企業の魅力発見 2後 2 ○ 1

実践的キャリア演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

実践的キャリア演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

プレインターンシップ 3前 2 ○ 1

インターンシップ 3後 1 〇 1

ポストインターンシップ 3後 2 ○ 1

― 4 13 0 0 0 0 0 0 4

経営学概論 1前 ○ 2 〇 1

経済学概論 1後 〇 2 〇 1

情報概論 1前 〇 2 〇 1

経営情報論 1後 〇 2 〇 1

ビックデータマネジメント 1後 〇 2 〇 1

― 10 0 0 3 1 0 0 0 0

経営戦略論 2前 2 〇 1

マーケティング論 2前 〇 2 〇 1

地域経済論 2前 2 〇 1

AI概論 2前 2 〇 1

DS概論 2後 〇 2 〇 1

プログラミング（Python） 2前 2 〇 1

生成系AI入門 2後 2 〇 1

― 0 14 0 4 1 0 0 0 1

流通経営論 2前 2 〇 1

観光概論 2前 〇 2 〇 1

消費者行動論 2後 2 〇 1

地域資源論 2後 2 〇 1

ロジスティクス（物流管理）論 2後 2 〇 1

サービスマーケティング論 2前 2 〇 1

デジタルマーケティング論 2後 2 〇 1

観光マーケティング 2後 2 ○ 1

地方創生論 2前 〇 2 ○ 1

小計 (９科目)

―

―

キ
ャ

リ
ア
科
目

導
入
科
目

小計 (５科目)

専
門
科
目

展
開
科
目

―

小計 (７科目) ―

基
礎
科
目

小計 (４２科目)
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

単位数

主要授
業科目

科　目
区　分

授業科目の名称

授業形態

備考

基幹教員等の配置

配当
年次

(

助
手
を
除
く

)

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

千葉県の産業と行政 2前 2 ○ 1

千葉の観光研究 2後 2 ○ 1

観光政策論 2前 2 ○ 1

地域分析論 2前 2 〇 1

交通経済学 2後 2 〇 1

観光事業論Ⅰ 2前 2 〇 1

観光事業論Ⅱ 2後 2 〇 1

旅行産業論 2前 2 〇 1

宿泊産業論 2後 2 〇 1

航空産業論 2前 2 〇 1

地域観光論 2前 2 〇 1

国際観光論 2後 2 〇 1

情報マネジメント特別講義A 3前 2 〇 1

情報マネジメント特別講義B 3後 2 〇 1

経済市場分析A 3前 2 ○ 1

経済市場分析B 3後 2 ○ 1

観光市場分析 3前 2 ○ 1

ビジネスデータ解析 3後 2 〇 1
GIS（地理空間情報システム）分析 2前 2 〇 1

不動産市場分析 2後 2 ○ 1

会計情報と経営分析 2後 2 ○ 1

ビジネスデータ分析手法A 2後 2 ○ 1

ビジネスデータ分析手法B 2後 2 ○ 1

ビジネスデータ分析手法C 2前 2 ○ 1

AI・データサイエンス経営実践 2前 2 ○ 1

観光地経営実践 3前 2 ○ 1

アルゴリズム論 2前 2 ○ 1

情報セキュリティ論 2後 2 ○ 1

AI特講 2前 2 ○ 1

プログラミング（R） 2前 2 ○ 1

自然言語処理 3後 2 〇 1

情報ガバナンス 3後 2 〇 1

情報英語Ⅰ 3前 2 〇 1

情報英語Ⅱ 3後 2 〇 1

― 0 86 0 8 4 0 0 0 3

専門導入演習Ⅰ 2前 〇 1 ○ 8 4

専門導入演習Ⅱ 2後 〇 1 ○ 8 4

専門演習Ⅰ 3前 〇 1 ○ 8 4

専門演習Ⅱ 3後 〇 1 ○ 8 4

卒業演習Ⅰ 4前 〇 1 ○ 8 4

卒業演習Ⅱ 4後 〇 1 ○ 8 4

卒業論文・卒業研究 4後 〇 2 ○ 8 4

― ― 8 0 0 8 4 0 0 0 0

― ― 40 175 0 8 4 0 0 0 47

―

合計 (１２８科目) ―

演
習
科
目

小計 (７科目)

小計 (４３科目) ―
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

単位数

主要授
業科目

科　目
区　分

授業科目の名称

授業形態

備考

基幹教員等の配置

配当
年次

(

助
手
を
除
く

)

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間

１時限の授業時間 ９０分

　学位又は称号 学士(情報マネジメント学) 学位又は学科の分野 経済学関係

　必修科目４０単位、基礎科目の教養科目の選択科目から１６単位、
キャリア科目の選択科目から２単位、専門科目の基礎科目の選択科目
から８単位、専門科目の展開科目の選択科目から４８単位以上を修得し、
合計１２４単位以上修得すること。

履修科目の登録の上限 :　1年～4年 42単位 (年間)

１５週

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法 授　業　期　間　等

01_基本計画書-8-



入学
定員

収容
定員

入学
定員

収容
定員 変更の事由

　経済学部 　経済学部

（2年次） （3年次） （2年次） （3年次）

　国際学部

（2年次） （3年次） （2年次） （3年次）

　教育学部 　教育学部

（2年次） （3年次） （2年次） （3年次）

情報マネジメント学部 学部の設置

（2年次） （3年次） (届出)

（2年次） （3年次） （2年次） （3年次）

430 4 4 1740 480 4 4 1940

　敬愛短期大学 　敬愛短期大学

150 300 150 300

150 300 150 300

情報マネジメント学科 50 ― ― 200

　　　計 50 ― ― 200

こども教育学科 72 1 1 293

　　　計

国際学科

1 293

　　　計

　　　計

　国際学部

経営学科

学校法人千葉敬愛学園　設置認可等に関わる組織の移行表

令和６度
編入学
定員 令和７年度

編入学
定員

　敬愛大学 　敬愛大学

経済学科 130 1 1 525 経済学科 130 1 1 525

経営学科 130 1 1 525 130 1 1 525

計 260 2 2 1050 260 2 2 1050

国際学科 98 1 1 397 98 1 1 397

計 98 1 1 397 98 1 1 397

こども教育学科 72 1 1 293

293

現代子ども学科 ― 現代子ども学科 ―

合　計 大　学 合　計　　　大　学

計 ― 　　　計 ―

72 1 1計 72 1

01_基本計画書-9-



(1) 県内における位置関係の図面

千葉市稲毛区

佐倉市

02_図面-1-



稲毛区内における位置関係の図面 

大学の位置

稲毛区穴川

稲毛区穴川 1-5-21 

02_図面-2-



0

佐倉キャンパス

⑤

③

④

テニスコート

四街道

①
体育館

所在地　佐倉市山王１丁目９番地

③

①

②

寄宿舎(第2敬心寮）鉄骨2階建⑤

② 鉄骨平屋建倉庫

④

部室　軽量鉄骨2階建

寄宿舎(第1敬心寮）木造2階建

至木更津

物井

600m 徒歩7分

グ

ラ

ン

ド

千
葉

⑦ 第２クラブ棟　鉄骨造　地上２階建

⑤ 敬愛アリーナ　鉄筋コンクリート造　地上２階建体育館

⑥ クラブ棟　鉄筋コンクリート造　地上４階建

④ 大学４号館　鉄筋コンクリート造　地上４階建校舎

西
千
葉

① 大学１号館　鉄骨造　地下１階、地上９階建校舎

②

③ 大学３号館　鉄骨造　地上７階建校舎

大学２号館　鉄筋コンクリート造　、地上４階建校舎

徒歩　20分 ⑦ ⑥

高校第二体育館

グ

ラ

ン

ド

⑤

テ

ニ

ス

コ
ー

ト

1号館

高校2号館

②

高校

高校

    1.8km
特別教室等

①

高校第一体育館

④

1.8km 徒歩20分

萩台グランド
22,594㎡

本館

徒歩　15分

所在地　千葉市稲毛区萩台町　694番地
高校3号館

萩台グランド

敬 愛 大 学

③

体育館　鉄骨造体育館

(2) 最寄り駅からの距離、交通機関及び所用時間がわかる図面

稲
毛

1.2km 所在地　千葉市稲毛区穴川1丁目5番21号

02_図面-3-



守衛室

高校５号館(クラブハウス)

受水槽

第２クラブ棟 クラブ棟

高校３号館

高校１号館

高校本館

高校２号館

渡り廊下

高校特別教室棟

受水槽
ポンプ室

３号館

購買部

敬愛アリーナ

１号館

自転車置場

東門
　駐輪場

⑦ ⑥

⑤

②

③

①

大学･短大正門

グラウンド

道路

道路

道路

道路

テニスコート

高校正門

  ２号館

(6,639㎡)

(1,326㎡)

高校第一体育館

高校第二体育館

①１号館　鉄骨造　地下１階、地上9階建校舎 9,932.82㎡
（法人 464.10㎡を除く）

②２号館　鉄筋コンクリート造　地上４階建校舎 3,498.57㎡
（トレーニング室 48.31㎡、法人 35.55㎡を除く）

③３号館　鉄骨造　地上7階建校舎 7,215.90㎡

④４号館　鉄筋コンクリート造　地上４階建校舎 1,328.73㎡

⑤敬愛アリーナ　鉄筋コンクリート造　地上２階建校舎 2,185.41㎡
（学園高校 799.72㎡を除く）

⑥クラブ棟　鉄筋コンクリート造校舎　地上４階建校舎 920.19㎡

⑦第２クラブ棟　鉄骨造　地上２階建部室 364.58㎡

  ４号館
④

大学・短大建物

学園高校建物

稲毛キャンパス　配置図
千葉市稲毛区穴川一丁目

02_図面-4-



①

②

③

第一敬心寮④

第二敬心寮⑤

大学運動場

（20,858.56㎡）

テニスコート

（3,866.00㎡）

寄宿舎敷地

（2,990.44㎡）

体育館敷地

（4,161.95㎡）

道　　路

道

路

路

道

02_図面-5-



道路

道路

グラウンド
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敬愛大学学則

令和７年４月１日 改正(予定) 

03_学則-1-



敬 愛 大 学 学 則 

  第１章 総則    

 (目的) 

第１条 敬愛大学(以下｢本学｣ という。)  は建学の精神｢敬天愛人｣に基づき、教

育基本法及び学校教育法に則り広く知識を授け、深く専門の学芸を教授・研究し、

知的道徳的及び応用的能力を展開する大学教育を施し、もって文化の進展に寄与

する有為の社会人を養成することを目的とする。 

 (自己点検・評価等)   

第２条 本学は教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成する

ため、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行いその結果を公表す

るものとする。  

２ 自己点検・評価の実施体制及び方法については別に定める。 

  第２章 学部学科・学生定員及び修業年限等 

 (学部学科)   

第３条 本学に次の学部学科を置く。 

(1) 経済学部 経済学科  経営学科

(2) 国際学部 国際学科

(3) 教育学部 こども教育学科

(4) 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科

(育成する人材)   

第３条の２ 学部学科ごとの人材育成に関する目的は、次のとおりとする。 

(1) 経済学部経済学科は、経済学に関する幅広い知識を修得し、実社会で応用で

きる表現力、コミュニケーション能力、情報収集能力及び経済学的思考力をもって、

広く社会に貢献できる人材を育成する。

(2) 経済学部経営学科は、経営学に関する幅広い知識を修得し、実践的なマネジメ

ント能力及びグローバルな視野を身につけ、広く社会に貢献できる人材を育成す

る。

(3) 国際学部国際学科は、国際社会を多角的に理解し、変化する現代を生き抜く力

を身につけ、高いコミュニケーション能力を培い、グローバル化する地域社会に貢

献できる人材を育成する。

(4) 教育学部こども教育学科は、幅広く深い教養と豊かな人間性及び子供の教育に関

する知識と技能の修得を基盤として、それを活用することができる実践能力に加えて、

教育事象を科学的・実証的に考察し、その成果を子供の健全な育成に活かすことの

できる人材を育成する。

(5) 情報マネジメント学部情報マネジメント学科は、経営情報学分野に関する教育研究
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を通して、現代社会に関する幅広い知識の理解と自己表現や情報活用に関する能力及

び社会の一員として望ましい心構えや生涯学習力の修得とともに、事業体の運営や管理

に関する知識に加えて、情報処理の原理を科学的に理解し、情報システムの利用による

経営内外の関連データを経営戦略の策定や実現のために活用することができる能力を

有した人材を育成する。 

 (学生定員) 

第４条 本学の学部学科の定員は次のとおりとする。 

  (1) 経済学部 経済学科    入学定員  130名 

 編入学定員 (２年次)  1名 

編入学定員 (３年次)  1名 

 経営学科     入学定員  130名 

 編入学定員 (２年次)  1名 

編入学定員 (３年次)  1名 

収容定員   1050名 

(2) 国際学部 国際学科    入学定員 98名 

編入学定員 (２年次)  1名 

編入学定員 (３年次)  1名 

収容定員    397名 

(3) 教育学部 こども教育学科 入学定員   72名 

編入学定員 (２年次)  1名 

編入学定員 (３年次)  1名 

収容定員  293名 

(4) 情報マネジメント学部

情報マネジメント学科 入学定員   50名 

収容定員  200名 

(修業年限及び在学年限) 

第５条 本学の修業年限は４年とする。 

２ ８年を超えて在学することはできない。又、編入学、再入学及び転入学の場合

は、第13条に定められた在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えることはで

きない。 

３ 大学の学生以外の者(科目等履修生として大学入学資格を有する者)が、本学に

おいて一定の単位を修得した後に、本学に入学する場合で、当該単位の修得によ

り本学の教育課程の一部を履修したと認められるときは、その単位数に応じて、

相当期間を本学の修業年限の２分の１を超えない範囲で修業年限に通算するこ

とができる。 
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(長期履修制度) 

第５条の２ 前条第1項の規定にかかわらず、職業を有している等の事情により、

修業年限を超えて計画的に教育課程を履修し学位の取得を希望する者(以下「長

期履修学生」という。)が、本制度の申請を申し出たとき、学長は、審査のうえ

長期履修学生として履修を認めることができる。 

  ただし、前条第２項に定める在学年限を超えることはできない。 

２ 長期履修制度に関する必要な事項は別に定める。 

  第３章 学年・学期及び休業日 

 (学年及び学期) 

第６条 学年は４月１日に始まり翌年の３月31日に終わる。 

２ 学年を分けて次の2期とする。 

 前期 ４月１日より９月25日まで  

 後期 ９月26日より翌年３月31日まで  

３ 学長が教育上必要と認める場合は、前項の期日を変更することができる。  

 (休業日) 

第７条 学年中の休業日は次のとおりとする。  

(1) 土曜日及び日曜日

(2) 国民の祝日に関する法律に規定する休日

(3) 本学創立記念日 ５月４日

(4) 敬愛の日 ６月３日

(5) 春季休業 ３月24日より３月31日まで

(6) 夏季休業 ８月１日より９月25日まで

(7) 冬季休業 12月21日より翌年１月10日まで

２ 学長が教育上必要と認める場合は、休業日を変更し、若しくは臨時に休業し、

又は休業日に授業を行うことができる。  

  第４章 入学・退学・休学・復学及び除籍  

 (入学の時期)  

第８条 入学の時期は学年又は後期の始めとする。 

 (入学資格)   

第９条 第１学年に入学できる者は、次の各号の一に該当する者でなければならな

い。 

(1) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程に

よりこれに相当する学校を修了した者を含む。）
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(3) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ず

る者で文部科学大臣の指定した者

(4) 文部科学大臣の指定した者

(5) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格し

た者（旧規程による大学入学資格検定試験に合格した者を含む。）

(6) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定し

た在外教育施設の当該課程を修了した者

(7) その他本学において、相当年齢に達し高等学校を卒業した者と同等以上の

学力があると認めた者

(8) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であること。その他文部科学大

臣が定める基準を満たす者に限る。）で文部科学大臣が別に定める日以

後に修了した者

(入学の出願及び検定料) 

第10条 入学志願者は所定の入学願書を提出しなければならない。 

２ 提出の時期、提出する書類、方法については別に定める。  

３ 入学検定料については第32条第１項の定めるところによる。  

 (入学者の選考) 

第11条 前条の入学志願者に対しては選考試験を行う。  

 (入学の手続及び入学許可) 

第12条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに本

学所定の書類を提出するとともに、第32条第1項に定める入学金を納入しなけれ

ばならない。  

２ 学長は前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

 (編入学・再入学・転入学) 

第13条 本学に編入学、再入学又は転入学を志願する者があるときは、選考のうえ、

相当年次に学長が入学を許可することができる。 

２ 前項の規定により編入学できる者は、次の各号の一に該当する者とし、入学許

可人数については学則第４条の規定に定めるところによる。 

(1) 他の大学を卒業又は退学した者

(2) 短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を

卒業した者

(3) 専修学校の専門課程で文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了し

た者（ただし、学校教育法第90条に規定する大学入学資格を有する者に

限る）

３ 第１項の規定により再入学又は転入学できる者は、本学を中途退学した者又は、

他の大学に在学中の者で転入学により当該大学を退学する者とする。 
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４ 第１項の規定により入学を許可された者についての履修方法は、教授会の議を

経て学長が決定する。 

 (転部及び転科)  

第14条 本学学生で他の学部に転部又は他の学科に転科を志願する者は、当該学部

教授会の議を経て学長の許可を得なければならない。 

２ 転部及び転科の規程は別に定める。 

 (退学) 

第15条 退学しようとする者は、保証人連署のうえ学長に願い出て、その許可を得

なければならない。  

 (休学) 

第16条 病気及びその他の事由により引き続き３ヶ月以上修学することができな

いときはその事由を具し、保証人連署のうえ学長に願い出て、その許可を得なけ

ればならない。  

２ 休学の期間は、その学年の終わり、又は学期の終わりまでとし、特別の事情の

ある場合は、引き続き１年に限り休学を許可することができる。  

３ 休学の期間は、通算して４年を超えることができない。 

４ 休学の期間は、在学年数に算入しない。 

 (転学) 

第17条 他の大学へ転学を希望する者は、学長の許可を得なければならない。 

 (海外留学） 

第18条 外国の大学又は短期大学に留学を希望する者は、学長の許可を得て留学す

ることができる。 

２ 前項の許可を得て留学した期間は、1年に限り第30条第1項に定める期間に算入

する。  

 (復学) 

第19条 休学期間中にその事由が消滅したときは、保証人連署のうえ学長に願い出

て、その許可を得なければならない。   

２ 復学の時期は、学年の始め又は学期の始めとする。 

 (除籍） 

第20条 次の各号の一に該当する者は、教授会の議を経て、学長が除籍する。 

(1) 第5条第2項に定める在学年限を超えた者

(2) 第16条第3項に定める休学の期間を超えてなお修学できない者

(3) 授業料その他の学費の納付を怠り、督促してもなお納付しない者

(4) 死亡又は長期間にわたり行方不明の者
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第５章 教育課程・授業科目・単位・授業の方法・期間及び履修登録等 

 (教育課程)   

第21条 本学の授業科目は学科目制とし、教育上の目的を達成するために必要な授

業科目を開講し、体系的な教育課程を編成する。 

２ 経済学部経済学科の教育課程は、学部共通科目(基礎科目、言語科目、教養

科目、情報科目、キャリア科目)、経済学科専門科目(基本科目 A、基本科目 B、

公共経済コース科目、金融経済コース科目、現代経済コース科目、展開科目、

演習科目)、自由選択科目、教職及び教科に関する科目を置く。 

３ 経済学部経営学科の教育課程は、学部共通科目(基礎科目、言語科目、教養

科目、情報科目、キャリア科目)、経営学科専門科目(基本科目 A、基本科目 B、

企業経営コース科目、商業・会計コース科目、スポーツビジネスコース科目、

地域・起業コース科目、展開科目、演習科目)、自由選択科目、教職及び教科

に関する科目を置く。 

４ 国際学部国際学科の教育課程は、基礎科目(教養科目、演習)、外国語科目（英 

語、英語以外の外国語、日本語）、情報基礎科目、専門科目(共通、英米語専 

攻、地域デザイン専攻、国際ビジネス専攻、観光マネジメント専攻、専門研究)、 

キャリア・インターンシップ科目、自由選択科目、教職及び教科に関する科目

を置く。

５ 教育学部こども教育学科の教育課程は、教養教育科目(教養科目、外国語科 

目、キャリア科目)、専門教育科目(専門基礎科目、専門基幹科目、専門展開科 

目、専門研究)を置く。 

６ 情報マネジメント学部情報マネジメント学科の教育課程は、基礎科目(基本 

科目、言語語科、教養科目、キャリア科目)、専門科目(導入科目、基礎科目、 

展開科目、演習科目)を置く。 

（授業科目・単位数及び卒業に必要な単位数） 

第 21条の２ 本学の授業科目、卒業に必要な単位数は、別表１～５のとおりとする。  

（授業の方法） 

第 21条の３ 授業科目は、講義、演習、実験、実習、実技のいずれかにより又は

これらのうち二以上の併用により行うものとする。 

２ 本学は、文部科学大臣が別に定めるところにより、前項に規定する授業を多

様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させ

ることができる。 

３ 前項の規定により履修することのできる単位数は、第 27条第 1項、第 28条

第 1項及び第 29条第 1項に定める認定単位と併せて 60単位を超えないものと

する。 

 (単位の計算方法) 

第22条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内

容をもって構成することを標準とし、次の各号の基準により計算するものとする。

(1) 講義については15時間の授業をもって１単位とする。

(2) 演習については30時間の授業をもって１単位とする。

03_学則-7-



  (3) 実験、実習、実技等についての学修は、30時間から45時間までの範囲で大

学が定める授業をもって１単位とする。 

 (4) 一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の

併用により行う場合については、前3号の組合せに応じ、別に定める時間の授

業をもって1単位とする。      

２ 前項の規定にかかわらず卒業論文、卒業研究及び校外学修等の授業科目につい

ては、これらの学修の成果を評価して適切な単位を授与することができる。 

 (授業期間)                          

第23条 1年間の授業を行う期間は、35週にわたることを原則とする。 

２ 各授業科目の授業は10週又は15週にわたる期間を単位として行う。ただし教育

上特別の必要があると認められる場合は、これらの期間より短い特定の期間にお

いて授業を行うことができる。  

（履修登録及び履修制限） 

第 24条 授業科目の履修方法については、前期開講科目は前期の指定された期

日までに履修登録をして許可を得なければならない。また、後期開講科目も同

様に後期の指定された期日までに履修登録をして許可を得なければならない。 

２ 履修登録の取扱いについては別に定める。 

３ 各学部の年次別の履修登録上限単位数は、次のとおりとする。 

 (1) 経済学部 

  １年次 42単位 

  ２年次 42単位 

  ３年次 42単位 

 ４年次 46単位 

ただし、第 21条第 2項及び同条第 3項に規定する教職及び教科に関する科目

の履修単位は上記の単位数に含めない。 

 (2) 国際学部 

  １年次 42単位 

  ２年次 42単位 

  ３年次 42単位 

 ４年次 46単位 

ただし、第 21条第 4項に規定する教職及び教科に関する科目の履修単位は上

記の単位数に含めない。 

(3) 教育学部 

  １年次 42単位 

  ２年次 42単位 

  ３年次 42単位 

 ４年次 42単位 
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(4) 情報マネジメント学部

  １年次 42単位 

  ２年次 42単位 

  ３年次 42単位 

４年次 42単位 

４ 他学部等の授業科目を履修する場合は、学長の許可を得て履修し、単位を修

得したときは、相当する科目群の科目として、学長が単位を認定することがで

きる。 

 第６章 単位の認定等 

 (試験の評定) 

第25条 試験の評定は100点を満点とし、60点以上を合格とする。 

２ 試験は、筆記試験、論文レポート、試問、その他の方法により行う。 

 (単位の授与) 

第26条 授業科目を履修した者に対しては、試験に合格した場合に単位を与える。 

 (単位の互換) 

第27条 教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学及び学部間の協議に基

づき、当該大学又は短期大学及び学部間の授業科目の履修を認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が修得した単位は、60単位を超えない範囲で第30条第1

項に定める単位として認定することができる。 

３ 前2項の規定は、第18条に定める留学の場合に準用する。 

 (既修得単位の認定） 

第28条 大学・短期大学又は専修学校の専門課程を卒業し又は中途退学した後、 

本学第1年次に入学した者の既修得単位については、教育上有益と認めるときは、

第30条第1項に定める単位として認定することができる。 

２ 前項により認定することができる単位は、前条第1項により認定する単位と併

せて60単位を超えないものとする。 

 (大学以外の教育施設等における学修) 

第29条 教育上有益と認めるときは、短期大学又は高等専門学校の専攻科における

学修その他文部科学大臣が定める学修を本学における授業科目の履修とみなし

第30条第1項に定める単位として認定することができる。 

２ 前項により認定できる単位は、第27条第1項及び第28条第1項により認定する単

位と併せて60単位を超えないものとする。 
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  第７章 卒業等 

 (卒業の要件及び学士の学位) 

第30条 本学を卒業するためには、第21条の2に定める各学部学科の教育課程から

１２４単位以上を修得した者について、教授会の議を経て学長が卒業を認定する。 

２ 前項による卒業認定は学年末、又は前期末にこれを行うことができる。 

３ 卒業を認定された者には学士の学位を授与する。 

４ 学位の授与に関する規定は別に定める。  

 (免許状の種類) 

第31条 本学において次の教育職員免許状を取得することができる。 

(1) 経済学部 経済学科

中学校教諭一種免許状(社会) 

  高等学校教諭一種免許状(地理歴史) 

高等学校教諭一種免許状(公民) 

(2) 経済学部 経営学科

高等学校教諭一種免許状(商業) 

(3) 国際学部 国際学科

中学校教諭一種免許状（英語） 

高等学校教諭一種免許状（英語）  

(4) 教育学部 こども教育学科

小学校教諭一種免許状 

２ 教育職員の免許状取得の要件については別に定める。 

  第８章 入学検定料・入学金及び授業料等 

 (学費等） 

第32条 本学の入学検定料、学費及び教職課程履修費の金額は別表６～８のとおり

とする。 

２ 入学検定料、学費及び教職課程履修費等に関する必要な事項は、別に定める。 

  第９章 教職員組織 

 (教職員) 

第33条 本学に学長、学部長、教授、准教授及び事務職員を置く。 

２ 副学長を置くことができる。 

３ 前項のほか、講師、助教、助手、技術職員その他必要な職員を置くことができ

る。 

(学長・副学長・学部長の職務) 

第34条 学長は、校務をつかさどり、所属教職員を統督する。 

２ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 
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３ 学部長は、学部に関する校務をつかさどる。 

  第10章 大学運営会議・教授会及び各種委員会 

 (大学運営会議) 

第35条 本学の重要事項を審議するために大学運営会議を置く。 

２ 大学運営会議に関する必要な事項は別に定める。 

 (教授会) 

第36条 本学各学部の教育研究に関する重要事項を審議するためにそれぞれに教

授会を置く。 

２ 教授会は、学長が次に掲げる事項について、決定を行うに当たり意見を述べる

ことができる。 

(1) 学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項

(2) 学位の授与に関する事項

(3) 前2号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見

を聴くことが必要なものとして学長が定める事項

３ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長その他の教授会が置か

れる組織の長がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の

求めに応じ、意見を述べることができる。 

４ 教授会の組織には、准教授、講師及びその他の教職員を加えることができる。 

５ 教授会に関する必要な事項は別に定める。 

(合同教授会) 

第37条 学長が必要と認めたとき又は各学部長から特に要請があったときは、学長

は合同教授会を招集することができる。 

２ 合同教授会は、学長が特に必要と認めた大学の重要事項を審議する。 

(各種委員会) 

第38条 学長が必要と認めたとき、各種委員会等を組織し、それぞれの専門分野に

ついて審議研究し、その運営を図ることができる。 

２ 各種委員会に関する事項は別に定める。 

第11章 科目等履修生及び外国人留学生等 

 (科目等履修生) 

第39条 本学において特定の授業科目を履修しようとする者については、教育研究

に支障のない範囲内において教授会の議を経て科目等履修生として、学長が入学

を許可することができる。 

２ 科目等履修生が履修した授業科目を試験に合格したときは、第25 条及び第26

条の規定を準用して当該科目の単位を付与することができる。 

３ 科目等履修生に関する事項は別に定める。 
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 (特別聴講生) 

第40条 他の大学、短期大学との協議に基づき、当該大学又は短期大学の学生を特

別聴講生として、学長が入学を許可することができる。 

２ 特別聴講生に関する事項は別に定める。 

 (聴講生) 

第41条 本学において特定の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、

各学部の教育に支障のない場合に限り、選考のうえ、学長が聴講を許可すること

ができる。 

２ 聴講生に関する事項は別に定める。 

 (外国人留学生) 

第42条 外国籍を有し第９条第３号に該当する者が、本学に入学を希望した場合は、

選考のうえ、学長が入学を許可することができる。 

２ 外国人留学生については、第45条（育英・ 奨学）に関する規定を除き、正規

の学生についての規定を準用する。 

３ 外国人留学生に関する事項は別に定める。 

 (委託生) 

第43条 公共機関その他から委託生としての入学の申し出のある時は本学の教育、

研究に支障のない限り、選考のうえ、学長が入学を許可することができる。 

２ 委託生に関する事項は別に定める。 

 (公開講座) 

第44条 学術文化の普及のため、本学において公開講座及び課外講座を開講するこ

とができる。 

２ 公開講座及び課外講座に関する事項は別に定める。 

  

 第12章 育英及び奨学に関する事項 

 (育英・奨学)  

第45条 本学に育英及び奨学に関する制度を置く。 

２ 育英及び奨学に関する事項は別に定める。 

 

  第13章 賞罰 

 (褒賞) 

第46条 品行方正、学術優秀又は善行のあった学生に対しては、賞状又は商品を授

与し褒賞することができる。 

２ 褒賞に関する事項は別に定める。 
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 (懲戒) 

第47条 本学の規定に違反し、又は学生の本分に反する行為があった学生に対して

は懲戒する。懲戒は、戒告、停学及び退学とする。 

２ 退学処分は次の各号の一に該当する者に対して行う。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められた者

(2) 成績不良で学業継続の見込みがないと認められた者

(3) 正当な理由なくして出席不良の者

(4) 大学の秩序を乱し、その他学生の本分に反した者

３ 懲戒に関する事項は別に定める。 

 第14章 附属施設・寄宿舎・厚生施設 

 (附属施設) 

第48条 本学にメディアセンター及び総合地域研究所を置く。 

２ 各附属施設に関する事項は別に定める。 

(寄宿舎) 

第49条 本学に寄宿舎を置く。 

２ 寄宿舎に関する事項は別に定める。 

(厚生施設) 

第50条 本学に厚生施設を置く。 

２ 厚生施設に関する事項は別に定める。 

 第15章 改正 

(改正) 

第51条 本学則の改正は、各学部教授会及び大学運営会議の意見を聴いた後、理事

会の承認を得て、学長がこれを行う。 
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附 則 

この学則は、昭和41年4月1日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、昭和55年4月1日から施行する。 

２ 昭和54年度以前に入学した学生については、なお従前の例による。ただし、 

第24条、第26条については、この限りにあらず。 

附 則 

１ この学則は、昭和56年4月1日から施行する。 

２ 昭和55年度以前に入学した学生については、なお従前の例による。ただし、入

学検定料は、昭和56年度入学志願者から、授業料は昭和55年度入学者から適用す

る。 

附 則 

１ この学則は、昭和57年4月1日から施行する。 

２ 昭和54年度以前に入学した学生については、なお従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、昭和58年4月1日から施行する。 

２ 昭和54年度以前に入学した学生については、なお従前の例による。 

附 則 

 この学則は、昭和60年4月1日から施行する。ただし、第28条の改正は昭和55

年度入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、昭和61年4月1日から施行する。 

２ 昭和60年度以前に入学した学生については、なお従前の例による。ただし、 

第28条の改正については、昭和55年度以降の入学者に適用する。 

附 則 

１ この学則は、昭和62年４月１日から施行する。ただし、入学検定料については

昭和62年度入学者から適用する。 

２ 第27条の規定にかかわらず、当分の間総定員は次のとおりとする。 

  昭和62年度 総定員  500名 

  昭和63年度 総定員  600名 

  昭和64年度 総定員  700名 

附 則 

 この学則は、昭和63年4月1日から施行する。ただし、第28条の改正は昭和56年度 

以降の入学者から適用する。 

附 則 

この学則は、平成元年4月1日から施行する。ただし、第28条の改正は昭和58年度 

以降の入学者から適用する。 
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附 則 

１ この学則は、平成2年4月1日から施行する。ただし、第28条の改正は昭和60年

度以降の入学者から適用する。 

２ 第21条第3項および第26条第1項の改正は、平成2年度以降の入学者から適用し、

平成元年度以前に入学した者は、なお従前の例による。 

３ 平成元年度以前に入学して教育職員免許状を取得しようとする者については、

なお従前の例による。 

４ 第28条の規定にかかわらず平成2年度から平成10年度までの間入学定員は次の

とおりとする。 

  経済学部経済学科 260名 

附 則 

１ この学則は、平成3年4月1日から施行する。 

２ 第21条第3項及び第26条第1項の改正は、平成3年度入学者から適用し、平成2

年度以前に入学した者はなお従前の例による。   

３ 第27条第１項第2号及び第3号の改正は、平成2年度入学者から適用し、平成元

年度以前に入学した者はなお従前の例による。 

４ 第28条第１項の改正は、昭和60年度以降の入学者から適用する。ただし入学検

定料については、平成3年度入学志願者から適用する。 

５ 第29条の規定にかかわらず平成3年度から平成11年度までの間、入学定員は次

のとおりとする。 

附 則 

１ この学則は、平成4年4月1日から施行する。 

２ 第26条第3項の改正は、平成3年度卒業生から適用する。 

３ 第28条第１項の改正は、昭和62年度以降の入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成5年4月1日から施行する。 

２ 第28条第１項の改正は、昭和63年度以降の入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成6年4月1日から施行する。 

２ 第29条第1項の改正は、昭和63年度以降の入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成7年4月1日から施行する。 

２ 第29条第1項の改正は、平成元年度入学者から適用する。 

  年  度  平成３年度～平成10年度   平成11年度 

  経済学部経済学科 320名 260名 
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附 則 

１ この学則は、平成8年4月1日から施行する。 

２ 第29条第１項の改正は、平成2年度入学者から適用する。ただし、検定料につ

いては、平成8年度入学志願者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成9年4月1日から施行する。 

２ 第30条第1項の改正は、平成2年度入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成10年4月1日から施行する。 

２ 第30条第1項の改正は、平成3年度入学者から適用する。 

３ 第31条第の規定にかかわらず、平成3年度から平成11年度までの間、入学定員

は次のとおりとする。 

 附 則 

１ この学則は、平成11年4月1日から施行する。 

２ 第30条第1項の改正は、平成4年度入学者から適用する。ただし、平成10年度以

前の入学者の施設費については、180,000円とする。 

３ 第31条第の規定にかかわらず、平成3年度から平成11年度までの間、入学定員

は次のとおりとする。 

 附 則 

１ この学則は、平成12年4月1日から施行する。 

２ 第30条第１項の改正は、平成5年度入学者から適用する。ただし、平成10年度

以前の入学者の施設費については、190,000円とする。 

３ 第31条第の規定にかかわらず、平成12年度から平成16年度までの間、入学定員

は次のとおりとする。 

 附 則 

この学則は、平成13年4月1日から施行する。 

 附 則 

この学則は、平成14年4月1日から施行する。 

 附 則 

この学則は、平成15年4月1日から施行する。 

  年  度  平成３年度～平成10年度   平成11年度 

  経済学部経済学科 320名 260名 

  年  度  平成３年度～平成10年度   平成11年度 

  経済学部経済学科 320名 260名 

  年  度  12年度  13年度  14年度  15年度  16年度 

 経済学部経済学科   308名   296名 284名   272名   260名 
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附 則 

この学則は、平成16年4月1日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成17年4月1日から施行する。 

２ 第30条第1項に定める別表の改正は、平成17年度入学者から適用する(220,000

円)。ただし、平成16年度以前の入学者の施設費については、210,000円とする。 

附 則 

この学則は、平成18年4月1日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成19年4月1日から施行する。 

２ 国際学部国際協力学科は、改正後の学則第3条第1項第2号の規定にかかわらず、

平成19年3月31日に当該学科に在学する学生が当該学科に在学しなくなるまでの

間、存続するものとする。 

２  第33条第1項第6号に規定する施行前における助教授としての在職は、施行後の

准教授としての在職とみなす。   

   附 則 

この学則は、平成20年4月1日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成21年4月1日から施行する。 

２ 前項の規定にかかわらず、第7条第5号の改正は平成17年度入学生から適用する。 

３ 附則第１項の規定にかかわらず、第30条第1項に定める別表の改正は、平成18

年度入学者から適用する(240,000円)。ただし、平成17年度以前の入学者の施設

費については、220,000円とする。 

   附 則 

この学則は、平成22年4月1日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成23年4月1日から施行する。 

２ 国際学部国際学科の地域こども教育専攻をこども学科に改める。なお、国際

学科の国際学専攻及び地域こども教育専攻は、改正後の学則第3条第1項第2号の

規定にかかわらず、当該専攻に在籍する学生がいなくなるまでの間、存続するも

のとする。 

附 則 

１ この学則は、平成23年7月1日から施行する。 

２ 第11条、第14条、第17条並びに第18条第2項の改正は、平成20年度入学者よ

り適用する。 

03_学則-17-



附 則 

１ この学則は、平成24年4月1日から施行する。 

２ 第31条の改正は、平成24年度入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成24年12月11日から施行する。 

２ 第12条の改正は、平成23年度入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成25年4月1日から施行する。 

２ 経済学部経済学科の現代マネジメント専攻を経営学科に改める。なお、経済

学科の経済専攻及び現代マネジメント専攻は、改正後の学則第3条第1項第1号の

規定にかかわらず、在籍する学生がいなくなるまでの間、存続するものとするも

のとする。 

３ 第29条第1項の規定は、平成25年度入学者から適用し、平成24年度以前の入

学者は(「高等学校教諭一種免許状(情報)」)なお従前のとおりとする。 
４ 第30条第1項に定める別表の施設費の分割納入については、平成25年度入学者

から適用し、平成24年度までの入学者についてはなお従前のとおりとする。 

５ 第31条の規定にかかわらず平成25年度から平成28年度までの間、収容定員は

次のとおりとする。 

附 則 

１ この学則は、平成26年4月1日から施行する。 

２ 第29条第２項の規定は、平成26年度入学者から適用し、平成25年度以前の入 

学者はなお従前のとおりとする。 
附 則 

この学則は、平成27年4月1日から施行する。 

附 則 

この学則は、平成27年10月1日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成28年4月1日から施行する。 

２ 第32条第１項に定める別表の入学金、授業料等の改正は、平成28年度入学者

(編入学者、転入学者を含む)から適用し、平成27年度以前の入学者はなお従前

のとおりとする。 

学　部 学　　　科 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
経済学科 920名 773名 624名 475名
経営学科 110名 223名 339名 455名
国際学科 580名 474名 419名 386名
こども学科 190名 262名 284名 284名
合　計 1,800名 1,732名 1,666名 1,600名

経済学部

国際学部
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附 則 

この学則は、平成28年12月1日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成29年4月1日から施行する。 

２ 第5条の2の規定は、平成29年度入学者から適用する。 
附 則 

１ この学則は、平成30年4月1日から施行する。 

２ 第32条第１項に定める別表の入学検定料の改正は、平成31年度入学志願者か

ら適用する。 
附 則 

１ この学則は、平成31年4月1日から施行する。 

２ 第4条の規定にかかわらず平成31年度から平成34年度までの間、収容定員は

次のとおりとする。 

３ 第31条第1項第1号の規定は、平成31年度入学者から適用し、平成30年度以前

の入学者の経済学部経済学科における高等学校教諭一種免許状(商業)の取得

については、なお従前のとおりとする。 

４ 第32条第1項に定める別表の入学検定料の改正は、平成32年度入学志願者か

ら適用する。 
５ 第42条第2項の規定は、平成31年度入学者から適用する。 
附 則 

１ この学則は、令和2年4月1日から施行する。 

２ 第32条第１項に定める別表の入学試験項目の改正は、令和3年度入学志願者

から適用する。 

３ 第32条第1項に定める別表の学費(入学金、授業料、施設費)の改正は、令和3

年度入学者(編入学者、転入学者を含む)から適用し、令和2年度以前の入学者

はなお従前のとおりとする。 

附 則 

１ この学則は、令和3年4月1日から施行する。 

２ この学則による改正前の学則に定める国際学部こども教育学科は、改正後の

学則第3条第1項の規定にかかわらず、令和3年3月31日に国際学部こども教育学

科に在籍する学生がいなくなるまでの間、存続するものとする。 

学　部 学　　　科 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度
経済学科 471名 467名 465名 465名
経営学科 451名 447名 445名 445名
国際学科 386名 386名 389名 397名

こども教育学科 286名 288名 291名 293名
合　計 1,594名 1,588名 1,590名 1,600名

経済学部

国際学部
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３ 第4条の規定にかかわらず令和3年度から令和6年度までの間、収容定員は次の

とおりとする。 

学 部 学 科 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

経済学部 
経済学科   465名   465名   465名   465名 

経営学科   445名   445名   445名   445名 

国際学部 
国際学科   389名   397名   397名   397名 

こども教育学科   219名   148名    74名   ― 

教育学部 こども教育学科    72名    145名    219名    293名 

 合 計 1,590名 1,600名 1,600名 1,600名 

４ 第21条の2に定める教育課程表(別表1～4)は、令和3年度入学者(編入学者、転

入学者を除く)から適用し、令和2年度以前の入学者の教育課程表については、

なお従前のとおりとする。 

５ 第31条第1項第3号の規定は、令和3年度入学者から適用し、令和2年度以前の入 

学者の国際学部国際学科における中学校教諭一種免許状(社会)、高等学校教諭一

種免許状(地理歴史)及び高等学校教諭一種免許状(公民)の取得については、な

お従前のとおりとする。 

６ 第31条第1項第4号の規定は、令和3年度入学者から適用し、令和2年度以前の入

学者の国際学部こども教育学科における小学校教諭一種免許状の取得について

は、なお従前のとおりとする。 

７ 第32条第1項に定める別表5の入学検定料の改正は、令和3年度入学志願者から

適用する。 

８ 第32条第1項に定める別表6の学費(入学金、授業料、施設費)及び別表7の教職

課程履修費の改正は、令和3年度入学者(編入学者、転入学者を含む)から適用し、

令和2年度以前の入学者については、なお従前のとおりとする。 

附 則 

１ この学則は、令和4年4月1日から施行する。 

２ 第21条第2項、第3項、第4項及び第5項に定める各学部、学科の教育課程の改

正は、令和4年度入学者(編入学者、転入学者を除く)から適用し、令和3年度以

前の入学者については、なお従前のとおりとする。 

３ 第21条の2に定める教育課程表(別表1～4)は、令和4年度入学者(編入学者、転

入学者を除く)から適用し、令和3年度以前の入学者の教育課程表については、

なお従前のとおりとする。 

４ 第32条第1項に定める別表5の入学検定料の改正は、令和4年度入学志願者から

適用する。 
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附 則 

１ この学則は、令和5年4月1日から施行する。 

２ 第21条第2項、第3項、第4項に定める各学部、学科の教育課程の改正及び第 

21条の2に定める教育課程表(別表1～3)は、令和5年度入学者(編入学者、転入

学者を除く)から適用し、令和4年度以前の入学者については、なお従前のとお

りとする。 

附 則 

１ この学則は、令和6年4月1日から施行する。 

２ 第4条の規定にかかわらず令和6年度から令和9年度までの間、収容定員は次

のとおりとする。 

学 部 学 科 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

経済学部 
経済学科   480名   495名   510名   525名 

経営学科   465名   485名   505名   525名 

国際学部 国際学科   397名   397名   397名   397名 

教育学部 こども教育学科  293名   293名   293名  293名 

合 計 1,635名 1,670名 1,705名 1,740名 

３ 第21条第4項及び第２１条の2に定める教育課程表(別表4)の国際学部国際学

科の教育課程表は、令和6年度入学者(編入学者、転入学者を除く)から適用し、

令和5年度以前の入学者については、なお従前のとおりとする。 

４ 第32条第1項に定める学費(別表6)の施設費の改正は、令和6年度入学者から適

用し、令和5年度以前の入学者については、なお従前のとおりとする。 

附 則 

１ この学則は、令和7年4月1日から施行する。 

２ 第4条の規定にかかわらず令和7年度から令和10年度までの間、収容定員は次

のとおりとする。 

学 部 学 科 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 

経済学部 
経済学科   495名   510名   525名   525名 

経営学科   485名   505名   525名   525名 

国際学部 国際学科   397名   397名   397名   397名 

教育学部 こども教育学科   293名   293名   293名  293名 

情報マネジ

メント学部 

情報マネジ

メント学科 
50名 100名 150名 200名 

合 計 1,720名 1,805名 1,890名 1,940名 
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３ 第21条第6項に定める情報マネジメント学部情報マネジメント学科の教育課

並びに第21条の2に定める教育課程表(別表5)は、令和7年度に情報マネジメント

学部情報マネジメント学科に入学する者から適用する。 

４ 第32条第1項に定める入学検定料(別表6)の改正は、令和7年度入学志願者から

適用する。 

５ 第32条第1項に定める学費(別表7)及び教職課程履修費(別表8)の改正は、令和

7年度入学者から適用し、令和6年度以前の入学者については、なお従前のとおり

とする。 

03_学則-22-



授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　　考

文章表現 2 1 　 必修科目 22 全科目必修

口頭表現 2 1

基礎数学 2 1

入門経済学 2 1

入門経営学 2 1

キャリアデザインを学ぶ 2 1

キャリアプランニング 2 1

AI・DSへのいざない 2 1

健康科学 2 1

情報基礎Ⅰ 1 1

情報基礎Ⅱ 1 1

基礎演習Ⅰ 1 1

基礎演習Ⅱ 1 1

英　語ⅠA 1 1 日本人必修科目 4

英　語ⅠB 1 1

英　語ⅡA 1 1

英　語ⅡB 1 1

日本語Ⅰ 2 1 留学生必修科目 留学生科目

日本語Ⅱ 2 1

フランス語Ⅰ 1 1 １６単位以上選択 16

フランス語Ⅱ 1 1

ドイツ語Ⅰ 1 1

ドイツ語Ⅱ 1 1

中国語Ⅰ 1 1

中国語Ⅱ 1 1

応用中国語Ⅰ 1 2

応用中国語Ⅱ 1 2

時事英語Ⅰ 1 2

時事英語Ⅱ 1 2

ビジネス英語Ⅰ 1 2

ビジネス英語Ⅰ 1 2

Basic GrammarⅠ 1 1

Basic GrammarⅡ 1 1

コリア語Ⅰ 1 1

コリア語Ⅱ 1 1

ＴＯＥＩＣ® 向上講座Ⅰ 2 2

ＴＯＥＩＣ® 向上講座Ⅱ 2 2

SpeakingⅠ 1 2

SpeakingⅡ 1 2

WritingⅠ 1 2

WritingⅡ 1 2

ListeningⅠ 1 2

ListeningⅡ 1 2

DebateⅠ 1 2

DebateⅡ 1 2

English Conversation（オンライン英会話）Ⅰ 1 1 2 3 4

English Conversation（オンライン英会話）Ⅱ 1 1 2 3 4

敬天愛人講座 2 1 2 3 4

敬愛プログラム 2 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅰ 1 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅱ 1 1 2 3 4

哲学 2 1 2 3 4

心理学 2 1 2 3 4

社会心理学 2 1 2 3 4

歴史学 2 1 2 3 4

中国文化Ⅰ 2 1 2 3 4

中国文化Ⅱ 2 1 2 3 4

文学 2 1 2 3 4

日本語学 2 1 2 3 4

言語学 2 1 2 3 4

法学 2 1 2 3 4

学
部
共
通
科
目

言
語
科
目

必
修
科
目

教
養
科
目

選
択
科
目

必
修
科
目

別表　1　(第21条の2関係)　 経済学部　経済学科 教育課程表

区分 開講年次

基
礎
科
目

03_学則-23-



授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　　考

別表　1　(第21条の2関係)　 経済学部　経済学科 教育課程表

区分 開講年次

憲法 2 1 2 3 4

政治学 2 1 2 3 4

社会学 2 1 2 3 4

数学Ⅰ 2 1 2 3 4

数学Ⅱ 2 1 2 3 4

統計学Ⅰ 2 1 2 3 4

統計学Ⅱ 2 1 2 3 4

環境科学 2 1 2 3 4

ボランティア活動 2 1 2 3 4

情報概論 2 1 2 3 4 ２単位以上選択 2

データサイエンス総論 2 1 2 3 4

英語で学ぶPython 2 1 2 3 4

アルゴリズム論 2 2 3 4

プレゼンテーション論 2 2 3 4

情報セキュリティ論 2 2 3 4

AI概論 2 2 3 4

プログラミング 2 2 3 4

AIデータサイエンス実践 2 3 4

実践会話Ⅰ 2 2 ２単位以上選択 2

実践会話Ⅱ 2 2

キャリアディベロップメント 2 2

企業の魅力発見 2 2

実践的キャリア演習Ⅰ 2 3

実践的キャリア演習Ⅱ 2 3

プレインターンシップ 2 3

インターンシップ 1 3

ポストインターンシップ 2 3

経済理論A 2 1 2 10

経済理論B 2 1 2

日本経済史Ⅰ 2 1 2

日本経済史Ⅱ 2 1 2

西洋経済史Ⅰ 2 1 2

西洋経済史Ⅱ 2 1 2

フィールドワーク入門2単位

必修

ミクロ経済学Ⅰ 2 2 3 4 ２0単位以上選択 20

ミクロ経済学Ⅱ 2 2 3 4

マクロ経済学Ⅰ 2 2 3 4

マクロ経済学Ⅱ 2 2 3 4

経済政策Ⅰ 2 2 3 4

経済政策Ⅱ 2 2 3 4

経済学特論Ⅰ 2 2 3 4

経済学特論Ⅱ 2 2 3 4

社会政策Ⅰ 2 2 3 4

社会政策Ⅱ 2 2 3 4

財政学Ⅰ 2 2 3 4

財政学Ⅱ 2 2 3 4

金融論Ⅰ 2 2 3 4

金融論Ⅱ 2 2 3 4

国際経済論Ⅰ 2 2 3 4

国際経済論Ⅱ 2 2 3 4

簿記・会計概論Ⅰ 2 2 3 4

簿記・会計概論Ⅱ 2 2 3 4

会計学Ⅰ 2 2 3 4

会計学Ⅱ 2 2 3 4

民法Ⅰ 2 2 3 4

民法Ⅱ 2 2 3 4

統計学総論Ⅰ 2 2 3 4

統計学総論Ⅱ 2 2 3 4

知的財産権論 2 2 3 4

情報マネジメント 2 2 3 4

情
報
科
目

選
択
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

選
択
科
目

選
択
必
修
科
目

選
択
科
目

経済理論A・B ４単位必修

日本経済史又は西洋経済史
の何れか２科目４単位を選
択

経
済
学
科
専
門
科
目

基
本
科
目
Ｂ

2 2フィールドワーク入門

基
本
科
目
Ａ
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授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　　考

別表　1　(第21条の2関係)　 経済学部　経済学科 教育課程表

区分 開講年次

公共経済学 2 2 3 4 １０単位以上選択 10 公共経済コース選択者

公共選択論 2 2 3 4

地方財政論Ⅰ 2 2 3 4

地方財政論Ⅱ 2 2 3 4

地方自治論Ⅰ 2 2 3 4

地方自治論Ⅱ 2 2 3 4

社会保障論Ⅰ 2 2 3 4

社会保障論Ⅱ 2 2 3 4

社会福祉論 2 2 3 4

福祉経済論 2 2 3 4

行政法Ⅰ 2 2 3 4

行政法Ⅱ 2 2 3 4

企業法 2 2 3 4

会社法 2 2 3 4

経済統計Ⅰ 2 2 3 4

経済統計Ⅱ 2 2 3 4

進路支援講座A(数的リテラシー) 2 1

進路支援講座B(数的リテラシー) 2 1

進路支援講座C(公務員) 2 2

進路支援講座D(公務員) 2 2

進路支援講座E(公務員) 2 2

進路支援講座F(公務員) 2 2

進路支援講座G(日経新聞を読む 2 2

進路支援講座H(日経新聞を読む 2 2

進路支援講座I(教職) 2 2

進路支援講座J(教職） 2 2

証券経済論Ⅰ 2 2 3 4 １０単位以上選択 10 金融経済コース選択者

証券経済論Ⅱ 2 2 3 4

銀行論Ⅰ 2 2 3 4

銀行論Ⅱ 2 2 3 4

国際金融論Ⅰ 2 2 3 4

国際金融論Ⅱ 2 2 3 4

企業金融論Ⅰ 2 2 3 4

企業金融論Ⅱ 2 2 3 4

保険論 2 2 3 4

金融事情Ⅰ 2 2 3 4

金融事情Ⅱ 2 2 3 4

有価証券法 2 2 3 4

企業法 2 2 3 4

会社法 2 2 3 4

経済統計Ⅰ 2 2 3 4

経済統計Ⅱ 2 2 3 4

進路支援講座A(数的リテラシー) 2 1

進路支援講座B(数的リテラシー) 2 1

進路支援講座C(公務員) 2 2

進路支援講座D(公務員) 2 2

進路支援講座E(公務員) 2 2

進路支援講座F(公務員) 2 2

進路支援講座G(日経新聞を読む 2 2

進路支援講座H(日経新聞を読む 2 2

進路支援講座I(教職) 2 2

進路支援講座J(教職） 2 2

金
融
経
済
ｺ

ｰ

ｽ
科
目

選
択
科
目

公
共
経
済
コ
ー

ス
科
目

コ
ー

ス
科
目

経
済
学
科
専
門
科
目

選
択
科
目

コ
ー

ス
科
目

進
路
支
援
科
目

進
路
支
援
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　　考

別表　1　(第21条の2関係)　 経済学部　経済学科 教育課程表

区分 開講年次

日本経済論Ⅰ 2 2 3 4 １０単位以上選択 10 現代経済コース選択者

日本経済論Ⅱ 2 2 3 4

日本経済地理 2 2 3 4

世界経済地理 2 2 3 4

アメリカ経済論Ⅰ 2 2 3 4

アメリカ経済論Ⅱ 2 2 3 4

ヨーロッパ経済論Ⅰ 2 2 3 4

ヨーロッパ経済論Ⅱ 2 2 3 4

中東経済論 2 2 3 4

アジア経済論 2 2 3 4

国際貿易論 2 2 3 4

労働経済論Ⅰ 2 2 3 4

労働経済論Ⅱ 2 2 3 4

労働法 2 2 3 4

経済統計Ⅰ 2 2 3 4

経済統計Ⅱ 2 2 3 4

進路支援講座A(数的リテラシー) 2 1

進路支援講座B(数的リテラシー) 2 1

進路支援講座C(公務員) 2 2

進路支援講座D(公務員) 2 2

進路支援講座E(公務員) 2 2

進路支援講座F(公務員) 2 2

進路支援講座G(日経新聞を読む 2 2

進路支援講座H(日経新聞を読む 2 2

進路支援講座I(教職) 2 2

進路支援講座J(教職） 2 2

経済学史Ⅰ 2 2 3 4 １６単位以上選択 16 経済学科の基本科目A・B、

経済学史Ⅱ 2 2 3 4 各コース科目の必要単位数を

社会思想史Ⅰ 2 2 3 4 超えた場合の単位数を含む

社会思想史Ⅱ 2 2 3 4

金融経済の基礎知識 2 2 3 4

計量経済学Ⅰ 2 2 3 4

計量経済学Ⅱ 2 2 3 4

環境経済学Ⅰ 2 2 3 4

環境経済学Ⅱ 2 2 3 4

地域経済論 2 2 3 4

食料経済論 2 2 3 4

農業政策 2 2 3 4

経済数学Ⅰ 2 2 3 4

経済数学Ⅱ 2 2 3 4

経営学Ⅰ 2 2 3 4

経営学Ⅱ 2 2 3 4

国際地域論Ⅰ 2 2 3 4

国際地域論Ⅱ 2 2 3 4

地域産業論 2 2 3 4

経営立地論 2 2 3 4

交通論 2 2 3 4

ビジネスデータ解析 2 2 3 4

情報ビジネス論 2 3 4

専門導入演習Ⅰ 1 2 必修科目 8 全科目必修

専門導入演習Ⅱ 1 2

専門演習Ⅰ 1 3

専門演習Ⅱ 1 3

卒業演習Ⅰ 1 4

卒業演習Ⅱ 1 4

卒業論文 2 4

展
開
科
目

選
択
科
目

必
修
科
目

現
代
経
済
コ
ー

ス
科
目

コ
ー

ス
科
目

演
習
科
目

選
択
科
目

進
路
支
援
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　　考

別表　1　(第21条の2関係)　 経済学部　経済学科 教育課程表

区分 開講年次

１４単位以上選択 14

日本史概論Ⅰ 2 1 2 3 4

日本史概論Ⅱ 2 1 2 3 4

世界史概論Ⅰ 2 1 2 3 4

世界史概論Ⅱ 2 1 2 3 4

地理学概論Ⅰ 2 1 2 3 4

地理学概論Ⅱ 2 1 2 3 4

地誌学Ⅰ 2 1 2 3 4

地誌学Ⅱ 2 1 2 3 4

哲学概論Ⅰ 2 1 2 3 4

哲学概論Ⅱ 2 1 2 3 4

比較政治学 2 1 2 3 4

社会学概論 2 1 2 3 4

自然地理学Ⅰ 2 1 2 3 4

自然地理学Ⅱ 2 1 2 3 4

教育原論 2 1 2

教育課程論 2 1 2

発達心理学 2 1 2

教育心理学 2 1 2

特別支援教育概論 2 2 3

教職概論 2 1 2

教育行政 2 2 3

教育法規 2 2 3

教育方法・技術論 2 2 3

教育とICT活用 2 2 3

社会科・地歴科指導法Ⅰ 2 2 3

社会科・地歴科指導法Ⅱ 2 2 3

地理歴史科指導法 2 2 3

社会科・公民科指導法Ⅰ 2 2 3

社会科・公民科指導法Ⅱ 2 2 3

公民科指導法 2 2 3

道徳教育指導法 2 2 3

総合的な学習の時間の指導法 2 2 3

特別活動指導法 2 2 3

生徒・進路指導論 2 2 3

教育相談 2 2 3

教職実践演習 2 4

教育実習指導 1 3 4

中学校教育実習 4 4

高等学校教育実習 2 4

124

教職課程履修者のみ履修可
教
職
及
び
教
科
に
関
す
る
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

教養科目、情報科目、キャリア科目、基
本科目A・B、各コース科目、展開科目の
中から自由に履修できる。経済学科のカ
リキュラムに掲載されていない経営学科
科目や国際学部国際学科の科目を履修
した場合も当欄で単位を認定する。教職
課程履修者は教職及び教科に関する科
目からの履修も可。

卒業要件単位数

選
択
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　　考

文章表現 2 1 必修科目 22 全科目必修

口頭表現 2 1

基礎数学 2 1

入門経済学 2 1

入門経営学 2 1

キャリアデザインを学ぶ 2 1

キャリアプランニング 2 1

AI・DSへのいざない 2 1

健康科学 2 1

情報基礎Ⅰ 1 1

情報基礎Ⅱ 1 1

基礎演習Ⅰ 1 1

基礎演習Ⅱ 1 1

英　語ⅠA 1 1 日本人必修科目 4 日本人は、英語４単位必修

英　語ⅠB 1 1

英　語ⅡA. 1 1

英　語ⅡB 1 1

日本語Ⅰ 2 1 留学生必修科目 留学生科目

日本語Ⅱ 2 1

フランス語Ⅰ 1 1 16

フランス語Ⅱ 1 1

ドイツ語Ⅰ 1 1

ドイツ語Ⅱ 1 1

中国語Ⅰ 1 1

中国語Ⅱ 1 1

応用中国語Ⅰ 1 2

応用中国語Ⅱ 1 2

時事英語Ⅰ 1 2

時事英語Ⅱ 1 2

ビジネス英語Ⅰ 1 2

ビジネス英語Ⅱ 1 2

Basic GrammarⅠ 1 1

Basic GrammarⅡ 1 1

コリア語Ⅰ 1 1

コリア語Ⅱ 1 1

ＴＯＥIC®向上講座Ⅰ 2 2

ＴＯＥIC®向上講座Ⅱ 2 2

SpeakingⅠ 1 2

SpeakingⅡ 1 2

WritingⅠ 1 2

WritingⅡ 1 2

ListeningⅠ 1 2

ListeningⅡ 1 2

DebateⅠ 1 2

DebateⅡ 1 2

English Conversation（オンライン英会話）Ⅰ 1 1 2 3 4

English Conversation（オンライン英会話）Ⅱ 1 1 2 3 4

敬天愛人講座 2 1 2 3 4

敬愛プログラム 2 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅰ 1 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅱ 1 1 2 3 4

哲学 2 1 2 3 4

心理学 2 1 2 3 4

社会心理学 2 1 2 3 4

歴史学 2 1 2 3 4

中国文化Ⅰ 2 1 2 3 4

中国文化Ⅱ 2 1 2 3 4

文学 2 1 2 3 4

日本語学 2 1 2 3 4

言語学 2 1 2 3 4

法学 2 1 2 3 4

言
語
科
目

教
養
科
目

選
択
科
目

開講年次

必
修
科
目

学
部
共
通
科
目

別表　2　(第21条の2関係)  経済学部　経営学科　教育課程表

基
礎
科
目

区分
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授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　　考開講年次

別表　2　(第21条の2関係)  経済学部　経営学科　教育課程表

区分

憲法 2 1 2 3 4

政治学 2 1 2 3 4

社会学 2 1 2 3 4

数学Ⅰ 2 1 2 3 4

数学Ⅱ 2 1 2 3 4

統計学Ⅰ 2 1 2 3 4

統計学Ⅱ 2 1 2 3 4

環境科学 2 1 2 3 4

ボランティア活動 2 1 2 3 4

情報概論 2 1 2 3 4 ２単位以上選択 2

データサイエンス総論 2 1 2 3 4

英語で学ぶPython 2 1 2 3 4

アルゴリズム論 2 2 3 4

プレゼンテーション論 2 2 3 4

情報セキュリティ論 2 2 3 4

AI概論 2 2 3 4

プログラミング 2 2 3 4

AIデータサイエンス実践 2 3 4

実践会話Ⅰ 2 2 ２単位以上選択 2

実践会話Ⅱ 2 2

キャリアディベロップメント 2 2

企業の魅力発見 2 2

実践的キャリア演習Ⅰ 2 3

実践的キャリア演習Ⅱ 2 3

プレインターンシップ 2 3

インターンシップ 1 3

ポストインターンシップ 2 3

経営学Ⅰ 2 1 2 必修科目 10 全科目必修

経営学Ⅱ 2 1 2

簿記・会計概論Ⅰ 2 1 2

簿記・会計概論Ⅱ 2 1 2

実地調査入門 2 2

経営戦略論Ⅰ 2 2 3 4 ２０単位以上選択 20

経営戦略論Ⅱ 2 2 3 4

経営組織論Ⅰ 2 2 3 4

経営組織論Ⅱ 3 2 3 4

経営財務論Ⅰ 2 2 3 4

経営財務論Ⅱ 2 2 3 4

マーケティング論 2 2 3 4

経営分析Ⅰ 2 2 3 4

経営分析Ⅱ 2 2 3 4

人的資源管理Ⅰ 2 2 3 4

人的資源管理Ⅱ 2 2 3 4

産業論 2 2 3 4

マーケティングリサーチⅠ 2 2 3 4

マーケティングリサーチⅡ 2 2 3 4

流通論 2 2 3 4

原価計算論Ⅰ 2 2 3 4

原価計算論Ⅱ 2 2 3 4

経営史Ⅰ 2 2 3 4

経営史Ⅱ 2 2 3 4

国際ビジネス論 2 2 3 4

生産管理 2 2 3 4

民法Ⅰ 2 2 3 4

民法Ⅱ 2 2 3 4

ビジネスデータ解析 2 2 3 4

情報ビジネス論 2 3 4

情
報
科
目

基
本
科
目
Ｂ

経
営
学
科
専
門
科
目

選
択
科
目

選
択
科
目

選
択
科
目

基
本
科
目
Ａ

必
修
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

03_学則-29-



授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　　考開講年次

別表　2　(第21条の2関係)  経済学部　経営学科　教育課程表

区分

コーポレートガバナンス論 2 2 3 4 １０単位以上選択 10

企業と社会論 2 2 3 4

中小企業論Ⅰ 2 2 3 4

中小企業論Ⅱ 2 2 3 4

国際産業組織論 2 2 3 4

多国籍企業論 2 2 3 4

国際貿易論 2 2 3 4

経営心理学 2 2 3 4

経営立地論 2 2 3 4

地域産業論 2 2 3 4

情報マネジメント 2 2 3 4

知的財産権論 2 2 3 4

経営シミュレーション 2 2 3 4

企業法 2 2 3 4

会社法 2 2 3 4

日本経済地理 2 2 3 4

世界経済地理 2 2 3 4

ホテル・ビジネス論 2 2 3 4

会計学Ⅰ 2 2 3 4 １０単位以上選択 10

会計学Ⅱ 2 2 3 4

簿記原理Ⅰ 2 2 3 4

簿記原理Ⅱ 2 2 3 4

管理会計論 2 2 3 4

税務会計論Ⅰ 2 2 3 4

税務会計論Ⅱ 2 2 3 4

地域企業会計論 2 2 3 4

金融商品取引法 2 2 3 4

会社法 2 2 3 4

流通情報論 2 2 3 4

流通経営論 2 2 3 4

消費者行動論 2 2 3 4

サービスマーケティング論 2 2 3 4

Marketing Management 2 2 3 4

観光マーケティング調査 2 2 3 4

経営立地論 2 2 3 4

地域産業論 2 2 3 4

スポーツビジネス論 2 2 3 4 １０単位以上選択 10

スポーツ産業論 2 2 3 4

スポーツマーケティング論 2 2 3 4

スポーツ文化論 2 2 3 4

生涯スポーツ実習Ⅰ 1 2 3 4

生涯スポーツ実習Ⅱ 1 2 3 4

スポーツ科学概論 2 2 3 4

中小企業論Ⅰ 2 2 3 4

中小企業論Ⅱ 2 2 3 4

地域企業経営論 2 2 3 4

サービスマーケティング論 2 2 3 4

Marketing Management 2 2 3 4

経営心理学 2 2 3 4

消費者行動論 2 2 3 4

企業法 2 2 3 4

会社法 2 2 3 4

観光事業論Ⅰ 2 2 3 4

観光事業論Ⅱ 2 2 3 4

選
択
科
目

選
択
科
目

商
業
・
会
計
コ
ー

ス
科
目

ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
科
目

企
業
経
営
コ
ー

ス
科
目

選
択
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　　考開講年次

別表　2　(第21条の2関係)  経済学部　経営学科　教育課程表

区分

千葉学 2 1 2 3 4 １０単位以上選択 10

入門ツーリズムⅠ 2 1 2 3 4

入門ツーリズムⅡ 2 1 2 3 4

ベンチャービジネス論 2 2 3 4

地域事業創造論 2 2 3 4

中小企業論Ⅰ 2 2 3 4

中小企業論Ⅱ 2 2 3 4

アントレプレナーシップ論 2 2 3 4

地域企業経営論 2 2 3 4

管理会計論 2 2 3 4

地域企業会計論 2 2 3 4

経営立地論 2 2 3 4

地域産業論 2 2 3 4

千葉県の産業と行政 2 2 3 4

旅行ビジネス論 2 2 3 4

地域観光論 2 2 3 4

観光事業論Ⅰ 2 2 3 4

観光事業論Ⅱ 2 2 3 4

経済理論A 2 2 3 4 １６単位以上選択 16 経営学科の基本科目B、各コース

経済理論B 2 2 3 4 科目の必要単位数を超えた場合の

ミクロ経済学Ⅰ 2 2 3 4 単位数を含む

ミクロ経済学Ⅱ 2 2 3 4

マクロ経済学Ⅰ 2 2 3 4

マクロ経済学Ⅱ 2 2 3 4

経済政策Ⅰ 2 2 3 4

経済政策Ⅱ 2 2 3 4

金融論Ⅰ 2 2 3 4

金融論Ⅱ 2 2 3 4

有価証券法 2 2 3 4

統計学総論Ⅰ 2 2 3 4

統計学総論Ⅱ 2 2 3 4

企業金融論Ⅰ 2 2 3 4

企業金融論Ⅱ 2 2 3 4

労働法 2 2 3 4

国際法Ⅰ 2 2 3 4

国際法Ⅱ 2 2 3 4

経済統計Ⅰ 2 2 3 4

経済統計Ⅱ 2 2 3 4

日本経済論Ⅰ 2 2 3 4

日本経済論Ⅱ 2 2 3 4

銀行論Ⅰ 2 2 3 4

銀行論Ⅱ 2 2 3 4

経済学特論Ⅰ 2 2 3 4

経済学特論Ⅱ 2 2 3 4

専門導入演習Ⅰ 1 2 必修科目 8 全科目必修

専門導入演習Ⅱ 1 2

専門演習Ⅰ 1 3

専門演習Ⅱ 1 3

卒業演習Ⅰ 1 4

卒業演習Ⅱ 1 4

卒業論文・卒業研究 2 4

教養科目、情報科目、キャリア科
目、基本科目B、各コース科目、展
開科目の中から自由に履修できる。
経営学科のカリキュラムに掲載され
ていない経済学科や国際学部国際
学科の科目を履修した場合も当欄
で単位を認定する。教職課程履修
者は教職に関する科目からの履修
も可。

１４単位以上選択 14選
択
科
目

演
習
科
目

展
開
科
目

必
修
科
目

地
域
・
起
業
コ
ー

ス
科
目

選
択
科
目

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目
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授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　　考開講年次

別表　2　(第21条の2関係)  経済学部　経営学科　教育課程表

区分

教育原論 2 1 2

教育課程論 2 1 2

発達心理学 2 1 2

教育心理学 2 1 2

特別支援教育概論 2 2 3

教職概論 2 1 2

教育行政 2 2 3

教育法規 2 2 3

教育方法・技術論 2 2 3

教育とICT活用 2 2 3

商業科指導法Ⅰ 2 2 3

商業科指導法Ⅱ 2 2 3

総合的な学習の時間の指導法 2 2 3

特別活動指導法 2 2 3

生徒・進路指導論 2 2 3

教育相談 2 2 3

教職実践演習 2 4

キャリア教育・職業指導Ⅰ 2 2 3 4

キャリア教育・職業指導Ⅱ 2 2 3 4

教育実習指導 1 3 4

高等学校教育実習 2 4

124卒業要件単位数

教
職
及
び
教
科
に
関
す
る
科
目

選
択
科
目

教職課程履修者のみ履修可
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授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　考

口頭表現 2 1 2 3 4 必修科目 18

文章表現 2 1 2 3 4 必修科目

基礎数学 2 1 2 3 4

敬天愛人講座 2 1 2 3 4

敬愛プログラム 2 1 2 3 4

健康科学 2 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅰ 1 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅱ 1 1 2 3 4

哲学 2 1 2 3 4

心理学 2 1 2 3 4

社会心理学 2 1 2 3 4

歴史学 2 1 2 3 4

文学 2 1 2 3 4

日本語学 2 1 2 3 4

言語学 2 1 2 3 4

法学 2 1 2 3 4

憲法 2 1 2 3 4

政治学 2 1 2 3 4

社会学 2 1 2 3 4

数学Ⅰ 2 1 2 3 4

数学Ⅱ 2 1 2 3 4

統計学Ⅰ 2 1 2 3 4

統計学Ⅱ 2 1 2 3 4

環境科学 2 1 2 3 4

ボランティア活動 2 1 2 3 4

世界を知る 2 1 2 3 4

AI・DSへのいざない 2 1 2 3 4 必修科目

情報概論 2 1 2 3 4

1年基礎演習 Ⅰ 1 1 2 3 4 必修科目

1年基礎演習 Ⅱ 1 1 2 3 4 必修科目

College English Ⅰ 2 1 2 3 4 必修科目 18(英語 英語コミュニケーションコース

College English Ⅱ 2 1 2 3 4 必修科目 コミュニケーション) 選択者１８単位以上選択

Speaking Ⅰ 1 1 2 3 4 必修科目 22(英語コミュニケー （留学生は２２単位以上選択）

Speaking Ⅱ 1 1 2 3 4 必修科目 ション・留学生)

ReadingⅠ 1 1 2 3 4 10(英語 他コースは１０単位以上選択

ReadingⅡ 1 1 2 3 4 コミュニケーション （留学生は１０単位以上選択）

Writing Ⅰ 1 1 2 3 4 以外)

Writing Ⅱ 1 1 2 3 4 10(英語コミュニケー

Listening Ⅰ 1 1 2 3 4 ション以外・留学生)

Listening Ⅱ 1 1 2 3 4

College English Ⅲ 2 2 3 4

College English Ⅳ 2 2 3 4

Debate Ⅰ 1 2 3 4

Debate Ⅱ 1 2 3 4

Basic Grammar Ⅰ 1 1 2 3 4

Basic Grammar Ⅱ 1 1 2 3 4

時事英語 Ⅰ 1 2 3 4

時事英語 Ⅱ 1 2 3 4

中国語Ⅰ 1 1 2 3 4

中国語Ⅱ 1 1 2 3 4

フランス語Ⅰ 1 1 2 3 4

フランス語Ⅱ 1 1 2 3 4

ドイツ語Ⅰ 1 1 2 3 4

ドイツ語Ⅱ 1 1 2 3 4

コリア語Ⅰ 1 1 2 3 4

コリア語Ⅱ 1 1 2 3 4

日本語Ⅰ 2 1 2 3 4

日本語Ⅱ 2 1 2 3 4

情報処理Ⅰ（情報基礎） 1 1 2 3 4 必修科目 2

情報処理Ⅱ（プレゼンテーション演習） 1 1 2 3 4 必修科目

別表　3　(第21条の2関係)　国際学部　国際学科　教育課程表

情報基礎
科目

2単位必修

18単位以上選択
(内8単位必修)

英
語

区分 開講年次

基
礎
科
目

演習

英語コミュニケーション
コース必修科目

教
養
科
目

留学生必修科目

外
国
語
科
目

英
語
以
外
の
外
国
語

日本語
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授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　考

別表　3　(第21条の2関係)　国際学部　国際学科　教育課程表

区分 開講年次

国際関係入門 2 1 2 3 4 18(英語 英語コミュニケーションコース選択者

国際社会とSDGｓ 2 1 2 3 4 コミュニケーション) 18単位以上選択、他コースは22単位

千葉学 2 1 2 3 4 22(英語 以上選択

Japan Today 2 1 2 3 4 コミュニケーション

アジアの文化と社会 2 1 2 3 4 以外)

アメリカの文化と社会 2 1 2 3 4

ヨーロッパの文化と社会 2 1 2 3 4

イギリスの文化と社会 2 1 2 3 4

比較文化論 2 1 2 3 4

異文化理解 2 1 2 3 4

多文化共生社会 2 1 2 3 4

入門ツーリズムⅠ 2 1 2 3 4

入門ツーリズムⅡ 2 1 2 3 4

データサイエンス総論 2 1 2 3 4

英語で学ぶPython 2 1 2 3 4

英米文学概論 2 1 2 3 4

日本語教育入門 2 1 2 3 4

Advanced ReadingⅠ 2 2 3 4 40 英語コミュニケーションコース選択者

Advanced ReadingⅡ 2 2 3 4 40単位以上選択

Advanced ListeningⅠ 2 2 3 4

Advanced ListeningⅡ 2 2 3 4

English for Global IssuesⅠ 2 2 3 4

マルチメディア（Multimedia） 2 2 3 4

英文法 2 2 3 4

英語の音声 2 2 3 4

英語学概論 2 2 3 4

アメリカ文学特講 2 2 3 4

英米文化概論 2 2 3 4

English for Global IssuesⅡ 2 2 3 4

English PresentationⅠ 2 3 4

English PresentationⅡ 2 3 4

Advanced ReadingⅢ 2 3 4

Advanced ReadingⅣ 2 3 4

Academic　WritingⅠ 2 3 4

Academic　WritingⅡ 2 3 4

英語史 2 2 3 4

英語音声学Ⅰ 2 2 3 4

英語音声学Ⅱ 2 2 3 4

イギリス文学史 2 2 3 4

アメリカ文学史 2 2 3 4

英米文化特講 2 3 4

経済学基礎 2 2 3 4 44 国際ビジネスコース選択者

経営学基礎 2 2 3 4 44単位以上

金融論 2 2 3 4

国際法Ⅰ 2 2 3 4

国際法Ⅱ 2 2 3 4

簿記会計基礎Ⅰ 2 2 3 4

簿記会計基礎Ⅱ 2 2 3 4

マーケティング 2 2 3 4

空港ビジネス 2 2 3 4

ホスピタリティ 2 2 3 4

エアライン・ビジネス 2 2 3 4

AI概論 2 2 3 4

プログラミング 2 2 3 4

アルゴリズム論 2 2 3 4

マーケティングリサーチⅠ 2 2 3 4

マーケティングリサーチⅡ 2 2 3 4

国際経済学 2 3 4

国際金融論 2 3 4

国際貿易論 2 3 4

国際経営 2 3 4

英
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
コ
ー

ス
科
目

専
門
科
目

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

ス
科
目

（但し22単位は他コースの専門科目
でも可）

英語コミュニケーション
コース必修科目

英語コミュニケーション
コース必修科目

共
通
科
目

（但し14単位は他コースの専門科目で
も可）
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授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　考

別表　3　(第21条の2関係)　国際学部　国際学科　教育課程表

区分 開講年次

国際経済とビジネスの法 2 3 4

国際会計 2 3 4

企業ファイナンス 2 3 4

航空物流論 2 3 4

情報ビジネス論 2 3 4

千葉県の産業と行政 2 2 3 4 44 観光マネジメントコース選択者

マーケティング 2 2 3 4 44単位以上

サービスマーケティング論 2 2 3 4

管理会計論 2 2 3 4

流通経営論 2 2 3 4

観光事業論Ⅰ 2 2 3 4

観光事業論Ⅱ 2 2 3 4

交通論 2 2 3 4

旅行ビジネス論 2 2 3 4

ホテル・ビジネス論 2 2 3 4

地域観光論 2 2 3 4

観光政策論 2 2 3 4

観光統計 2 2 3 4

観光マーケティング調査 2 2 3 4

航空産業論 2 2 3 4

情報ビジネス論 2 3 4

国際観光研究 2 3 4

千葉の観光研究 2 3 4

観光マーケティング 2 3 4

アルゴリズム論 2 2 3 4 44 情報・データサイエンスコース選択者

AI概論 2 2 3 4 44単位以上

プログラミング（R） 2 2 3 4

プログラミング（Python） 2 2 3 4

情報セキュリティ論 2 2 3 4

情報ガバナンス 2 2 3 4

データベース論 2 2 3 4

マーケティングリサーチⅠ 2 2 3 4

マーケティングリサーチⅡ 2 2 3 4

観光マーケティング調査 2 2 3 4

社会調査法Ⅰ 2 2 3 4

社会調査法Ⅱ 2 2 3 4

経済統計Ⅰ 2 2 3 4

経済統計Ⅱ 2 2 3 4

情報英語Ⅰ 2 2 3 4

情報英語Ⅱ 2 2 3 4

AI・データサイエンス実践Ⅰ 2 3 4

AI・データサイエンス実践Ⅱ 2 3 4

社会調査実習Ⅰ 2 3 4

社会調査実習Ⅱ 2 3 4

情報ビジネス論 2 3 4

AI特講（トピック） 2 3 4

自然言語処理 2 3 4

画像処理 2 3 4

2年次専門研究Ⅰ 2 2 必修科目 12

2年次専門研究Ⅱ 2 2 必修科目

3年次専門研究Ⅰ 2 3 必修科目

3年次専門研究Ⅱ 2 3 必修科目

4年次専門研究Ⅰ 2 4 必修科目

4年次専門研究Ⅱ 2 4 必修科目

卒業論文 2 4

キャリアデザインを学ぶ 2 1 2 3 4 4

キャリアプランニング 2 1 2 3 4

キャリアディベロップメント 2 2 3 4

企業の魅力発見 2 2 3 4

実践的キャリア演習Ⅰ 2 3 4

実践的キャリア演習Ⅱ 2 3 4

プレインターンシップ 2 3 4

インターンシップ 1 3 4

ポストインターンシップ 2 3 4

キャリア・
インターン
シップ科目

4単位以上選択

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス
科
目

情
報
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー

ス
科
目

専
門
科
目

（但し22単位は他専攻の専門科目で
も可）

12単位以上専
門
研
究

（但し22単位は他専攻の専門科目で
も可）
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授業科目名
単
位

履修方法 単位数 備　　考

別表　3　(第21条の2関係)　国際学部　国際学科　教育課程表

区分 開講年次

海外語学研修Ⅰ 2 1 2 3 4 12

海外語学研修Ⅱ 2 1 2 3 4 8(英語コミュニケー

海外スクーリングⅠ 2 1 2 3 4 ションコース・留)

海外スクーリングⅡ 2 1 2 3 4

English Conversation（オンライン英会話）Ⅰ 1 1 2 3 4

English Conversation（オンライン英会話）Ⅱ 1 1 2 3 4

TOEIC®向上講座Ⅰ 2 1 2 3 4

TOEIC®向上講座Ⅱ 2 1 2 3 4

現代日本語文法Ⅰ 2 2 3 4

現代日本語文法Ⅱ 2 2 3 4

心理言語学 2 2 3 4

日本語教育方法論 2 2 3 4

日本文化論 2 2 3 4

日本語教育研究Ⅰ 2 2 3 4

日本語教育研究Ⅱ 2 3 4

教育実習指導（日本語） 2 3 4

他大学・他学部・他学科
単位互換科目

教育原論 2 1 2 3 4

教育課程論 2 1 2 3 4

教育心理学 2 1 2 3 4

発達心理学 2 1 2 3 4

特別支援教育概論 2 2 3 4

教職概論 2 1 2 3 4

教育行政 2 2 3 4

教育法規 2 2 3 4

英語科指導法Ⅰ 2 2 3 4

英語科指導法Ⅱ 2 2 3 4

英語科指導法Ⅲ 2 2 3 4

英語科指導法Ⅳ 2 2 3 4

道徳教育指導法 2 2 3 4

総合的な学習の時間の指導法 2 2 3 4

特別活動指導法 2 2 3 4

教育方法・技術論 2 2 3 4

教育とICT活用 2 2 3 4

生徒・進路指導論 2 2 3 4

教育相談 2 2 3 4

教育実習指導 1 3 4

中学校教育実習 4 4

高等学校教育実習 2 4

教職実践演習(中・高) 2 4

12単位以上選択
(英語コミュニケーションコースを選択
した留学生は８単位以上選択)

※自由選択科目区分以外の卒業
要件単位を超えて修得した単位を
含む(基礎科目、外国語科目、専門
科目、キャリア・インターンシップ
科目)

自
由
選
択
科
目

卒業要件単位数 124

教
職
及
び
教
科
に
関
す
る
科
目
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敬天愛人講座 2 1 １２単位必修

口頭表現 2 1 必修科目

文章表現 2 1 必修科目

哲学 2 1 2

文学 2 1 2

国際関係入門 2 1 2 必修科目

法学 2 1 2

憲法 2 1

歴史学 2 1 2

心理学 2 1 2

基礎数学 2 1 2

基礎統計 2 1 2

健康運動科学 2 1

ボランティア活動 2 1 2

情報概論 2 1 2

情報処理Ⅰ（情報基礎） 1 1 必修科目

情報処理Ⅱ（プレゼンテーション演習） 1 1 必修科目

AI・DSへのいざない 2 1

海外スクーリングⅠ 2 1 2 3 4

海外スクーリングⅡ 2 1 2 3 4

College English Ⅰ 2 1 必修科目

College English Ⅱ 2 1 必修科目

College English Ⅲ 2 2

College English Ⅳ 2 2

Writing Ⅰ 1 1 2 3 4

Writing Ⅱ 1 1 2 3 4

Listening Ⅰ 1 1 2 3 4

Listening Ⅱ 1 1 2 3 4

Speaking Ⅰ 1 1 2 3 4

Speaking Ⅱ 1 1 2 3 4

DebateⅠ 1 1 2 3 4

DebateⅡ 1 1 2 3 4

Mother Goose 1 1 2

海外語学研修Ⅰ 2 1 2 3 4

海外語学研修Ⅱ 2 1 2 3 4

キャリアプランニング 2 1

キャリアデザインを学ぶ 2 1

キャリアディベロップメント 2 2

教育原論 2 1 必修科目 62単位必修

発達心理学 2 1 必修科目

教育行政 2 2

教育課程論 2 1 必修科目

教職概論 2 2 必修科目

教育方法・技術論 2 2 必修科目

教育とICT活用 2 2 必修科目

国語（書写を含） 2 2

社会　 2 2

算数 2 2

理科 2 1

生活 2 2

音楽 2 1

図画工作 2 1

家庭 2 1

体育 2 1

小学校英語Ⅰ 2 1 必修科目

小学校英語Ⅱ 2 2

１年基礎演習Ⅰ 1 1 必修科目

１年基礎演習Ⅱ 1 1 必修科目

２年応用演習Ⅰ 1 2 必修科目

２年応用演習Ⅱ 1 2 必修科目

授業科目名
単
位

開講年次 履修方法 単位数 備　考　1

教養教育科目、専門教育科
目の必修科目及び備考１
により履修した科目以外の
科目から８単位以上選択

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

必修科目以外の
科目を34単位以
上選択

別表　4　(第21条の2関係)　教育学部　こども教育学科　教育課程表

教
養
教
育
科
目

教
養
科
目

必修科目以外の
科目を８単位以上
選択

外
国
語
科
目

キ

ャ
リ

ア
科
目

区　分 備　考　2
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授業科目名
単
位

開講年次 履修方法 単位数 備　考　1

別表　4　(第21条の2関係)　教育学部　こども教育学科　教育課程表

区　分 備　考　2

こども学Ⅰ 2 2 必修科目

こども学Ⅱ 2 3 必修科目

教育心理学 2 2 必修科目

教育法規 2 2

生徒・進路指導論 2 3 必修科目

特別支援教育概論 2 3 必修科目

教育相談 2 3

初等国語科指導法 2 2 必修科目

初等社会科指導法 2 2 必修科目

算数科指導法 2 2 必修科目

初等理科指導法 2 2 必修科目

生活科指導法 2 3 必修科目

初等音楽科指導法 2 2 必修科目

図画工作科指導法 2 1 必修科目

初等家庭科指導法 2 1 必修科目

初等体育科指導法 2 1 必修科目

小学校英語指導法Ⅰ 2 2 必修科目

小学校英語指導法Ⅱ 2 3

道徳教育指導法 2 3 必修科目

総合的な学習の時間の指導法 2 2 必修科目

特別活動指導法 2 3

文学教材研究 2 2 3 4

数と形の不思議 2 2 3 4

プログラミング教育 2 2 3 4

理科の観察実験 1 2 3 4

科学教育論 2 2 3 4

音楽と表現 1 2 3 4

造形と表現 1 2 3 4

教育社会学 2 2 3 4 必修科目

メディアリテラシー教育 2 2 3 4

学校の安全教育 2 2 3 4

学級担任と読書 2 2 3 4

社会教育概論 2 2 3 4

多文化教育論 2 2 3 4

世界のこども教育 2 2 3 4

教育哲学 2 2 3 4

こども教育演習Ⅰ 1 3

こども教育演習Ⅱ 1 3

こども教育演習Ⅲ 1 4

教育実習指導 1 3

教育実習 4 3

教職実践演習　 2 4

日本語学 2 2 3

異文化コミュニケーション 2 2 3

比較文化論 2 2 3

日本文化論 2 2 3 4

児童文学論 2 2 3 4

英米児童文学 2 2 3 4

３年次専門研究Ⅰ 2 3 必修科目

３年次専門研究Ⅱ 2 3 必修科目

４年次専門研究Ⅰ 2 4 必修科目

４年次専門研究Ⅱ 2 4 必修科目

卒業研究 2 4

124卒業要件単位数

専
門
教
育
科
目

専
門
基
幹
科
目

専
門
展
開
科
目

専
門
研
究
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口頭表現 2 1 必修科目 14 全科目必修

文章表現 2 1 必修科目

基礎数学 2 1 必修科目

AI・DSへのいざない 2 1 必修科目

健康科学 2 1 必修科目

情報基礎Ⅰ 1 1 必修科目

情報基礎Ⅱ 1 1 必修科目

基礎演習Ⅰ 1 1 必修科目

基礎演習Ⅱ 1 1 必修科目

英　語ⅠA 1 1 日本人必修科目 4 日本人は、英語４単位

英　語ⅠB 1 1 必修

英　語ⅡA 1 1

英　語ⅡB 1 1

日本語Ⅰ 2 1 留学生必修科目 留学生科目

日本語Ⅱ 2 1

フランス語Ⅰ 1 1 16 １６単位以上選択

フランス語Ⅱ 1 1

ドイツ語Ⅰ 1 1

ドイツ語Ⅱ 1 1

中国語Ⅰ 1 1

中国語Ⅱ 1 1

時事英語Ⅰ 1 2

時事英語Ⅱ 1 2

ビジネス英語Ⅰ 1 2

ビジネス英語Ⅱ 1 2

Basic GrammarⅠ 1 1

Basic GrammarⅡ 1 1

ＴＯＥIC®向上講座Ⅰ 2 2

ＴＯＥIC®向上講座Ⅱ 2 2

SpeakingⅠ 1 2

SpeakingⅡ 1 2

WritingⅠ 1 2

WritingⅡ 1 2

ListeningⅠ 1 2

ListeningⅡ 1 2

DebateⅠ 1 2

DebateⅡ 1 2

敬天愛人講座 2 1 2 3 4

敬愛プログラム 2 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅰ 1 1 2 3 4

スポーツ教育Ⅱ 1 1 2 3 4

哲学 2 1 2 3 4

心理学 2 1 2 3 4

社会心理学 2 1 2 3 4

歴史学 2 1 2 3 4

文学 2 1 2 3 4

法学 2 1 2 3 4

憲法 2 1 2 3 4

政治学 2 1 2 3 4

社会学 2 1 2 3 4

数学Ⅰ 2 1 2 3 4

数学Ⅱ 2 1 2 3 4

統計学Ⅰ 2 1 2 3 4

統計学Ⅱ 2 1 2 3 4

基
礎
科
目

区　分 備　考　1

基
本
科
目

別表　5　(第21条の2関係)　情報マネジメント学部　情報マネジメント学科　教育課程表

備　考　２

言
語
科
目

教
養
科
目

基礎科目、専門科目
の必修科目及び備
考１ により履修した
科目以外の科目から
１０単位以上選択

授業科目名
単
位

開講年次 履修方法 単位数
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区　分 備　考　1

別表　5　(第21条の2関係)　情報マネジメント学部　情報マネジメント学科　教育課程表

備　考　２授業科目名
単
位

開講年次 履修方法 単位数

英語で学ぶPython 2 1 2 3 4

環境科学 2 1 2 3 4

ボランティア活動 2 1 2 3 4

キャリアデザインを学ぶ 2 1 必修科目 6 必修科目を含め６単位

キャリアプランニング 2 1 必修科目 以上選択

キャリアディベロップメント 2 2

企業の魅力発見 2 2

実践的キャリア演習Ⅰ 2 3

実践的キャリア演習Ⅱ 2 3

プレインターンシップ 2 3

インターンシップ 1 3

ポストインターンシップ 2 3

経営学概論 2 1 必修科目 10 全科目必修

経済学概論 2 1 必修科目

情報概論 2 1 必修科目

経営情報論 2 1 必修科目

ビックデータマネジメント 2 1 必修科目

経営戦略論 2 2 8 ８単位上選択

マーケティング論 2 2

地域経済論 2 2

AI概論 2 2

DS概論 2 2

プログラミング（Python） 2 2

生成系AI入門 2 2

流通経営論 2 2 3 4 48 ４８単位以上選択

観光概論 2 2 3 4

消費者行動論 2 2 3 4

地域資源論 2 2 3 4

ロジスティクス（物流管理）論 2 2 3 4

サービスマーケティング論 2 2 3 4

デジタルマーケティング論 2 2 3 4

観光マーケティング 2 2 3 4

地方創生論 2 2 3 4

千葉県の産業と行政 2 2 3 4

千葉の観光研究 2 2 3 4

観光政策論 2 2 3 4

地域分析論 2 2 3 4

交通経済学 2 2 3 4

観光事業論Ⅰ 2 2 3 4

観光事業論Ⅱ 2 2 3 4

旅行産業論 2 2 3 4

宿泊産業論 2 2 3 4

航空産業論 2 2 3 4

地域観光論 2 2 3 4

国際観光論 2 2 3 4

情報マネジメント特別講義A 2 3 4

情報マネジメント特別講義B 2 3 4

経済市場分析A 2 3 4

経済市場分析B 2 3 4

観光市場分析 2 2 3 4

ビジネスデータ解析 2 2 3 4

GIS（地理空間情報システム）分析 2 2 3 4

不動産市場分析 2 2 3 4

展
開
科
目

専
門
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

導
入
科
目

基
礎
科
目
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区　分 備　考　1

別表　5　(第21条の2関係)　情報マネジメント学部　情報マネジメント学科　教育課程表

備　考　２授業科目名
単
位

開講年次 履修方法 単位数

会計情報と経営分析 2 2 3 4

ビジネスデータ分析手法A 2 2 3 4

ビジネスデータ分析手法B 2 2 3 4

ビジネスデータ分析手法C 2 2 3 4

AI・データサイエンス経営実践 2 2 3 4

観光地経営実践 2 3 4

アルゴリズム論 2 2 3 4

情報セキュリティ論 2 2 3 4

AI特講 2 3 4

プログラミング（R） 2 3 4

自然言語処理 3 4

情報ガバナンス 3 4

情報英語Ⅰ 3 4

情報英語Ⅱ 3 4

専門導入演習Ⅰ 1 2 必修科目 8 全科目必修

専門導入演習Ⅱ 1 2 必修科目

専門演習Ⅰ 1 3 必修科目

専門演習Ⅱ 1 3 必修科目

卒業演習Ⅰ 1 4 必修科目

卒業演習Ⅱ 1 4 必修科目

卒業論文・卒業研究 2 4 必修科目

卒業要件単位数

演
習
科
目

124
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別表 ６ (第 32条関係) 入学検定料 

学 部 

項 目 
経済学部 国際学部 教育学部 

情報マネ

ジメント

学部 

摘 要 

大学入学共通 

テ ス ト 利 用

選 抜

10,000 円 

単願・併願・４併願 共通 

※併願学部数に関係なく、

検定料は定額

学 校 推 薦 型 

選 抜 

16,000 円 16,000 円 16,000 円 16,000 円 指定校推薦、系列校推薦 

32,000 円 32,000 円 32,000 円 32,000 円 公募推薦 

総 合 型 選 抜 32,000 円 32,000 円 32,000 円 32,000 円 

一 般 選 抜 

32,000 円 

２教科方式  

単願・併願・４併願 共通 

※併願学部数に関係なく、

検定料は定額

32,000 円 

外部試験利用方式  

単願・併願・４併願 共通 

※併願学部数に関係なく、

検定料は定額

外国人留学生 

選 抜 

16,000 円 16,000 円 16,000 円 16,000 円 指定校推薦 

32,000 円 32,000 円 32,000 円 32,000 円 

帰 国 生 ・  

社 会 人 

選 抜 

32,000 円 32,000 円 32,000 円 32,000 円 

編 入 学 選 抜 32,000 円 32,000 円 32,000 円 ― 

特 待 生 選 抜 10,000 円 10,000 円 10,000 円 10,000 円 
 大学入学共通テスト利用選

抜者のみ 
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別表 ７ (第 32条関係) 学 費 

学 部 

項 目 
経済学部 国際学部 教育学部 

情報マネ

ジメント

学部 

摘 要 

入学金 250,000 円 250,000 円 250,000 円 250,000 円 入学時のみ 

授業料 780,000 円 780,000 円 800,000 円 800,000 円 
年 額 
(前期・後期に分けて分割納入  

することができる) 

施設費 280,000 円 280,000 円 280,000 円 280,000 円 
年 額 
(前期・後期に分けて分割納入  

することができる) 

備 考 編入学者、転入学者、再入学者及び科目等履修生の学費については別に定める 

別表 ８ (第 32条関係) 教職課程履修費

学 部 

項 目 
経済学部 国際学部 教育学部 

情報マネ

ジメント

学部 

摘 要 

教職課程 

履 修 費 

60,000

円 

60,000

円 
― ― 

中学校教諭一種免許状(英語) 

中学校教諭一種免許状(社会) 

の取得希望者 

50,000

円 

50,000

円 
― ― 

高等学校教諭一種免許状(地理歴史) 

高等学校教諭一種免許状(公民) 

高等学校教諭一種免許状(英語) 

高等学校教諭一種免許状(商業) 

の取得希望者 

備  考 

1. 経済学部で取得可能な教育職員免許状

中学校教諭一種免許状(社会) 

高等学校教諭一種免許状(地理歴史) 

高等学校教諭一種免許状(公民) 

高等学校教諭一種免許状(商業) 

2．国際学部で取得可能な教育職員免許状 

中学校教諭一種免許状(英語) 

高等学校教諭一種免許状(英語) 

3．教育学部で取得可能な教育職員免許状 

小学校教諭一種免許状 
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

目 次 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（ア）教育課程の変更内容

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容

（ウ）教員組織の変更内容

（エ）施設・設備の変更内容
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ア 学則変更（収容定員変更）の内容

本学では、令和７年４月より、情報マネジメント学部（情報マネジメント学科：入学定員

５０人、収容定員２００人）の設置を計画（令和６年４月設置届出予定）しており、学部・

学科等の届出設置に係る収容定員変更（収容定員に係る学則変更認可申請）を行うこととし

た。 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性

今後、本学が地域社会の多様な期待や要請に適切に応え、自律性に基づく多様化や個性化

を推進していくためには、自らの責任において、地域社会の人材需要や受験生の進学需要に

応じた教育組織の構築や教育内容の充実、教育方法の改善など、学部教育における組織改革

と教育改革に格段の努力を注ぐことが重要である。

一方、１８歳人口の減少や高学歴志向の高まりなど、高等教育を取り巻く環境が変化して

おり、その方向性も多様化していることから、時代の変化と社会の要請に柔軟に対応しつつ、

学部教育の多様な発展に向けた特色ある教育研究に取り組むことによる独自性を発展的に

実現する必要性が生じている。 

また、学術研究の高度化に伴い学部教育が対象とする専門領域も広範に及んできているこ

とから、進学希望者の興味と関心や学習意欲に柔軟に応えていくために、学生の選択の幅や

流動性を高める工夫も重要となっており、学術研究の進展や進学希望者の動向を勘案した教

育組織の整備が求められている。 

このような高等教育を取り巻く社会環境の変化や進学希望者の動向などを十分に踏まえ

るとともに、特に、昨今の情報通信技術の進展をはじめとする社会情勢の変化を見据えつつ、

本学における教育組織のさらなる充実と発展を目指して、令和７年４月より、情報マネジメ

ント学部情報マネジメント学科を設置することとした。

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容

（ア）教育課程の変更内容

情報マネジメント学部情報マネジメント学科では、幅広い教養基盤に支えられた豊かな

人間性と高い職業観、生涯にわたり自発的な学習を継続するための態度を養うとともに、経

営学分野に関する基礎的な知識の習得のもとに、ＩＴスキルや統計解析などデータサイエ

ンスの知識や技能を活用し、あらゆる社会現象をマネジメントの視点で捉え創造的かつ実

践的な能力を養うこととしている。 

この教育研究上の目的を達成するために、情報マネジメント学部情報マネジメント学科

では、教育課程を「基礎科目」と「専門科目」から編成しており、「基礎科目」は、「基本科

目」、「言語科目」、「教養科目」、「キャリア科目」の４つの科目群から構成し、「専門科目」

は、「導入科目」、「基礎科目」、「展開科目」、「演習科目」の４つの科目群から構成しており、
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教育課程全体の体系性・順次性を確保し、かつ教養教育と専門教育の有機的連携を図ること

としている。 

１）基礎科目

「基礎科目」では、中央教育審議会答申などで指摘されている重要性や意義などを踏まえ

たうえで、現代社会に関する幅広い知識の理解と自己表現や情報活用に関する能力及び社

会の一員としての心構えを身に付けるために必要な科目群と科目構成による教育課程の編

成としている。 

「基礎科目」における科目群ごとの授業科目数と単位数は、「基本科目」９科目１４単位、

「言語科目」４科目４単位、「教養科目」４２科目６２単位、「キャリア科目」９科目１７単

位としており、「基礎科目」全体として、必修科目１５科目２２単位、選択科目４９科目７

５単位、合計６４科目９７単位を配置している。 

２）専門科目

「専門科目」では、専門分野の基礎的な理論や方法論の修得を中心とする教育内容を基礎

としつつ、幅広い基礎力の修得を重視した教育課程の編成としているとともに、教育上の目

的や人材養成の目的を達成するために必要な科目構成、科目の対応関係、履修順序や配当年

次などに配慮した体系的な教育課程の編成としている。 

具体的には、「営利・非営利事業体の運営や管理に関する知識に加えて、ＩＣＴ技術の発

展に支えられた情報処理の原理を科学的に理解し、経営内外の関連データを適切に選択さ

れた分析ソフトウェアで活用・運用する能力を身につける」という人材養成の目的を達成す

るための教育課程の編成としている。 

「専門科目」における科目群ごとの授業科目数と単位数は、「導入科目」５科目１０単

位、「基礎科目」７科目１４単位、「展開科目」４３科目８６単位、「演習科目」７科目８

単位を配置しており、「専門科目」全体として、必修科目１２科目１８単位、選択科目５

０科目１００単位の合計６２科目１１８単位を配置し、４年間の授業全体を通して専門的

な知識や能力を体系的に身につけるための教育課程の編成としている。 

また、情報マネジメント学部情報マネジメント学科では、学生が学習目標に沿った適切

な授業科目の履修のもとに、円滑に単位を取得することが可能となるよう、教育課程編

成・実施の方針を具体化し、可視化して共有できるカリキュラムツリーやカリキュラムマ

ップ及び養成する具体的な人材像に対応した履修モデルを示すことにより、適切な授業科

目の履修が可能となるよう配慮している。【資料 1 】(カリキュラムツリー)、【資料 2】 

(カリキュラムマップ) 、【資料 3 】(履修モデル) 、【資料 7 】(教育課程の概要)

なお、情報マネジメント学部情報マネジメント学科の設置に伴い、全学共通科目として位

置付けている「基礎科目」については、状況に応じて開講コマ数を増やすなど、他学部等に
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おける授業科目の履修に影響を与えることのないよう配慮することにより、変更前と同等

の内容を担保することとしている。 

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容

１）教育方法

情報マネジメント学部情報マネジメント学科の授業方法は、学説や物事などの意味や内

容の理解を目的とする教育内容は、講義形式による授業形態を採ることとし、知識や技能を

実践に応用する能力の修得を目的とする教育内容は、演習形式及び実践・実習形式による授

業形態を採ることとしている。 

授業の内容に応じた学生数の設定については、授業の内容や授業の方法、施設や設備の状

況、実践・実習や演習・研究の指導体制などの教育上の諸条件を考慮して、教育効果を十分

にあげられる人数としており、講義科目は、最大で１００人、演習科目は、最大で１０人、

実践・実習科目は、最大で３０人としている。  

配当年次は、基礎から応用へと体系的な学習が可能となるよう配慮しており、専門教育に

おいては、専門分野の教育内容ごとに、知識、技能、応用といった授業の内容と科目間の関

係や履修の順序に留意するとともに、単位制度の制度設計の観点を踏まえて、特定の学年や

学期において偏りのある履修登録がなされないような配当としている。 

授業方法は、学生の能動的な学修への参加を促すことから、教室内でのグループ・ディス

カッション、ディベート、グループ・ワーク等をはじめとする教授方法を取り入れることに

よる能動的学修を導入するとともに、学生の自由な発想力と創造性や感性を養い、実践的な

調査力や分析力及び問題発見・解決能力を高めることから、身近な問題や事例を素材とする

グループ協同作業で学ぶ問題解決型の学習方式を導入している。 

また、単位制度の実質化の観点を踏まえたうえで、学生の主体的な学習を促し、教室にお

ける授業と教室外の学習を合わせた充実した授業を展開することにより学習効果を高める

ことから、卒業の要件として学生が修得すべき単位数について、１年間に履修科目として登

録することができる標準的な単位数の上限を４２単位と定めている。 

さらに、卒業時における学生の質を確保する観点から、予め学生に対して各授業における

学習目標やその目標を達成するための授業の方法や計画等を明示したうえで、成績評価基

準や卒業認定基準を提示し、これに基づき厳格な評価を行うとともに、客観的な評価基準の

適用及び厳格な成績評価の方法としてＧＰＡ制度を導入している。【資料 4 】 (授業計画

書(シラバス)の作成について) 、【資料 5 】(敬愛大学 Grado Point Average 運用規程) 

２）履修指導方法

履修指導方法は、授業を受ける学生に対して、教員が相談に応じる専用の時間を設けるこ

とにより、個別のきめ細やかな履修指導を行う体制を整えるとともに、学期ごとに学年別の
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履修ガイダンスを実施したうえで、学生の適性や能力に応じて学生の履修科目の選択に関

する助言を行う専門的な職員を配置し、個別の履修相談に応じるなど、学生への履修指導体

制を整備している。 

また、学部教育段階では、基礎的な専門知識や技能を確実に修得させることに重点を置く

ことが重要であるとの認識のもとに、各専門分野の学問体系と学習段階に即した授業科目

を配置しているとともに、単位制度の実質化を図る観点から、特定の学期における偏りのあ

る履修登録を避け、学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修が可能となるよう履修

モデルを提示すこととしている。

このように、情報マネジメント学部情報マネジメント学科では、教育の質保障の観点を踏

まえたうえで、教育方法及び履修指導方法の整備と充実に努めることとしていることから、

情報マネジメント学部情報マネジメント学科の設置に伴う教育方法及び履修指導方法にお

ける他学部等への影響はないものと考えている。 

（ウ）教員組織の変更内容

情報マネジメント学部では、大学設置基準に定める基幹教員数１２人に対して１２人の

教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有する専任教員を配置すること

としており、職位別の配置計画は、教授８人、准教授４人、年齢構成は、７０歳台４人、

６０歳台３人、５０歳台１人、４０歳台４人から構成することとしており、教育研究水準

の維持向上や教育研究の活性化に支障のないよう配慮した教員組織としている。  

また、情報マネジメント学部情報マネジメント学科の設置に伴う、既設学部等からの専

任教員の異動及び専任教員の新規採用については、既設の経済学部経済学科から専任教員

１人（うち教授１人）、経済学部経営学科から専任教員１人（うち教授１人）、国際学部国

際学科から専任教員４人（うち教授３人）を異動するとともに、専任教員６人（うち教授

３人）を新規に採用することとしており、情報マネジメント学部情報マネジメント学科に

おける専任教員１人当たりの学生数は１６．７人と、ＳＴ比を考慮したきめ細やかな授業

が運営できるよう計画している。 

なお、情報マネジメント学部の設置に伴い、既設の経済学部経済学科から専任教員１人

（うち教授１人）、経済学部経営学科から専任教員１人（うち教授１人）、国際学部国際学

科から専任教員４人（うち教授３人）を異動することとしているが、この異動に伴う補充

として、経済学部経済学科１人（うち教授１人）、経済学部経営学科１人（うち教授１

人）、国際学部国際学科４人（うち教授３人）の専任教員を新規に採用する計画としてい

ることから、他学部等への影響はないものと考えている。
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（エ）施設・設備の変更内容

１）校地・運動場

情報マネジメント学部情報マネジメント学科の設置を計画している稲毛キャンパスは、

交通の利便性が高く、高等教育機関が集中している文教地区（千葉市稲毛区）に位置してお

り、現在、校地面積約８５，４３２．５１㎡（稲毛キャンパス３３，９５２㎡、佐倉キャン

パス２８，８８６．５１㎡、稲毛区萩台グランド２２，５９４㎡）を有している。 

その内訳は、校舎敷地面積が３０，１４８．９５㎡（稲毛キャンパス２５，９８７㎡、佐

倉キャンパス４，１６１.９５㎡）、運動場面積が５５，２８３.５６㎡（稲毛キャンパス７，

９６５㎡、佐倉キャンパス２４，７２４.５６㎡、稲毛区萩台２２，５９４㎡）、その他２，

９９０．４４となっており、運動用設備としては、野球場、テニスコート等を備えていると

ともに、敷地内の空地を利用して、学生が休息するための十分な場所を確保することで、大

学教育に相応しいキャンパス環境を整えている。 

２）施設・設備

情報マネジメント学部情報マネジメント学科の設置を計画している稲毛キャンパスは、

現在、４棟の校舎等施設を有しており、その総面積は、専用、共用を含め１９，９３２.５

３㎡(共用する他の学校等の専用含め２１，９７６.０２㎡)で、学部教育に必要となる主要

な教室等の内訳としては、大学全体で講義室３７室、演習室２３室、実験・実習室４室、情

報処理室４室、教員研究室７５室、非常勤講師室、図書館、学長室、会議室、事務室、保健

室、学生相談室、学生自習室、学生食堂などを整備している。 

情報マネジメント学部情報マネジメント学科の専任教員の研究室については、教員組織

として計画している専任教員１２名（教授８名、准教授４名）のうち、新規に採用する専任

教員６名分の教員研究室（１室当たり約１８㎡）６室を設けるとともに、他学部等からの

異動に伴う補充教員６名分の教員研究室についても整備する計画としている。 

設備の整備計画については、現在、稲毛キャンパスで整備している教具５９４点、校具７

９６点、備品３２点を有効的に転共用することとしている。 

３）図書・図書館

情報マネジメント学部情報マネジメント学科の設置を計画している稲毛キャンパスの図

書等については、令和６年３月現在、７５，１７６冊の図書を所蔵しており、その内訳とし

ては、一般教育図書４３，２９０冊（うち外国書１，４５０冊）、専門図書３１，８８６冊

（うち外国書２，１４１冊）を所蔵しているほか、学術雑誌８５３種（うち外国雑誌２２６

誌）、電子ジャーナル２７，１７６種、映像資料やＣＤ－ＲＯＭ等の視聴覚資料２，１１４

点を有していることから、これらを有効的に共用することとしている。 

情報マネジメント学部情報マネジメント学科の設置計画に伴う図書等の資料の整備計画
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としては、情報マネジメント学部情報マネジメント学科の教育研究を行うために必要とな

る図書等の資料として、専門図書２８４冊（うち電子図書９２冊、外国書１２冊）、を開設

前年度中に新規に整備することとしている。【資料 ６ 】(図書等購入計画) 

情報マネジメント学部情報マネジメント学科の設置を計画している稲毛キャンパスでは、

図書館及びラーニング・コモンズの機能を持つメディアセンターを有しており、収容定員

１，９４０人の約１６．７％にあたる３２４席の閲覧座席数を確保しているとともに、開架

式書庫及び閉架式書庫、サービスカウンター、レファレンスカウンター、グループ学習室、

視聴覚コーナー、ブラウジングコーナーなどの他、情報探索用パソコン７８台、蔵書検索用

パソコン２台、コピー機１台を設置している。 

このように、情報マネジメント学部情報マネジメント学科の設置を計画している稲毛キ

ャンパスでは、常に教育研究環境の整備に積極的に取り組み、施設・設備については充実し

た環境を整えているとともに、情報マネジメント学部情報マネジメント学科の設置に伴う

図書等については新たな整備を計画しており、定員変更前の施設・設備と同等以上の内容を

担保することとしている。 
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【資料　５】

【資料　６】

【資料　７】 　情報マネジメント学科　教育課程等の概要

学則の趣旨等を記載した書類(添付資料)

　情報マネジメント学科　カリキュラムツリー

　情報マネジメント学科　カリキュラムマップ

　情報マネジメント学科　履修モデル

　24年度 図書等購入計画

　授業計画書(シラバス)の作成について

　敬愛大学 Grade Point Average 運用規程
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DP4
「多様性の理解と協働能力」

2
年
次

【教養科目】

時事英語
ビジネス英語

TOEIC®向上講座
Speaking
Writing

Listening
Debate

【教養科目】

フランス語、ドイツ語
中国語

Basic Grammar
敬天愛人講座
敬愛プログラム

スポーツ教育、哲学、
心理学、社会心理学、
歴史学、文学、法学、

憲法、政治学、社会学、
環境科学、

ボランティア活動

【教養科目】

　数学、統計学
英語で学ぶ

Python

DP2
「論理的な表現力とコミュニケーション能力」

　【資料　１】

【基礎科目】

経営戦略論、マーケティング論、地域経済論
AI概論、DS概論、プログラミング（Python）、生成系AI入門

　情報マネジメント学部 情報マネジメント学科 カリキュラムツリー 

3
年
次

4
年
次

【言語科目】

　英語
日本語（留学生）

1
年
次

DP3
「情報科学技術の利活用と実践的な問題解決能力」

DP1
「豊かな人間性と高い倫理観」

【基本科目】

文章表現
口頭表現
基礎数学

AI・DSへのいざない
健康科学
情報基礎
基礎演習

【導入科目】

経営学概論
経済学概論
情報概論

経営情報論
ビッグデータマネジメ

ント

【演習科目】

卒業論文
卒業演習

【演習科目】

専門演習

【演習科目】

専門導入演習

【キャリア科目】

実践的キャリア演習
プレインター

ンシップ
インターンシップ

ポストイン
ターンシップ

【キャリア科目】

キャリアディベロップメント
企業の魅力発見

【キャリア科目】

キャリアデザインを学ぶ
キャリアプランニング

【展開科目】

情報マネジメント特別講義
経済市場分析

観光地経営実践
自然言語処理、情報ガバナンス、情報英語

【展開科目】
流通経営論、観光概論、消費者行動論、地域資源論

ロジスティクス（物流管理）論、サービスマーケティング論
デジタルマーケティング論、観光マーケティング

地方創生論、千葉県の産業と行政、千葉の観光研究
観光政策論、地域分析論、交通経済学、観光事業論
旅行産業論、宿泊産業論、航空産業論、地域観光論

国際観光論、観光市場分析、ビジネスデータ解析
GIS（地理空間情報システム）分析、不動産市場分析

会計情報と経営分析、ビジネスデータ分析手法
AI・データサイエンス経営実践、アルゴリズム論
情報セキュリティ論、AI特講、プログラミング（R）
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DP1 DP2 DP3 DP4 備考　1 備考　2

文章表現 〇 2 １年～ 〇 ◎ 基礎科目、専門科目

口頭表現 〇 2 １年～ 〇 ◎ の必修科目及び備考1

基礎数学 〇 2 １年～ 〇 ◎ により履修した科目

AI・DSへのいざない 〇 2 １年～ ☆ 〇 ◎ 以外の科目から１０

健康科学 〇 2 １年～ ◎ 単位以上選択

情報基礎Ⅰ 〇 1 １年～ ☆ 〇 ◎

情報基礎Ⅱ 〇 1 １年～ ☆ 〇 ◎

基礎演習Ⅰ 〇 1 1年～ 〇 ◎ ☆ 〇

基礎演習Ⅱ 〇 1 1年～ 〇 ◎ ☆ 〇

英語Ⅰ A 〇 1 1年～ 〇 ◎

英語Ⅰ B 〇 1 1年～ 〇 ◎

英語Ⅱ A 〇 1 1年～ 〇 ◎

英語Ⅱ B 〇 1 1年～ 〇 ◎

日本語Ⅰ 〇 2 1年～ 〇 ◎

日本語Ⅲ 〇 2 1年～ 〇 ◎

フランス語Ⅰ 1 1年～ ☆

フランス語Ⅱ 1 1年～ ☆

ドイツ語Ⅰ 1 1年～ ☆

ドイツ語Ⅱ 1 1年～ ☆

中国語Ⅰ 1 1年～ ☆

中国語Ⅱ 1 1年～ ☆

時事英語Ⅰ 1 2年～ ☆

時事英語Ⅱ 1 2年～ ☆

ビジネス英語Ⅰ 1 2年～ ☆

ビジネス英語Ⅱ 1 2年～ ☆

Basic GrammarⅠ 1 1年～ ☆

Basic GrammarⅡ 1 1年～ ☆

ＴＯＥIC®向上講座Ⅰ 2 1年～ ☆

ＴＯＥIC®向上講座Ⅱ 2 1年～ ☆

SpeakingⅠ 1 2年～ ☆

SpeakingⅡ 1 2年～ ☆

WritingⅠ 1 2年～ ☆

WritingⅡ 1 2年～ ☆

ListeningⅠ 1 2年～ ☆

ListeningⅡ 1 2年～ ☆

DebateⅠ 1 2年～ ☆

DebateⅡ 1 2年～ ☆

敬天愛人講座 2 1年～ ◎ 〇

敬愛プログラム 2 1年～ 〇 〇 ☆ 〇

スポーツ教育Ⅰ 1 1年～ ☆

スポーツ教育Ⅱ 1 1年～ ☆

哲学 2 1年～ 〇

心理学 2 1年～ 〇

社会心理学 2 1年～ 〇

歴史学 2 1年～ 〇

文学 2 1年～ 〇

法学 2 1年～ 〇

憲法 2 1年～ 〇

政治学 2 1年～ 〇

社会学 2 1年～ 〇

数学Ⅰ 2 1年～ 〇 ☆

数学Ⅱ 2 1年～ 〇 ☆

統計学Ⅰ 2 1年～ 〇 ☆

統計学Ⅱ 2 1年～ 〇 ☆

英語で学ぶPython 2 1年～ ☆ ☆

環境科学 2 1年～ 〇

ボランティア活動 2 1年～ 〇 ☆

キャリアデザインを学ぶ 〇 2 1年～ 〇 ◎

キャリアプランニング 〇 2 1年～ 〇 ◎

キャリアディベロップメント 2 2年～ ☆ 〇

企業の魅力発見 2 2年～ ☆ 〇

実践的キャリア演習Ⅰ 2 3年～ ☆ 〇

実践的キャリア演習Ⅱ 2 3年～ ☆ 〇

プレインターンシップ 2 3年～ 〇 ☆

インターンシップ 1 3年～ 〇 ☆

ポストインターンシップ 2 3年～ 〇 ☆

区分 科目名

 【資料　２】 情報マネジメント学部　情報マネジメント学科　カリキュラムマップ

日本人は、英語４単
位必修

DP１．社会人として必要な幅広い教養基盤に支えられた豊かな人間性や高い倫理観を身につける。
DP２．経済・経営の理論を理解し、問題発見のために情報を主体的に収集、分析し、問題解決策を論理的に述べられる表現能力・コミュニケーション
　　　　能力を身につける。
DP３．情報科学技術の進歩を理解するとともに、AIの技術の利活用やデータを使いながら社会問題を解決する能力を身につける。
DP４．多様な社会の存在を理解し、その多様な社会のなかで共に協力して目的を達成する力を身につける。

言
語
科
目

教
養
科
目

キ
ャ
リ
ア
科
目

14
単
位

基
本
科
目

単位数 配当学年
必要

単位数

主要
授業
科目

必修
科目

卒業要件等

留学生科目

４
単
位

◎必ず履修すべき科目（最重要科目）
○履修を推奨する科目（重要科目）
☆能力向上に役立つ科目（発展科目）

全科目必修

必修科目を含め６単
位以上選択

６
単
位

基
礎
科
目

16
単
位

１６単位以上選択
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DP1 DP2 DP3 DP4 備考　1 備考　2

区分 科目名

DP１．社会人として必要な幅広い教養基盤に支えられた豊かな人間性や高い倫理観を身につける。
DP２．経済・経営の理論を理解し、問題発見のために情報を主体的に収集、分析し、問題解決策を論理的に述べられる表現能力・コミュニケーション
　　　　能力を身につける。
DP３．情報科学技術の進歩を理解するとともに、AIの技術の利活用やデータを使いながら社会問題を解決する能力を身につける。
DP４．多様な社会の存在を理解し、その多様な社会のなかで共に協力して目的を達成する力を身につける。

単位数 配当学年
必要

単位数

主要
授業
科目

必修
科目

卒業要件等
◎必ず履修すべき科目（最重要科目）
○履修を推奨する科目（重要科目）
☆能力向上に役立つ科目（発展科目）

経営学概論 〇 〇 2 1年～ ◎ 〇

経済学概論 〇 〇 2 1年～ ◎ 〇

情報概論 〇 〇 2 1年～ ◎ 〇

経営情報論 〇 〇 2 1年～ ◎ 〇

ビックデータマネジメント 〇 〇 2 1年～ ◎ 〇

経営戦略論 2 2年～ ◎ 〇

マーケティング論 〇 2 2年～ ◎ 〇

地域経済論 2 2年～ ◎ 〇

AI概論 2 2年～ 〇 ◎

DS概論 〇 2 2年～ 〇 ◎

プログラミング（Python） 2 2年～ 〇 ◎

生成系AI入門 2 2年～ 〇 ◎

流通経営論 2 2年～ 〇

観光概論 〇 2 2年～ 〇

消費者行動論 2 2年～ 〇

地域資源論 2 2年～ 〇

ロジスティクス（物流管理）論 2 2年～ 〇

サービスマーケティング論 2 2年～ 〇

デジタルマーケティング論 2 2年～ 〇 ☆

観光マーケティング 2 2年～ 〇 ☆

地方創生論 〇 2 2年～ 〇

千葉県の産業と行政 2 2年～ 〇 ☆

千葉の観光研究 2 2年～ 〇 ☆

観光政策論 2 2年～ 〇 ☆

地域分析論 2 2年～ 〇 ☆

交通経済学 2 2年～ 〇 ☆

観光事業論Ⅰ 2 2年～ 〇

観光事業論Ⅱ 2 2年～ 〇

旅行産業論 2 2年～ 〇

宿泊産業論 2 2年～ 〇

航空産業論 2 2年～ 〇

地域観光論 2 2年～ 〇

国際観光論 2 2年～ 〇 〇

情報マネジメント特別講義A 2 3年～ ◎ 〇

情報マネジメント特別講義B 2 3年～ ◎ 〇

経済市場分析A 2 3年～ ☆ 〇

経済市場分析B 2 3年～ ☆ 〇

観光市場分析 2 2年～ ☆ ◎

ビジネスデータ解析 2 2年～ ☆ ◎

GIS（地理空間情報システム）分析 2 2年～ ☆ ◎

不動産市場分析 2 2年～ ☆ ◎

会計情報と経営分析 2 2年～ 〇

ビジネスデータ分析手法A 2 2年～ ☆ ◎

ビジネスデータ分析手法B 2 2年～ ☆ ◎

ビジネスデータ分析手法C 2 2年～ ☆ ◎

AI・データサイエンス経営実践 2 2年～ ☆ ◎

観光地経営実践 2 3年～ ◎

アルゴリズム論 2 2年～ ◎

情報セキュリティ論 2 2年～ ◎

AI特講 2 2年～ ◎

プログラミング（R） 2 2年～ ◎

自然言語処理 2 3年～ ◎

情報ガバナンス 2 3年～ ◎

情報英語Ⅰ 2 3年～ 〇

情報英語Ⅱ 2 3年～ 〇

専門導入演習Ⅰ 〇 〇 1 2年～ ◎ ◎ 〇

専門導入演習Ⅱ 〇 〇 1 2年～ ◎ ◎ 〇

専門演習Ⅰ 〇 〇 1 3年～ ◎ ◎ 〇

専門演習Ⅱ 〇 〇 1 3年～ ◎ ◎ 〇

卒業演習Ⅰ 〇 〇 1 4年～ ◎ ◎ 〇

卒業演習Ⅱ 〇 〇 1 4年～ ◎ ◎ 〇

卒業論文 〇 〇 2 4年～ ◎ ◎

演
習
科
目 全科目必修

全科目必修

卒業要件単位数　　124単位

８単位以上選択

展
開
科
目

専
門
科
目

４８単位以上選択
48
単
位

10
単
位

導
入
科
目

基
礎
科
目

８
単
位

8
単
位
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前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

●文章表現 2 ●口頭表現 2

●基礎数学 2 ●健康科学 2

●情報基礎Ⅰ 1 ●情報基礎Ⅱ 1

●基礎演習Ⅰ 1 ●基礎演習Ⅱ 1

●AI・DSへのいざない 2

8 6 14

●英語ⅠA 1 ●英語ⅡA 1

●英語ⅠB 1 ●英語ⅡB 1

2 2 4

数学Ⅰ 2 数学Ⅱ 2 憲法 2 英語で学ぶPython 2

統計学Ⅰ 2 統計学Ⅱ 2 敬天愛人講座 2 敬愛プログラム 2

4 4 4 4 16

●キャリアデザインを学ぶ 2 ●キャリアプランニング 2 実践的キャリア演習Ⅰ 2 実践的キャリア演習Ⅱ 2

2 2 2 2 8

●経営学概論 2 ●経済学概論 2

●情報概論 2 ●経営情報論 2

●ビックデータマネジメント 2

小　計 4 6 10

経営戦略論 2 DS概論 2 地域経済論 2

マーケティング論 2 生成系AI入門 2 プログラミング(Python) 2

AI概論 2

小　計 6 4 4 14

アルゴリズム論 2 デジタルマーケティング論 2 情報マネジメント特別講義A 2 情報マネジメント特別講義B 2 経済市場分析A 2 経済市場分析B 2

プログラミング® 2 情報セキュリティ論 2 観光市場分析 2 ビジネスデータ分析 2 旅行産業論 2 情報ガバナンス 2

AI特講 2 ビジネスデータ分析手法A 2 地方創生論 2 自然言語処理 2

AI・データサイエンス経営実践 2 消費者行動論 2 千葉県の産業と行政 2 不動産市場分析 2

地域資源論 2 GIS(地理空間情報システム)分析 2 ロジスティック(物流管理)論 2

地域分析論 2 観光マーケティング論 2

小　計 8 10 12 12 4 4 50

●専門導入演習Ⅰ 1 ●専門導入演習Ⅱ 1 ●専門演習Ⅰ 1 ●専門演習Ⅱ 1 ●卒業演習Ⅰ 1 ●卒業演習Ⅱ 1

●卒業論文・卒業研究 2

小　計 1 1 1 1 1 3 8

20 20 19 19 19 15 5 7 124

１年計 40 2年計 38 3年計 34 4年計 12

演習科目
(８)

合計(124単位以上)

小　計

キャリア科目
(６)

小　計

専
門
科
目

導入科目
(１０)

基礎科目
(８)

展開科目
(４８)

合計

基礎科目
(１４)

小　計

言語科目
(４)

小　計

教養科目
(１６)

　　【資料　３】 情報マネジメント学科　修正履修モデル ●必修科目

区　分
1年次（42単位） 2年次（42単位） 3年次（42単位） 4年次（42単位）
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【資料 ４】 授業計画書(シラバス)の作成について 

教 員 各 位

2024 年度授業計画書（シラバス）の作成について 

2024 年度の授業計画書（シラバス）を下記要領に従って KCN（Keiai Campus Navigator）にて入稿

をお願いいたします。ご多忙のところを大変恐縮ですが、何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。

記

★重要★

授業計画書（シラバス）の作成手順について

●事前に、KCN より、シラバス作成に必要なファイルをダウンロードしてください。

ダウンロード URL： 

・2024 年度 授業計画書（シラバス）の作成について（依頼）

・2024 年度 KCN RX マニュアル(シラバス登録マニュアル含む）

・2024 年度 シラバスガイドライン

・2024 年度 シラバスチェックポイント

・2024 年度 授業実施カレンダー

・実務経験のある教員による授業科目について

・【参考】2023 年度 ディプロマポリシー・カリキュラムポリシー 
（全学部・全学科）

・BYOD を前提とした授業実施について
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Ⅰ．授業計画書（シラバス）の初校について 
  授業計画書はホームページ上のみの公開とし、冊子化は行っていません。 
  初校は出ません。Web 上で入稿→内容確認→校了となりますので、ご注意ください。 
  ホームページ上に授業計画書（シラバス）を公開致しますので、予めご承知おき願います。 
 
Ⅱ．授業計画書（シラバス）の作成要領 
  ご担当科目（講義・実技・語学・演習・実習等）の全てについて作成してください。 

※共通原稿の科目（例：１年ゼミ、オムニバス講義等）については、 
 執筆ご担当の先生のみ、シラバスのご依頼をさせていただきます。 
   
Ⅲ．授業計画書（シラバス）の作成基準 
1. 【重 要】 授業のねらい・到達目標・実務経験と授業の関連性・DP,CP に於ける位置づけ 

 

 授業のねらいと到達目標についてご記入ください。可能な限りディプロ

マ・ポリシー（DP）、カリキュラム・ポリシー（CP）における位置づけ

も併せて付記ください。 
また、「担当教員の実務経験と授業の関連性」の記載をお願いします。（該

当科目のみ） 
 
【担当教員等の実務経験について】 
 
・別紙「実務経験のある教員による授業科目について」をご参照ください。 

 
2. 授業の進め方・履修条件など 授業のねらいと到達目標を達成するために、ご担当の授業をどのように運

営、展開されるかをご記入ください。その際、試験やレポートなどの課題

へのフィードバックを行うとともに、その方法も記載してください。 
履修者数の制限を認められていない科目で、履修者を制限する記載は 
しないでください。 
 

3. アクティブ・ラーニングの手法 
 授業において実践している、アクティブ・ラーニングの手法があれば 
手法名を記載してください。 

（ex:ロール・プレイング、ディベート、ディスカッション、プレゼン、

双方向型授業、振り返り、PBL など） 
AL 手法名 手法概要 

ロール・プレイング 

Role Playing 

現実に起こる場面を想定して、学生が各自に指示された役割を演じる。技術・技能の修得や態度・

指定の涵養、現実的なケースにおける多面的な見方や他者の立場の理解などを促進するうえで効

果的である。 

ディベート 

Debate 

あるテーマについて、個人が賛成側と反対側の各々の立場を表明し、立論・反論といった論戦を

通じ第三者を説得する討議を通じての学習法である。論理的思考力や発表力の養成に効果的であ

る。 

ディスカッション 

Discussion 

ペアもしくは小グループ（3 人～6 人程度が一般的）をつくり、指示された課題について、学生

同士の意見交換を行う。各々の持つ知識や経験などが共有され、課題への理解が深まる。 
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プレゼンテーション

Presentation 
指示された課題について、グループもしくは個人で調査・研究を行い、その成果を発表

する。発表形式はパワーポイントなどの情報機器を活用したものや、ポスターセッショ

ンなど多様である。発表者は学生や教員との質疑応答も行う。

双方向型演習

Interactive Seminar 
指示された課題について学生が答案やレポートなどを作成し、それを教員が添削・採点

してフィードバックしたものを、再度学生が確認し理解を深める。教員とコミュニケー

ションをとることにより、授業への参加意欲を高めるねらいもある。学生は自らの理解

度を確認し、新たな気づきや課題を見出すことが期待される。

振り返りシート

Reflection Sheet 
授業の途中や終了時に、気づきや疑問等について記載し、知識の定着や理解の促進を図

る。シートの内容を教員が授業構成に参考にしたり、次講に学生の疑問点についてフィ

ードバックしたりすることもできる。

PBL 
Project-Based 
Learning 
Problem-Based 
Learning 

企業や、地域、教員、もしくは学生自身が設定した課題や目標に対して、学生がチーム

を作り協力して取り組むことを通じて、知識習得・体験学習を行う教育手法。

・Project-based learning（プロジェクト型学習・課題解決型学習）：一定の目標を達成

するためにチームで取り組む過程を通じて知識習得・応用・体験学習を行う。

・ Problem-based learning（課題解決型学習）：具体的事例（シナリオ）に対して、そ

の解決に必要な知識を小グループで自立的に学習していく。

4. 成績評価の方法と割合 到達目標に対応した成績評価の方法と割合を具体的に記載してくだ

さい。その際、出席を点数化する内容の記載はしないでください。

（必須）

5. 評価基準

学生に対して授業の目標、成績評価の基準を明確化することにより、

学生が学ぶ方向を正しく設定する、また、学生への成績評価の信頼性

を高め、教育の質を保証する為、評価基準の記載をお願いします。 

これは、「授業の成績」と「授業のねらい・到達目標」や成績評価方

法との関係を示す目的もありますので、具体的かつ簡潔に記載をお願

いします。（必須） 

（記載例）

評価 判定基準

秀（S） （例）授業のねらいを越えて、自ら探求し理解を深めるレベルに達している。

優（A） （例）授業のねらいがほぼ達成できている。

良（B） （例）授業のねらいと到達目標の間のレベルに達している。

可（C） （例）到達目標を達している。

不可 （例）到達目標を達成できていない。

6. 授業の予習・復習 授業前にどのような予習をすべきか、授業後にどのような復習をすべ

きか、必要とされる時間数も含めて記載してください。

（「必要なし」の記載は絶対にしないでください。）（必須）

7. 講義スケジュール 全日程についてご記入いただき、「授業項目」および「授業内容」に

ついては空欄を作らないようにしてください。

第 1 回の授業項目には「ガイダンス」「オリエンテーション」と記載

しないでください。（1 回目から授業を行ってください。） 
複数回にわたって同様の授業内容を記載しないようにご留意くださ

い。各回のキーワードを付すなど、各回で異なる内容を扱うことが分

かるようにご記入ください。なお、授業は最終週

8. 教科書、ISBN 使用の有無を必ずご記入いただき、使用される場合は、教科書名と
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ISBN をご記入下さい。その際には、学生が購入する教科書のみを記

載してください。「初回の授業で説明する」「授業時に指示する」等の

表現は避けて下さい。（ここに記載する書籍を教科書販売として発注

します。）また、授業で利用しない教科書等の記載はしないでくださ

い。（必須）

9. 参考文献 50 文字以内でご記入下さい。任意ではありますが、可能な限り記載に

ご協力をお願いします。（任意）

10.教職に関する情報   本学で教職課程に係わっている担当者は必ず記載をお願いします。

※・教科に関する専門的事項

・各教科の指導法（情報機器および教材の活用を含む）

・教育の基礎的理解に関する科目

・道徳、総合的な学習の時間等の指導法および生徒指導、

教育相談等に関する科目

・教育実践に関する科目

該当しない先生は記載不要です。

《記入例 1》 
教職に関する情報

免許状取得のための

科目区分（必修/選択 

必修科目 担当形態 単独

科目 教科及び教科の指導法に関する科目（中学校及び高等学校 家庭）

施行規則に定める

科目区分又は事項

等

教科に関する専門的事項

・住居学

・住居学（製図を含む）

《記入例 2》 
教職に関する情報

免許状取得のための

科目区分（必修/選択 

選択科目 担当形態 単独

科目 教科及び教科の指導法に関する科目（中学校及び高等学校 理科）

施行規則に定める

科目区分又は事項

等

教科及び教科の指導法に関する科目における複数の事項を合わせた内容にかかわる科目

以 上
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【資料 ５】敬愛大学 Grade Point Average運用規程 

平成 29年４月１日制定 

(趣旨)  

第１条 この規程は、敬愛大学学則第 26条の規定に基づき、Grade Point 

Average (以下「GPA」という。) の運用について必要な事項を定めるものとす

る。 

(成績評価及び計算方式)  

第２条 学期ごとに当該学期に履修登録した授業科目を５段階で評価し、当該評

価に対し次のとおり換算し合計する。 

評 価 点 数 グレード ポイント 

秀 90点 ～ 100点   S 4.00 

優 80点 ～  89点     A 3.00 

良 70点 ～  79点     B 2.00 

可 60点 ～  69点     C 1.00 

  不可 59点以下     D 0.00 

２ GPAとは、一定期間において履修した各授業科目の成績に係るポイントに当

該授業科目の単位数を乗じて得た数値の総和を履修した各授業科目の単位数の

総和で除して得た数値をいう。ただし、小数点第３位以下は切り捨てるものと

する。 

３ GPAは、学期ごとに算出する GPAと在学中の各学期を通算して算出する累計

の GPAとする。 

４ 次の各号に掲げる科目は、GPAの算定に含めない。 

（１）インターンシップ及び教育実習

（２）再入学における単位認定科目

（３）本学入学前に修得した単位認定科目

（４）他大学で修得した単位認定科目

５ 履修放棄した科目は、GPAの算定に含めるものとし、当該科目の成績は不可

とする。 
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(GPAの管理)  

第３条 学期 GPA及び累計 GPAに係る評価及び管理の担当事務は、修学支援室が

取り扱う。  

(GPAの活用) 

第４条 GPA上位者には、年間履修登録単位数の上限からさらに 4単位の履修登

録を認める。 

２ 成績不振者に対する特別修学指導の基準として GPAの数値を用いる。 

(退学勧告) 

第５条 GPAが芳しくない者には、教務部委員会の議を経て学長から退学勧告を

する場合がある。 

(改廃) 

第６条 この規程の改廃は、教務部長が発議し、各学部教授会の意見を聴いて、

学長が行う。 

附 則 

 この規程は、平成 29年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 
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　【資料　６－１】　図書等購計画(和書)

連番 書　　　名 著　者　名 出　版　社

1 基礎情報学のヴァイアビリティ：ネオ・サイバネティクスによる開放系と閉鎖系の架橋 西垣通：河島茂生 東京大学出版会

2 デ－タサイエンティスト養成読本　機械学習入門編：１０年先も役立つ力をつくる 技術評論社

3 デ－タサイエンティスト養成読本：プロになるためのデ－タ分析力が身につく！ 佐藤洋行：原田博植 技術評論社

4 イラストで学ぶ機械学習：最小二乗法による識別モデル学習を中心に 杉山将【著】 講談社

5 入門機械学習による異常検知：Ｒによる実践ガイド 井手剛 コロナ社

6 オンライン機械学習 海野裕也：岡野原大輔 講談社

7 トピックモデルによる統計的潜在意味解析 佐藤一誠 コロナ社

8 知能の物語 中島秀之 公立はこだて未来大学出版会(発売：近代科学社)

9 サポ－トベクトルマシン 竹内一郎：烏山昌幸 講談社

10 異常検知と変化検知 井手剛：杉山将 講談社

11 確率的最適化 鈴木大慈 講談社

12 統計的学習理論 金森敬文 講談社

13 暗号技術入門：秘密の国のアリス 結城浩 ＳＢクリエイティブ

14 ３Ｄグラフィックスのための数学入門：クォ－タニオン・スプライン曲線の基礎 郡山彬：原正雄 森北出版

15 機械学習 中川裕志 丸善出版

16 劣モジュラ最適化と機械学習 河原吉伸：永野清仁 講談社

17 シンギュラリティ：人工知能から超知能へ マレ－・シャナハン：ドミニク・チェン ＮＴＴ出版

18 知識情報処理 伊庭斉志：ダヌシカ・ボレガラ 丸善出版

19 ヒュ－マンコンピュテ－ションとクラウドソ－シング 鹿島久嗣：小山聡 講談社

20 事例＋演習で学ぶ機械学習：ビジネスを支えるデ－タ活用のしくみ 速水悟 森北出版

21 心を交わす人工知能：言語・感情・倫理・ユ－モア・常識 荒木健治：ラファウ・ジェプカ 森北出版

22 バンディット問題の理論とアルゴリズム 本多淳也：中村篤祥 講談社

23 ウェブデ－タの機械学習 ダヌシカ・ボレガラ：岡崎直観 講談社

24 情報社会の〈哲学〉：グ－グル・ビッグデ－タ・人工知能 大黒岳彦 勁草書房

25 Ｊａｖａ人工知能プログラミング：オブジェクト指向と関数スタイルによるＡＩの実装 深井裕二 三恵社(発売：ＪＲＣ)

26 ＴｅｎｓｏｒＦｌｏｗで学ぶディ－プラ－ニング入門：畳み込みニュ－ラルネットワ－ク徹底解説 中井悦司 マイナビ出版

27 人工知能 松本一教：宮原哲浩 オ－ム社

28 ３次元コンピュ－タビジョン計算ハンドブック 金谷健一：菅谷保之 森北出版

29 これからの強化学習 牧野貴樹：澁谷長史 森北出版

30 コンピュ－タ－で「脳」がつくれるか：ＡＩが恋に落ちる日 五木田和也 技術評論社

31 オンライン予測 畑埜晃平：瀧本英二 講談社

32 関係デ－タ学習 石黒勝彦：林浩平 講談社

33 機械学習のための連続最適化 金森敬文：鈴木大慈 講談社

34 Ｔｅａｍ　Ｇｅｅｋ：Ｇｏｏｇｌｅのギ－クたちはいかにしてチ－ムを作るの ブライアン・Ｗ．フィッツパトリック：ベン・コリンズ・サスマン オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

35 メディアリテラシ 植田祐子：増永良文 サイエンス社

36 システムインテグレ－ション崩壊：これからＳＩｅｒはどう生き残ればいいか？ 斎藤昌義 技術評論社

37 無敵の天才たち：スティ－ブ・ジョブズが駆け抜けたシリコンバレ－の歴 ダグ・メニュ－ズ：山形浩生 翔泳社

38 第４次情報革命と新しいネット社会：現代情報ネットワ－クの歴史的展開 蒲生猛 コモンズ

39 みんなのビッグデ－タ：リアリティ・マイニングから見える世界 ネイサン・イ－グル：ケイト・グリ－ン ＮＴＴ出版

40 進化する情報社会 児玉晴男：小牧省三 放送大学教育振興会(発売：ＮＨＫ出版)

41 よくわかる社会情報学 西垣通：伊藤守（社会学） ミネルヴァ書房

42 人工知能と２１世紀の資本主義：サイバ－空間と新自由主義 本山美彦 明石書店

43 表現の自由とア－キテクチャ：情報社会における自由と規制の再構成 成原慧 勁草書房

44 情報システム 萩谷昌己 丸善出版

45 インタラクティブ情報検索システムの評価：ユ－ザの視点を取り入れる手法 ダイアン・ケリ－：上保秀夫 丸善出版

46 情報アクセス評価方法論：検索エンジンの進歩のために 酒井哲也 コロナ社

47 ７つのデ－タベ－ス７つの世界 エリック・レドモンド：ジム・Ｒ．ウィルソン オ－ム社

48 オ－プンソ－スソフトウェアによる情報リテラシ－ 内海淳：葛西真寿 共立出版

49 Ｈａｄｏｏｐオペレ－ション：システム運用管理ガイド エリック・サマ－：玉川竜司 オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

50 楽しく学べるデ－タベ－ス 川越恭二 共立出版

51 ソ－シャル・ビッグデ－タサイエンス入門：基本概念からマイニング技術，応用まで 石川博 コロナ社

52 理論から学ぶデ－タベ－ス実践入門：リレ－ションモデルによる効率的なＳＱＬ 奥野幹也 技術評論社

53 デ－タベ－スの気持ちがわかるＳＱＬはじめの一歩 朝井淳 技術評論社

54 ＳＱＬ実践入門：高速でわかりやすいクエリの書き方 ミック 技術評論社

55 実習デ－タベ－ス：ＥｘｃｅｌとＡｃｃｅｓｓで学ぶ基本と活用 内田治：藤原丈史 サイエンス社

56 Ｓｐａｒｋによる実践デ－タ解析：大規模デ－タのための機械学習事例集 サンディ・ライザ：ユ－リ・ラサ－ソン オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

57 ユ－ザ－エクスペリエンスの測定：ＵＸメトリクスの理論と実践 トム・タリス：ビル・アルバ－ト 東京電機大学出版局

58 ＲＥＢＯＫに基づく要求分析実践ガイド ＮＴＴソフトウェアイノベ－ションセンタ：飯村結香子 近代科学社

59 ソフトウェア要求のためのビジュアルモデル ジョイ・ビ－ティ：アンソニ－・チェン 日経ＢＰ(発売：日経ＢＰマ－ケティン)

60 ソフトウェア工学の基礎と応用：高品質ソフトウェア開発を目指して 山田茂：田村慶信 数理工学社(発売：サイエンス社)

61 ソフトウェア品質の経済的側面 ケ－パ－ズ・ジョ－ンズ：オリバ－・ボンシナ－ 構造計画研究所(発売：共立出版)

62 機械翻訳 渡辺太郎：今村賢治 コロナ社

63 ソフトウェアエンジニアリング基礎知識体系：ＳＷＥＢＯＫ．Ｖ３．０ 松本吉弘 オ－ム社

64 トピックモデル 岩田具治 講談社

65 オペレ－ティングシステムの基礎：ネットワ－クと融合する現代ＯＳ 電子情報通信学会：吉沢康文 オ－ム社

66 ソフトウェア開発 小泉寿男：辻秀一 オ－ム社
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67 Ｕｎｉｘ考古学：Ｔｒｕｔｈ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｌｅｇｅｎｄ 藤田昭人 ドワンゴ(発売：ＫＡＤＯＫＡＷＡ)

68 動くメカニズムを図解＆実験！Ｌｉｎｕｘ超入門：コンピュ－タの性能を１００％引き出すために 宗像尚郎：海老原祐太郎 ＣＱ出版

69 基礎オペレ－ティングシステム：その概念と仕組み 毛利公一 数理工学社(発売：サイエンス社)

70 自然言語処理概論 黒橋禎夫：柴田知秀 サイエンス社

71 アルゴリズムとデ－タ構造 藤田聡 数理工学社(発売：サイエンス社)

72 アルゴリズムから学ぶＪａｖａプログラミング入門 鶴沢偉伸 技報堂出版

73 型システム入門：プログラミング言語と型の理論 ベンジャミン・Ｃ．ピアス：住井英二郎 オ－ム社

74 オブジェクト指向のこころ：デザインパタ－ンとともに学ぶ アラン・シャロウェイ：ジェ－ムズ・Ｒ．トロット 丸善出版

75 Ｆｏｒｔｒａｎ９０／９５による実践プログラミング 安田清和：水野正隆 大阪大学出版会

76 アンダ－スタンディングコンピュテ－ション：単純な機械から不可能なプログラムまで トム・スチュア－ト：笹田耕一 オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

77 Ｊａｖａによる関数型プログラミング：Ｊａｖａ　８ラムダ式とＳｔｒｅａｍ ヴェンカット・サブラマニアム：プログラミングシステム社 オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

78 やさしく学べるＣ言語入門：基礎から数値計算入門まで 皆本晃弥 サイエンス社

79 並列プログラミング入門：サンプルプログラムで学ぶＯｐｅｎＭＰとＯｐｅｎＡＣ 片桐孝洋 東京大学出版会

80 アルゴリズム設計とデ－タ構造 平田富夫 サイエンス社

81 Ｆｏｒｔｒａｎハンドブック：数値計算に最適なソフトウェアＦｏｒｔｒａｎ９５の基 田口俊弘 技術評論社

82 Ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃ＋＋：Ｃ＋＋１１／１４プログラムを進化させる４２項目 スコット・マイア－ズ：千住治郎 オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

83 Ｒ言語徹底解説 ハドリ－・ウィッカム：石田基広 共立出版

84 プログラミング言語Ｇｏ アラン・Ａ．Ａ．ドノバン：ブライアン・Ｗ．カ－ニハン 丸善出版

85 アルゴリズム 渋谷哲朗 丸善出版

86 質的心理学ハンドブック やまだようこ：麻生武 新曜社

87 教養としての認知科学 鈴木宏昭 東京大学出版会

88 林知己夫の生涯：デ－タサイエンスの開拓者がめざしたもの 丸山久美子 新曜社

89 質的比較分析（ＱＣＡ）と関連手法入門 ブノワ・リウ－：チャ－ルズ・Ｃ．レ－ガン 晃洋書房

90 実証分析入門：デ－タから「因果関係」を読み解く作法 森田果 日本評論社

91 デ－タ解析の実務プロセス入門 あんちべ 森北出版

92 情報セキュリティとプロジェクトにおけるリスクのマネジメント 佐藤直樹 創英社（三省堂書店）

93 仮想通貨の教科書：ビットコインなどの仮想通貨が機能する仕組み ア－ヴィンド・ナラヤナン：ジョセフ・ボノ－ 日経ＢＰ(発売：日経ＢＰマ－ケティン)

94 ファイナンスのためのＲプログラミング：証券投資理論の実践に向けて 大崎秀一：吉川大介 共立出版

95 ブロックチェ－ン技術概論：理論と実践 山崎重一郎：安土茂亨 講談社

96 経済学で読み解く交通・公共政策 中条潮：田邉勝巳 中央経済社(発売：中央経済グル－プパブ)

97 統計と日本社会：デ－タサイエンス時代の展開 国友直人：山本拓 東京大学出版会

98 ビッグデ－タ時代の統計学入門：デ－タサイエンスを支える統計の基本 藤江昌嗣 学文社

99 情報メディア論：テクノロジ－・サ－ビス・社会 小泉宣夫：圓岡偉男 講談社

100 余暇・レジャ－＆観光総合統計．２０２３ 三冬社

101 レジャ－白書：余暇の現状と産業・市場の動向．２０２３ 日本生産性本部 日本生産性本部(発売：生産性出版)

102 緊急事態のための情報システム：多様な危機発生事例から探る課題と展望 バ－テル・バンドワ－ル：マレ－・トゥロフ 近代科学社

103 サイバ－戦争論：ナショナルセキュリティの現在 伊東寛 原書房

104 行列プログラマ－：Ｐｙｔｈｏｎプログラムで学ぶ線形代数 フィリップ・Ｎ．クライン：松田晃一 オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

105 ヴィジュアルでやさしいグラフへの入門 守屋悦朗 サイエンス社

106 目指すな、求めるな１００％：不安と期待の程度による最適意思決定 小川浩平 大学教育出版

107 戦略的デ－タサイエンス入門：ビジネスに活かすコンセプトとテクニック フォスタ－・プロヴォスト：トム・フォ－セット オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

108 ナンバ－センス：ビッグデ－タの嘘を見抜く「統計リテラシ－」の身につ カイザ－・ファング：矢羽野薫 ＣＣＣメディアハウス

109 グラフィカルモデル 渡辺有祐 講談社

110 ノンパラメトリックベイズ：点過程と統計的機械学習の数理 佐藤一誠 講談社

111 変分ベイズ学習 中島伸一 講談社

112 調査観察デ－タ解析の実際．１ 星野崇宏：岡田謙介 岩波書店

113 デ－タ解析におけるプライバシ－保護 佐久間淳 講談社

114 機械学習のための確率と統計 杉山将 講談社

115 数値計算入門．Ｃ言語版 河村哲也：桑名杏奈 サイエンス社

116 並列計算の数理とアルゴリズム フレデリック・マゴ－ルズ：フランソワ・グザヴィエ・ル－ 森北出版

117 デ－タ匿名化手法：ヘルスデ－タ事例に学ぶ個人情報保護 カハレ・エル・エマン：ラック・アルバクル オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

118 今日から使える！　ＭＡＴＬＡＢ：数値計算から古典制御まで 青山貴伸：蔵本一峰 講談社

119 基礎から学ぶ電気電子・情報通信工学 田口俊弘：堀内利一 講談社

120 通信理論入門 坂庭好一：笠井健太 コロナ社

121 信号・システム理論の基礎：フ－リエ解析，ラプラス変換，ｚ変換を系統的に学ぶ 足立修一 コロナ社

122 ２０３０年の情報通信技術：生活者の未来像 ＮＴＴ技術予測研究会：篠原弘道 ＮＴＴ出版

123 スパ－スモデリング：ｌ１／ｌ０ノルム最小化の基礎理論と画像処理への応用 マイケル・エラド：玉木徹 共立出版

124 アクティブラ－ニングで学ぶ情報リテラシ－ 宇田隆哉：井上亮文 コロナ社

125 インタ－ネットバックボ－ンネットワ－ク：ＭＰＬＳ，ＧＭＰＬＳ，フォトニックとＳＤＮを理解す 山中直明 電気通信協会(発売：オ－ム社)

126 ソ－シャルコンピュ－ティング入門：新しいコンピュ－ティングパラダイムへの道標 増永良文 サイエンス社

127 ＩＰｖ６ネットワ－ク構築実習 前野譲二：鈴田伊知郎 共立出版

128 初めてのＰＨＰ、ＭｙＳＱＬ、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ　＆　ＣＳＳ ロビン・ニクソン：永井勝則 オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

129 ＯｐｅｎＦｌｏｗ徹底入門：ＳＤＮを実現する技術と知識 馬場達也：大上貴充 翔泳社

130 ｎｓ３によるネットワ－クシミュレ－ション 銭飛 森北出版

131 ネットワ－クセキュリティ 電子情報通信学会：佐々木良一 オ－ム社

132 ハイパフォ－マンスブラウザネットワ－キング：ネットワ－クアプリケ－ションのためのパフォ－マンス イリヤ・グリゴリク：和田祐一郎 オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

133 ｊＱｕｅｒｙ本格入門：ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ開発・デザイン効率化の基礎から 沖林正紀 技術評論社

134 プログラミングＡＳＰ．ＮＥＴ　ＳｉｇｎａｌＲ ホセ・Ｍ．アギラ－ル：井上章 日経ＢＰ(発売：日経ＢＰマ－ケティン)

135 情報ネットワ－クの分散制御と階層構造 会田雅樹 コロナ社

136 情報ネットワ－ク科学入門 村田正幸：成瀬誠 コロナ社
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137 ＩｏＴは日本企業への警告である：２４時間「機械に監視される時代」のビジネスの条件 齋藤ウィリアム浩幸 ダイヤモンド社

138 情報ネットワ－クの数理と最適化：性能や信頼性を高めるためのデ－タ構造とアルゴリズム 巳波弘佳：井上武 コロナ社

139 Ｊａｖａ　ＥＥ　７徹底入門：標準Ｊａｖａフレ－ムワ－クによる高信頼性Ｗｅｂシス 寺田佳央：猪瀬淳 翔泳社

140 基本からわかる情報通信ネットワ－ク講義ノ－ト 大塚裕幸：小川猛志 オ－ム社

141 Ｇｏ言語によるＷｅｂアプリケ－ション開発 マット・ライヤ－：鵜飼文敏 オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

142 Ｍ２Ｍ／ＩｏＴシステム入門 電気学会 森北出版

143 インタ－ネット・バイ・デザイン：２１世紀のスマ－トな社会・産業インフラの創造へ 江崎浩 東京大学出版会

144 デ－タ分析によるネットワ－クセキュリティ マイケル・コリンズ：中田秀基 オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

145 基礎からのＷｅｂアプリケ－ション開発入門：Ｗｅｂサ－バを作りながら学ぶ 前橋和弥 技術評論社

146 かんたんネットワ－ク入門：イラストでわかるネットワ－クのしくみ 三輪賢一 技術評論社

147 はじめてのＡＳＰ．ＮＥＴ　ＳＰＡ開発入門 古賀慎一 日経ＢＰ(発売：日経ＢＰマ－ケティン)

148 情報ア－キテクチャ：見つけやすく理解しやすい情報設計 ルイス・ロ－ゼンフェルド：ピ－タ－・モ－ビル オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

149 デ－タを集める技術：最速で作るスクレイピング＆クロ－ラ－ 佐々木拓郎 ＳＢクリエイティブ

150 ディジタル画像技術事典２００：動画／静止画／加工／認識／圧縮／伝送／表示／ライブ インタ－フェ－ス編集部 ＣＱ出版

151 ２Ｄグラフィックスのしくみ：図解でよくわかる画像処理技術のセオリ－ ＦｉｒｅＡｌｐａｃａ開発チ－ム 技術評論社

152 ０と１の話：ブ－ル代数とシャノン理論 ポ－ル・Ｊ．ナ－イン：松浦俊輔 青土社

153 論理回路入門 菅原一孔 数理工学社(発売：サイエンス社)

154 コンピュ－タ工学概論：コンピュ－タはなぜ計算ができるのか？ 荒木健治 オ－ム社

155 コンピュ－タの基礎 村岡洋一 コロナ社

156 実践によるコンピュ－タア－キテクチャ：ＭＩＰＳプロセッサで学ぶア－キテクチャの基礎 中條拓伯：大島浩太 数理工学社(発売：サイエンス社)

157 ＤＥＯＳ：変化しつづけるシステムのためのディペンダビリティ工 所真理雄 近代科学社

158 論理回路：基礎と演習 房岡璋：小柳滋 共立出版

159 計算機学入門：デジタル世界の原理を学ぶ 阿曽弘具 共立出版

160 フラットデザインで考える新しいＵＩデザインのセオリ－ 宇野雄 技術評論社

161 コンピュ－タと表現：人間とコンピュ－タの接点 平川正人 数理工学社(発売：サイエンス社)

162 コンピュ－タ工学への招待 柴山潔 近代科学社

163 スパコンを知る：その基礎から最新の動向まで 岩下武史：片桐孝洋 東京大学出版会

164 コンピュ－タ－＆テクノロジ－解体新書：ビジュアル版 ロン・ホワイト：ティモシ－・エドワ－ド・ダウンズ ＳＢクリエイティブ

165 進化するヒトと機械の音声コミュニケ－ション エヌ・ティ－・エス

166 ヒュ－マンコンピュ－タインタラクション 岡田謙一：西田正吾 オ－ム社

167 音声認識システム 河原達也 オ－ム社

168 論理回路 今井正治 オ－ム社

169 万能コンピュ－タ：ライプニッツからチュ－リングへの道すじ マ－ティン・デ－ヴィス：沼田寛 近代科学社

170 ＲＯＳプログラミング 銭飛 森北出版

171 ＰＩＣではじめるアナログ回路 後閑哲也 技術評論社

172 ＦＰＧＡの原理と構成 天野英晴：尼崎太樹 オ－ム社

173 物流コスト調査報告書．２０２２年度 日本ロジスティクスシステム協会ＪＩＬＳ総 日本ロジスティクスシステム協会

174 交通経済統計要覧：数字で見る交通経済．２０２１（令和３）年版 国土交通省総合政策局情報政策課 運輸総合研究所

175 観光ビジネス未来白書：統計に見る実態・分析から見える未来戦略．２０２３年版 加藤弘治 同友館

176 モバイルデザインパタ－ン：ユ－ザ－インタフェ－スのためのパタ－ン集 テレサ・ニ－ル：深津貴之 オライリ－・ジャパン(発売：オ－ム社)

177 人狼知能：だます・見破る・説得する人工知能 鳥海不二夫：片上大輔 森北出版

178 数理言語学事典 畠山雄二：本田謙介 産業図書

179 言語天文台からみた世界の情報格差 三上喜貴：中平勝子 慶應義塾大学出版会

180 文字入力とテクノロジ－ 山田尚勇：岡留剛 くろしお出版
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　【資料　６－２】　図書等購入リスト(和書電子書籍)

連番 書　　名 著者名 出版社

1 人工知能の方法：ゲ－ムからＷＷＷまで 伊庭斉志 コロナ社

2 オ－トマトン・形式言語理論 広瀬貞樹 コロナ社

3 自動人形の城：人工知能の意図理解をめぐる物語 川添愛 東京大学出版会

4 白と黒のとびら：オ－トマトンと形式言語をめぐる冒険 川添愛 東京大学出版会

5 Ｐｙｔｈｏｎによるテキストマイニング入門 山内長承 オ－ム社

6 強化学習と深層学習：Ｃ言語によるシミュレ－ション 小高知宏 オ－ム社

7 Ｃｈａｉｎｅｒ　ｖ２による実践深層学習 新納浩幸 オ－ム社

8 Ｐｙｔｈｏｎによる機械学習入門 システム計画研究所 オ－ム社

9 坂本真樹先生が教える人工知能がほぼほぼわかる本 坂本真樹 オ－ム社

10 人工知能と社会：２０２５年の未来予想 ＡＩＸ：栗原聡 オ－ム社

11 実装ディ－プラ－ニング：深層学習 藤田一弥：高原歩 オ－ム社

12 一人称研究のすすめ：知能研究の新しい潮流 諏訪正樹：堀浩一 近代科学社

13 人工知能とは 松尾豊：中島秀之 近代科学社

14 Ｒｕｂｙで数独：ＡＩプログラミング入門 佐藤理史 近代科学社

15 超実践アンサンブル機械学習 武藤佳恭 近代科学社

16 情報と職業 駒谷昇一：辰己丈夫 オ－ム社

17 Ｒによるデ－タマイニング入門 山本義郎：藤野友和 オ－ム社

18 ＬｉｂｒｅＯｆｆｉｃｅで学ぶ情報リテラシ－ 畔津忠博：吉永敦征 東京電機大学出版局

19 学生のための情報リテラシ－．Ｏｆｆｉｃｅ　２０１６／Ｗｉｎ 若山芳三郎 東京電機大学出版局

20 デジタル・フォレンジックの基礎と実践 佐々木良一：上原哲太郎 東京電機大学出版局

21 デ－タベ－スと知識発見 北上始：黒木進 コロナ社

22 基礎から学ぶデ－タマイニング 中田豊久 コロナ社

23 コンピュ－タ科学とプログラミング入門：コンピュ－タとアルゴリズムの基礎 小高知宏 近代科学社

24 デ－タ市場：デ－タを活かすイノベ－ションゲ－ム 大澤幸生：早矢仕晃章 近代科学社

25 Ｃ言語で学ぶコンピュ－タ科学とプログラミング 小高知宏 近代科学社

26 デ－タ仮説構築：デ－タマイニングを通して 岩下基 近代科学社

27 自然言語処理と深層学習：Ｃ言語によるシミュレ－ション 小高知宏 オ－ム社

28 ソフトウェア工学 岸知二：野田夏子 近代科学社

29 アルゴリズムとデ－タ構造 藤原暁宏 森北出版

30 アルゴリズムとデ－タ構造 平田富夫 森北出版

31 コンピュ－タグラフィックス 佐藤淳 森北出版

32 エクストリ－ムプログラミング ケント・ベック：シンシア・アンドレス オ－ム社

33 リファクタリング 設楽秀輔：テクノロジックア－ト 東京電機大学出版局

34 学生のためのＥｘｃｅｌ　ＶＢＡ 若山芳三郎 東京電機大学出版局

35 ＡＲＭマイコンによる組込みプログラミング入門：ロボットで学ぶＣ言語 ロボット実習教材研究会：ヴイストン オ－ム社

36 アルゴリズムの基礎とデ－タ構造：数理とＣプログラム 浅野孝夫 近代科学社

37 グラフ・ネットワ－クアルゴリズムの基礎：数理とＣプログラム 浅野孝夫 近代科学社

38 ビル・ゲイツ．１ 脇英世 東京電機大学出版局

39 ビル・ゲイツ．２ 脇英世 東京電機大学出版局

40 集合論による社会的カテゴリ－論の展開：ブ－ル代数と質的比較分析の応用 石田淳 勁草書房

41 プライバシ－保護入門：法制度と数理的基礎 中川裕志 勁草書房

42 システム方法論：システム的なものの見方・考え方 岩下基 コロナ社

43 自己組織化する複雑ネットワ－ク：空間上の次世代ネットワ－クデザイン 林幸雄 近代科学社

44 精霊の箱：チュ－リングマシンをめぐる冒険．下 川添愛 東京大学出版会

45 精霊の箱：チュ－リングマシンをめぐる冒険．上 川添愛 東京大学出版会

46 Ｒで学ぶ統計デ－タ分析：マ－ケティングデ－タを分析しながら正しい理論と分析 本橋永至 オ－ム社

47 ＳＡＳ　Ｓｔｕｄｉｏによるやさしい統計デ－タ分析 高浪洋平：舟尾暢男 オ－ム社

48 経済・経営のための統計教室：デ－タサイエンス入門 小林道正 裳華房

49 はじめての統計デ－タ分析：ベイズ的〈ポストｐ値時代〉の統計学 豊田秀樹 朝倉書店

50 現場主義統計学のすすめ：野外調査のデ－タ解析 島谷健一郎：宮岡悦良 近代科学社

51 ＩＴ技術者の長寿と健康のために 情報通信医学研究所：長野宏宣 近代科学社

52 電気電子計測 南谷晴之：福田誠（理学） オ－ム社

53 信号処理の基礎 横田康成 森北出版

54 基本からわかる信号処理講義ノ－ト 久保田彰：神野健哉 オ－ム社

55 ネットワ－ク技術の基礎 宮保憲治：田窪昭夫 森北出版

56 ネットワ－ク：目には見えないしくみを構成する技術 井口信和 森北出版

57 情報ネットワ－ク教科書 高田伸彦：南俊博 東京電機大学出版局

58 通信方式 守倉正博 オ－ム社

59 情報ネットワ－ク概論：ネットワ－クとセキュリティの技術とその理論 井関文一：金光永煥 コロナ社

60 ネットワ－ク工学 村上泰司 森北出版

61 情報通信ネットワ－クの基礎 宇野新太郎 森北出版

62 マスタリングＴＣＰ／ＩＰ．ＯｐｅｎＦｌｏｗ編 あきみち：宮永直樹 オ－ム社

63 情報通信ネットワ－ク 阪田史郎：井関文一 オ－ム社

64 情報通信ネットワ－ク 滝根哲哉 オ－ム社

65 分散システム：Ｐ２Ｐモデル 滝沢誠：榎戸智也 コロナ社

66 ネット炎上の研究：誰があおり、どう対処するのか 田中辰雄：山口真一 勁草書房

67 ネットワ－クセキュリティ 菊池浩明：上原哲太郎 オ－ム社

68 Ｌｉｎｋｅｄ　Ｄａｔａ：Ｗｅｂをグロ－バルなデ－タ空間にする仕組み トム・ヒ－ス：クリスチャン・バイツァ－ 近代科学社

69 ウェブユニバ－サルデザイン ＮＴＴサ－ビスエボリュ－ション研究所：渡辺昌洋 近代科学社
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70 モバイルネットワ－ク時代の情報倫理：被害者・加害者にならないためのメディアリテラシ－ 山住富也 近代科学社

71 はじめての論理回路 河辺義信 森北出版

72 基礎から学べる論理回路 速水治夫 森北出版

73 論理回路入門 浜辺隆二 森北出版

74 コンピュ－タア－キテクチャ 成瀬正 森北出版

75 たのしくできるＡｒｄｕｉｎｏ電子制御：Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇでパソコンと連携 牧野浩二 東京電機大学出版局

76 論理回路 曽和将容：範公可 コロナ社

77 Ｃ言語によるはじめて学ぶ信号処理 大石邦夫 コロナ社

78 ストレ－ジ技術：クラウドとビッグデ－タの時代 喜連川優 オ－ム社

79 体験する　！　！　オ－プンソ－スハ－ドウェア：ＮａｎｏＰｉ　ＮＥＯ，　Ａｒｄｕｉｎｏ他で楽しむ 武藤佳恭 近代科学社

80 マルチメディア 今井崇雅 近代科学社

81 デ－タサイエンティスト・ハンドブック 丸山宏：山田敦 近代科学社

82 観光マ－ケティングの現場：ブランド創出の理論と実践 吉田春生 大学教育出版

83 固有価値の地域観光論：京都の文化政策と市民による観光創造 冨本真理子 水曜社

84 観光情報学入門 観光情報学会：松原仁 近代科学社

85 文化ツ－リズム学 菊地俊夫：松村公明 朝倉書店

86 観光の事典 白坂蕃：稲垣勉 朝倉書店

87 観光政策への学際的アプロ－チ 高崎経済大学地域科学研究所 勁草書房

88 デ－ビッド・アトキンソン新・観光立国論：イギリス人アナリストが提言する２１世紀の「所得倍増 デ－ビッド・アトキンソン 東洋経済新報社

89 里山観光の資源人類学：京都府美山町の地域振興 堂下恵 新曜社

90 観光地のアメニティ：何が観光客を引きつけるか 田村正紀：大津正和 白桃書房

91 地域観光事業のススメ方：観光立国実現に向けた処方箋 井門隆夫 大学教育出版

92 コ－パスと自然言語処理 前川喜久雄：松本裕治 朝倉書店
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　【資料　６－３】　図書等購入リスト(洋書)

連　番 書　名 著　者　名 出版社名

1
Learning Data Science : Data Wrangling, Exploration, Visualization, and Modeling
with Python

Lau, Sam/ Gonzalez, Joseph/ Nolan,
Deborah

O'Reilly Media

2 Designing an Internet (Information Policy) Clark, David D. MIT Press

3 Data Mining : Concepts, Models, Methods, and Algorithms Kantardzic, Mehmed Wiley

4
Data Science Landscape : Towards Research Standards and Protocols (Studies
in Big Data)

Munshi, Usha Mujoo (EDT)/ Verma,
Neeta (EDT)

Springer

5
Practical Data Science : A Guide to Building the Technology Stack for Turning
Data Lakes into Business Assets

Vermeulen, Andreas Franois Apress

6
Combating Security Challenges in the Age of Big Data : Powered by State-of-
the-Art Artificial Intelligence Techniques (Advanced Sciences and
Technologies for Security Applications)

Fadlullah, Zubair (EDT)/ Pathan, Al-
Sakib Khan (EDT)

Springer

7
Laboratory Experiments in Information Retrieval : Sample Sizes, Effect Sizes,
and Statistical Power (Information Retrieval)

Sakai, Tetsuya Springer

8 Python Data Analytics : With Pandas, NumPy, and Matplotlib Nelli, Fabio Apress

9 Social Media Data Mining and Analytics Szabo, Gabor/ Boykin, Oscar Wiley

10 Programming with Python for Social Scientists Brooker, Phillip Sage Publications Ltd

11
The Enterprise Big Data Lake : Delivering the Promise of Big Data and Data
Science

Gorelik, Alex O'Reilly Media

12
Mathematics of Big Data : Spreadsheets, Databases, Matrices, and Graphs
(Mathematics of Big Data)

Kepner, Jeremy/ Jananthan, Hayden/
Leiserson, Charles E. (FRW)

MIT Press
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

文章表現 1前 2 ○ 1

口頭表現 1後 2 ○ 1

基礎数学 1前・1後 2 〇 1

AI・DSへのいざない 1前・1後 2 〇 1 4 オムニバス

健康科学 1前・1後 2 ○ 1

情報基礎Ⅰ 1前 1 〇 1

情報基礎Ⅱ 1後 1 〇 1

基礎演習Ⅰ 1前 1 ○ 8 4

基礎演習Ⅱ 1後 1 ○ 8 4

― 14 0 0 8 4 0 0 0 8

英　語ⅠA 1前 1 ○ 1

英　語ⅠB 1前 1 ○ 1

英　語ⅡA 1後 1 ○ 1

英　語ⅡB 1後 1 ○ 1

日本語Ⅰ 1前 2 〇 1 留学生科目

日本語Ⅱ 1後 2 〇 1

― 4 0 0 0 0 0 0 0 3

フランス語Ⅰ 1前 1 ○ 1

フランス語Ⅱ 1後 1 ○ 1

ドイツ語Ⅰ 1前 1 ○ 1

ドイツ語Ⅱ 1後 1 ○ 1

中国語Ⅰ 1前 1 ○ 1

中国語Ⅱ 1後 1 ○ 1

時事英語Ⅰ 2前 1 ○ 1

時事英語Ⅱ 2後 1 ○ 1

ビジネス英語Ⅰ 2前 1 ○ 1

ビジネス英語Ⅱ 2後 1 ○ 1

Basic GrammarⅠ 1前 1 ○ 1

Basic GrammarⅡ 1後 1 ○ 1

ＴＯＥIC®向上講座Ⅰ 2前 2 ○ 1 1

ＴＯＥIC®向上講座Ⅱ 2後 2 ○ 1

SpeakingⅠ 2前 1 ○ 2

SpeakingⅡ 2後 1 ○ 2

WritingⅠ 2前 1 ○ 3

WritingⅡ 2後 1 ○ 3

ListeningⅠ 2前 1 ○ 3

ListeningⅡ 2後 1 ○ 3

DebateⅠ 2前 1 ○ 1

DebateⅡ 2後 1 ○ 1

敬天愛人講座 1前・1後 2 ○ 1 11 オムニバス

敬愛プログラム 1後 2 ○ 1

スポーツ教育Ⅰ 1前 1 〇 1

スポーツ教育Ⅱ 1後 1 〇 1

基
礎
科
目

小計 (９科目)

単位数

教
養
科
目

―

言
語
科
目

小計 (６科目) ―

主要授
業科目

基
本
科
目

別記様式第２号（その２の１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要
（情報マネジメント学部　情報マネジメント学科）

科　目
区　分

授業科目の名称

授業形態

備考

基幹教員等の配置

配当
年次

(

助
手
を
除
く

)

基
幹
教
員
以
外
の
教
員
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義

演
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・
実
習
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授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

単位数

主要授
業科目

科　目
区　分

授業科目の名称

授業形態

備考

基幹教員等の配置

配当
年次

(

助
手
を
除
く

)

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

哲学 1後 2 ○ 1

心理学 1前 2 ○ 1

社会心理学 1後 2 ○ 1

歴史学 1後 2 ○ 1

文学 1前 2 ○ 1

法学 1前・1後 2 ○ 1

憲法 1前・1後 2 ○ 1

政治学 1前 2 ○ 1

社会学 1後 2 ○ 1

数学Ⅰ 1前 2 ○ 1

数学Ⅱ 1後 2 ○ 1

統計学Ⅰ 1前 2 ○ 1

統計学Ⅱ 1後 2 ○ 1

英語で学ぶPython 1後 2 〇 1

環境科学 1前 2 ○ 1

ボランティア活動 1前 2 ○ 1

― 0 62 0 1 1 0 0 0 32

キャリアデザインを学ぶ 1前 2 〇 1

キャリアプランニング 1後 2 ○ 1

キャリアディベロップメント 2前 2 ○ 1

企業の魅力発見 2後 2 ○ 1

実践的キャリア演習Ⅰ 3前 2 ○ 1

実践的キャリア演習Ⅱ 3後 2 ○ 1

プレインターンシップ 3前 2 ○ 1

インターンシップ 3後 1 〇 1

ポストインターンシップ 3後 2 ○ 1

― 4 13 0 0 0 0 0 0 4

経営学概論 1前 ○ 2 〇 1

経済学概論 1後 〇 2 〇 1

情報概論 1前 〇 2 〇 1

経営情報論 1後 〇 2 〇 1

ビックデータマネジメント 1後 〇 2 〇 1

― 10 0 0 3 1 0 0 0 0

経営戦略論 2前 2 〇 1

マーケティング論 2前 〇 2 〇 1

地域経済論 2前 2 〇 1

AI概論 2前 2 〇 1

DS概論 2後 〇 2 〇 1

プログラミング（Python） 2前 2 〇 1

生成系AI入門 2後 2 〇 1

― 0 14 0 4 1 0 0 0 1

流通経営論 2前 2 〇 1

観光概論 2前 〇 2 〇 1

消費者行動論 2後 2 〇 1

地域資源論 2後 2 〇 1

ロジスティクス（物流管理）論 2後 2 〇 1

サービスマーケティング論 2前 2 〇 1

デジタルマーケティング論 2後 2 〇 1

観光マーケティング 2後 2 ○ 1

地方創生論 2前 〇 2 ○ 1

小計 (９科目)

―

―

キ
ャ

リ
ア
科
目

導
入
科
目

小計 (５科目)

専
門
科
目

展
開
科
目

―

小計 (７科目) ―

基
礎
科
目

小計 (４２科目)
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必

修

選

択

自

由

講

義

演

習

実
験
・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

単位数

主要授
業科目

科　目
区　分

授業科目の名称

授業形態

備考

基幹教員等の配置

配当
年次

(

助
手
を
除
く

)

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

千葉県の産業と行政 2前 2 ○ 1

千葉の観光研究 2後 2 ○ 1

観光政策論 2前 2 ○ 1

地域分析論 2前 2 〇 1

交通経済学 2後 2 〇 1

観光事業論Ⅰ 2前 2 〇 1

観光事業論Ⅱ 2後 2 〇 1

旅行産業論 2前 2 〇 1

宿泊産業論 2後 2 〇 1

航空産業論 2前 2 〇 1

地域観光論 2前 2 〇 1

国際観光論 2後 2 〇 1

情報マネジメント特別講義A 3前 2 〇 1

情報マネジメント特別講義B 3後 2 〇 1

経済市場分析A 3前 2 ○ 1

経済市場分析B 3後 2 ○ 1

観光市場分析 3前 2 ○ 1

ビジネスデータ解析 3後 2 〇 1
GIS（地理空間情報システム）分析 2前 2 〇 1

不動産市場分析 2後 2 ○ 1

会計情報と経営分析 2後 2 ○ 1

ビジネスデータ分析手法A 2後 2 ○ 1

ビジネスデータ分析手法B 2後 2 ○ 1

ビジネスデータ分析手法C 2前 2 ○ 1

AI・データサイエンス経営実践 2前 2 ○ 1

観光地経営実践 3前 2 ○ 1

アルゴリズム論 2前 2 ○ 1

情報セキュリティ論 2後 2 ○ 1

AI特講 2前 2 ○ 1

プログラミング（R） 2前 2 ○ 1

自然言語処理 3後 2 〇 1

情報ガバナンス 3後 2 〇 1

情報英語Ⅰ 3前 2 〇 1

情報英語Ⅱ 3後 2 〇 1

― 0 86 0 8 4 0 0 0 3

専門導入演習Ⅰ 2前 〇 1 ○ 8 4

専門導入演習Ⅱ 2後 〇 1 ○ 8 4

専門演習Ⅰ 3前 〇 1 ○ 8 4

専門演習Ⅱ 3後 〇 1 ○ 8 4

卒業演習Ⅰ 4前 〇 1 ○ 8 4

卒業演習Ⅱ 4後 〇 1 ○ 8 4

卒業論文・卒業研究 4後 〇 2 ○ 8 4

― ― 8 0 0 8 4 0 0 0 0

― ― 40 175 0 8 4 0 0 0 47

―

合計 (１２８科目) ―

演
習
科
目

小計 (７科目)

小計 (４３科目) ―
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自
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講

義
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習
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・
実
習

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

単位数

主要授
業科目

科　目
区　分

授業科目の名称

授業形態

備考

基幹教員等の配置

配当
年次

(

助
手
を
除
く

)

基
幹
教
員
以
外
の
教
員

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間

１時限の授業時間 ９０分

　学位又は称号 学士(情報マネジメント学) 学位又は学科の分野 経済学関係

　必修科目４０単位、基礎科目の教養科目の選択科目から１６単位、
キャリア科目の選択科目から２単位、専門科目の基礎科目の選択科目
から８単位、専門科目の展開科目の選択科目から４８単位以上を修得し、
合計１２４単位以上修得すること。

履修科目の登録の上限 :　1年～4年 42単位 (年間)

１５週

卒　業　要　件　及　び　履　修　方　法 授　業　期　間　等
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学生の確保の見通し等を記載した書類 
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(２)人材需要の社会的な動向等 
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2. 地域的、社会的動向 ― 人材需要に関する調査結果より ―

② 中長期的な１８歳人口等対象人口の全国的、地域的動向の分析

1. 千葉県の高等学校及び中学校の在籍者数 ― 開設から５年間 ―

2. 千葉県の小学校の在籍者数 ― 開設から６年目以降 ―

3. 千葉県の高等学校を卒業した者の大学進学状況

③ 新設組織の主な学生募集地域

1. 新設組織の主な学生募集地域
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イ 新設組織における取組とその目標

1. 学生確保のためのPR活動
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4. 高校教員向け説明会

5. 進学相談会

ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、新設組織での入学者の見込み数

② 競合校の状況分析
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

（１）新設組織の概要

① 新設組織の概要

新設組織 入学定員 収容定員 
所在地 

（教育研究を行うキャンパス） 

敬愛大学 

情報マネジメント学部 

情報マネジメント学科 

５０ ２００ 

稲毛キャンパス 

千葉県千葉市稲毛区穴川 

１丁目５番２１号 

② 新設組織の特色

１ 教育研究上の目的 

情報マネジメント学部情報マネジメント学科では、幅広い教育基盤に支えられた豊か

な人間性と高い職業観、生涯にわたり自発的な学習を継続する態度を養うとともに、超

スマート社会（Society5.0）を前提とする経営学分野に関する基礎的な知識の習得のもと

に、地方創生・地域活性化に資する社会・経済現象について、最新の情報技術から生まれ

るICTスキルや統計分析などデータサイエンスの知識や技能をマネジメントの視点で適

切に活用し、第三次産業を中心とした企業及び自治体の事業企画・管理・運営のために創

造的かつ実践的に活用できる能力を育てることを教育上の目的とする。 

２ 養成する人材 

情報マネジメント学部情報マネジメント学科では、現代社会に関する幅広い知識の理

解と自己表現や情報活用に関する能力および社会の一員としての望ましい心構えや生涯

学習力の習得とともに、営利・非営利事業体の運営や管理に関する知識に加えて、ICT技

術の発展に支えられた情報処理の原理を科学的に理解し、また、その社会に及ぼす正負

の影響力を十分に理解したうえで、経営内外の関連データを適切に選択された分析ソフ

トウェアで活用・運用する能力を身につけ、地域の課題解決と発展のために創造的に貢

献することで、本学の建学の精神『敬天愛人』を実践できる人材を養成することを目的と

する。 

３ 新設組織と関連する既設組織 

組織名称 入学定員 編入学定員 収容定員 
所在地 

（新設組織開設後の予定） 

敬愛大学 

経済学部 

経営学科 

１３０ 

２年次 

１ 

３年次 

  １ 

５２５ 

千葉県千葉市稲毛区穴川 

１丁目５番２１号 

（新設組織開設後の予定はない） 
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（２）人材需要の社会的な動向等

① 新設組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動向の分析

１ 現代社会を取り巻く情勢 

現代社会では、コンピュータの処理能力やネットワーク技術の向上に伴い、企業や自治体

でのコンピュータ活用も大きく変化しており、特に企業では最新のＩＴ技術を導入してビ

ッグデータの収集が行い易い環境となっており、継続的に発展し続ける情報化社会におい

ては、大量のデータから有益な知見や洞察を導き出すことをはじめ、変化に対応した新たな

考え方や知識と能力が求められている。 

情報処理推進機構ＩＰＡの「ＤＸ白書２０２１ 日米比較調査に見るＤＸの戦略、人材、

技術」では、日本企業は「適切な情報を必要なタイミングで取り出せる」ことや「部門間で

標準化したデータ分析基盤の実現」といったビジネスニーズへの対応が十分できておらず、

その原因として「全社的なデータ利活用の方針や文化がない」「データ管理システムが整備

されていない」「人材の確保が難しい」等の課題があるとしており、「日本企業においても組

織的な対策が望まれる」としている。（資料 1）「DX白書2021 日米比較調査にみるDXの戦

略、人材、技術 －より引用 － 」 

インターネットの普及やコンピュータのデータ処理速度が上がり、膨大なデータを効率

的に扱える現代社会においては、ビジネスの視点からデータを解釈し、深く洞察することに

より、データ分析の結果をビジネスの企画や改善につなげるとともに、ＡＩや統計などの

様々な手法を用いて、大量のデータの中から有益な情報を導き出すことができ、ビジネスの

課題解決に活用することのできる人材の養成が求められている。 

２ 地域的、社会的動向 －人材需要に関する調査結果より－ 

情報マネジメント学部の設置計画を策定するうえで、情報マネジメント学部の設置が人

材需要の動向等、社会の要請を踏まえたものであることを客観的根拠となるデータから検

証することを目的として、本学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対し

て、情報マネジメント学部で養成する人材や卒業生に対する採用意向等に関するアンケー

ト調査を実施した。

その結果、今後における採用見込みについては、回答件数 137 件の約 79.6％にあたる 109

件が「増加すると思う」と回答しており、情報マネジメント学部で養成する人材の必要性に

ついては、回答件数 137 件の約 97.8％にあたる 134 件が「必要性を感じる」と回答してい

るとともに、情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用については、回答件数 137 件の

約 94.9％にあたる 130 件が「採用したいと思う」と回答している。 

また、情報マネジメント学部で養成する人材の必要性について、「必要性を感じる」と回

答した民間企業等で、情報マネジメント学部で学んだ卒業生を「採用したいと思う」と回答

した民間企業等のうち、単年度当りの卒業生の採用人数を「１人」と回答したのは 16 件、
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「２人」と回答したのは 10 件、「３人以上」と回答したのは 21 件、「人数は未定」と回答し

たのは 83 件となっており、「採用人数３人以上」と回答した採用人数を「３人」とし、「人

数は未定」と回答した採用人数を「１人」として採用人数を合計すると 182 人となる。（資

料 2）※調査報告書 －抜粋－」 

このような人材需要に関する調査結果からも、情報マネジメント学部で養成する人材が、

地域的、社会的動向を踏まえたものであることがうかがえる。 

② 中長期的な１８歳人口等対象人口の全国的、地域的動向の分析

１ 千葉県の高等学校及び中学校の在籍者数－開設から５年間－ 

令和５年度の学校基本調査によると、情報マネジメント学部の開設初年度に受験対象者

となる千葉県内の高等学校に在籍している２年生の生徒数は４５，９１３人、開設２年目

に受験対象者となる高等学校に在籍している１年生の生徒数は４６，７８８人となってい

る。（資料 3）※学校基本調査：「年度別千葉県内の高等学校・中学校・小学校の在籍者

数」 

また、情報マネジメント学部の開設３年目に受験対象者となる千葉県内の中学校に在籍

している３年生の生徒数は５２，９０２人、開設４年目に受験対象者となる中学校に在籍

している２年生の生徒数は５１，８１４人、開設５年目に受験対象者となる中学校に在籍

している１年生の生徒数は５１，２７５人となっている。（資料 3）※学校基本調査：

「年度別千葉県内の高等学校・中学校・小学校の在籍者数」 

なお、千葉県内の中学校を卒業した者の高等学校等への進学率の過去５年間の平均は９

８．９％となっており、千葉県内の中学校を卒業した者の高等学校等への進学率を見て

も、今後、千葉県内の大学受験対象者が大きく減少することはなく、中長期的な学生確保

の見通しがあるものと考えられる。（資料 4）※学校基本調査：「年度別千葉県内の中学

校を卒業した者の高等学校への進学率等」 

２ 千葉県の小学校の在籍者数－開設から６年目以降－ 

令和５年度の学校基本調査によると、情報マネジメント学部の開設６年目に受験対象者

となる千葉県内の小学校に在籍している６年生の児童数は５１，５４６人、７年目に受験

対象者となる小学校に在籍している５年生の児童数は５０，５７４人となっている。 

また、８年目に受験対象者となる千葉県内の小学校に在籍している４年生の児童数は４

９，９６３人、９年目に受験対象者となる小学校に在籍している３年生の児童数は５０，

１５０人、１０年目に受験対象者となる小学校に在籍している２年生の児童数は４９，７

７８人となっている。（資料 3）※学校基本調査：「年度別千葉県内の高等学校・中学

校・小学校の在籍者数」 

このように千葉県内の小学校に在籍している児童数からも、情報マネジメント学部の開

設から１０年の間に千葉県内の大学受験対象者が大きく減少することはなく、中長期的な

学生確保の見通しがあるものと考えられる。 
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３ 千葉県の高等学校を卒業した者の大学進学状況 

学校基本調査によると、千葉県内の高等学校を卒業した者の大学等進学状況は、令和５

年は卒業生４５，８２０人のうち大学等進学者は２８，６４２人で大学等進学率は６２．

５％、令和４年は卒業者４６，８５２人のうち大学等進学者は２８，７６３人で大学等進

学率は６１．４％、令和３年は卒業者４８，２０２人のうち大学等進学者は２８，０６８

人で大学等進学率は５８．２％、令和２年は卒業者４８，２８９人のうち大学等進学者は

２７，０３０人で大学等進学率は５６．０％、令和元年は卒業者４８，９９８人のうち大

学等進学者は２６，９７５人で大学等進学率は５５．１％となっている。 

また、千葉県内の高等学校を卒業した者の過去５年間の大学等進学率は、令和元年の５

５．１％から毎年増加の傾向を辿りながら、令和５年は６２．５％と７．４ポイント上昇

しており、１８歳人口の減少期においても安定した状況で推移していることから、中長期

的な定員充足の見通しがあると考えられる。（資料 5）※学校基本調査：「年度別千葉県

内の高等学校を卒業した者の大学進学率等」 

③ 新設組織の主な学生募集地域

１ 新設組織の主な学生募集地域 

情報マネジメント学部における主な学生募集地域は、千葉県を中心としつつ隣接してい

る東京都、茨城県としている。 

令和５年度の学校基本調査による直近年度における出身高校の所在地県別の入学者数の

構成比（上位５府県）をみると、千葉県３８．９％、東京都１６．６％、茨城県８．

０％、埼玉県７．３％、神奈川県３．３％となっている。（資料 ６） ※「別紙 １ 

出身高校の所在地県別の入学者数の構成比 (上位５都道府県) ※直近年度」 

また、本学の既設学部における直近５年間の都道府県別の入学者の状況をみると、千葉

県、東京都、茨城県内の高等学校を卒業した者の割合は、入学者総数２，２５１人に対し

て、千葉県約７８．１％(入学者１,759人)、東京都約５．３％(入学者119人)、茨城県約

２．４％(入学者55人)となっており、既設学部における直近５年間の入学状況から千葉

県、東京都、茨城県の高等学校を卒業した者の本学への入学の傾向は今後も続くことが見

込まれる。（資料 7）※「敬愛大学の既設学部の県別入学者数等」 

このように出身高校の所在地県別の入学者数の構成比及び本学の既設学部における直近

５年間の都道府県別の入学者の状況から、情報マネジメント学部における学生募集地域の

設定は妥当性のあるものと考えられる。 

２ 新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況等 

日本私立学校振興・共済事業団の「私立大学・短期大学等入学志願動向」における「地

域別の動向」によると、情報マネジメント学部を設置する「千葉」の直近３年間の入学定

員充足率は、令和３年度は１０１．０９％、令和４年度は９８．９０％、令和５年度は９

７．４１％となっており、安定した定員充足状況を維持している。 

（資料 8） ※「別紙 １ 新設組織が置かれている都道府県の定員充足状況」 
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また、日本私立学校振興・共済事業団の「私立大学・短期大学等入学志願動向」におけ

る「学部系統別の動向」の系統区分「社会科学系」の直近３年間の入学定員充足率は、令

和３年度は１０１．５６％、令和４年度は１０２．７３％、令和５年度は１０２．７０％

となっており、安定した定員充足状況となっている。（資料 9） ※「別紙 １ 新設組

織の学問分野(系統区分)の定員充足状況」 

④ 既設組織の定員充足の状況

既設学科等の収容定員の充足状況及び既設学科等の入学定員の直近５年間の充足状況に

ついては、別紙２－１、別紙２－２、並びに別紙２－３の通りとなっており、１８歳人口

の減少期においても安定した定員充足の状況を維持していることから、今後の定員充足に

ついても十分な見通しがあると考えている。（資料10） ※「別紙 ２－１、２－２、２

－３ 既設学科等の入学定員の充足状況(直近５年間)」 

（３）学生確保の見通し

① 学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果

ア 既設組織における取組とその目標

新設組織と近接する学問分野を持つ既設組織の経済学部の学生募集のためのＰＲ活動の

過去４年間の実績については、別紙資料11の別紙３－１の通りとなっており、オープンキ

ャンパスにおいては、参加者等総数２，０８７人のうち約２７．７％に当たる５７９人が

入学しており、進学ガイダンスにおいては、参加者等総数４，６７１人のうち約２．８％

に当たる１３１人が入学している。 

また、大学案内及び学生募集要項等の資料請求においては、資料請求者総数５３，５４

８人のうち約２．３％に当たる１，２２８人が入学しており、１８歳人口の減少期におい

ても安定した定員充足の状況を維持していることから、今後の定員充足についても十分な

見通しがあると考えている。（資料11）※「別紙 ３－１、３－２、３－３、３－4 既設

学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績」） 

なお、進学ガイダンス及び資料請求者については、志望学部等未確定者が多いため、学

部別ではなく「全学ベース」での集計としている。 

イ 新設組織における取組とその目標

１ 学生確保のためのＰＲ活動の方針等 

学生確保のためのＰＲ活動については、大学案内やキャンパスガイド、パンフレット等

の印刷物の配布をはじめ、ホームページや高校生向けのＳＮＳ等の電子媒体による情報の

提供、新聞、雑誌、車内広告等の各種メディアを活用したＰＲ活動を行うとともに、資料

等請求者に対するダイレクトメールによる各種情報の提供を行うこととしている。 

また、高等学校訪問、オープンキャンパス、高校教員向け説明会、保護者向け説明会を

はじめ各地域における進学相談会などの開催を通じて、学部・学科の理念、養成する人材

像、学位授与方針・教育課程編成の方針・入学者の受入方針、学生生活を通した活動や想

定される進路など、様々な教育情報について、高校生や保護者に対して広く周知を図るこ
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ととしている。 

２ 高等学校訪問 

高校訪問を中心とする個別募集活動に向けた募集戦略の強化を図ることとしており、具

体的には、入試業務全般を所管し、募集広報に係る高校訪問を専門とする担当部署の職員

が中心となって、高等学校を中心とした重点募集対象地域の選定から最重点訪問校や重点

訪問校のセグメントによる高等学校募集訪問計画の策定により、高等学校からの確実な入

学者の確保を目指すこととする。（資料12）※「高等学校訪問の具体的計画」 

高等学校訪問は、募集対象者が多数在籍している高等学校の教員に対して、本学の様々

な教育情報を直接的に周知することができるとともに、継続的な訪問活動を行うことで、

高等学校の教員との信頼関係を築くことができるものであり、高等学校の教員との信頼関

係が構築できた場合には、高校内での生徒に対する進学説明会の実施をはじめ、当該専門

分野に進学を希望している生徒の紹介をしてもらえるなどの効果が期待される。 

３ オープンキャンパス 

本学への入学を希望・検討している高校生やその保護者を対象として、施設内を積極的

に公開し、本学への関心を深めてもらうための入学促進イベントとして、オープンキャン

パスの実施を予定しており、学長による大学紹介や学部長による学部紹介、在学生や教職

員による施設見学会、教員による模擬授業、大学で学べる学問内容、入学者選抜制度、大

学生活についての個別相談や質問を受け付けるなど、受験生や保護者との対面による丁寧

な説明を行うことにより、本学への関心を深めてもらうとともに、よりミスマッチの少な

い学生を入学させることの効果が期待される。（資料13）※「2024年オープンキャンパス

年間計画」 

４ 高校教員向け説明会 

高等学校の教員を対象とする説明会を開催する予定としており、学長による大学紹介、

学部・学科別の個別説明、開学初年度の入試概要、奨学金制度、大学施設の見学など、高

等学校の教員と本学の教職員との対面による丁寧な説明を行うこととし、本学の教育・研

究活動等に関する理解を深めてもらうための情報提供の機会を設けることにより、高等学

校の教員が本学への進学を希望する生徒に対する進路指導の際に役立ててもらうことの効

果が期待される。（資料14）※「高校教員向け説明会(2024 大学説明会実施要項)」 

５ 進学相談会 

全国の主要な都市で開催される民間業者が主催する進学相談会への参加を予定してお

り、大学・学部資料の配付や学部紹介ＤＶＤの放映から、学位授与の方針・教育課程編成

の方針・入学者受入の方針、授業科目や講義等の内容、想定される卒業後の進路などに関

する情報を広く提供することにより、広域から学生を確保することの効果が期待される。 

ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、新設組織での入学者の見込み数

既設組織における過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析

については、別紙３の通りとなっており、各取組に関する参加者等総数の見込みから予想
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される入学者の総数は１１１名（オープンキャンパス２５名、進学ガイダンス１０名、資

料請求者７６名）となることから、新設組織における定員充足においても十分な見込みが

あるものと考えている。（資料 11） ※「別紙 ３－1、３－2、３－3 、３－4 既設

学部等の学生募集のためのPR活動の過去の実績」  

② 競合校の状況分析

ア 競合校の選定理由と新設組織との比較分析、優位性

１ 競合校の選定理由 

競合校の選定理由としては、学校種の類似性は、本学と同様の「私立大学（４年制）」、

学問分野の類似性は、当該大学の教育課程の編成状況を踏まえ、学校基本調査の学科系統

分類表の中分類を参考に「商学・経済学」と推察される教育組織とし、所在地の類似性に

ついては、新設組織における主な学生募集地域としている「東京都」に所在している大学

の教育組織を選定しており、学力層の類似性は、河合塾による偏差値を参考に新設組織が

想定する学力層と同程度の教育組織を選定している。 

２ 競合校との比較分析 

競合校と新設組織との入試（競合校の受験期間、入学手続時期との関係）、学生納付

金・奨学制度などの修学支援の内容、就職支援の内容、取得できる資格などの比較につい

ては、別紙資料１５の通りであり、競合校との比較分析の観点からも、新設組織において

は同等又は同等以上の内容を整えているものと考えられる。 

また、教育内容と方法における競合校と比較したときの優位性については、新設組織で

は、特に昨今のコンピュータの処理能力やネットワーク技術の向上を踏まえたうえで、経

営学分野に関する基礎的な知識の習得のもと、最新の情報技術から生まれるＩＣＴスキル

や統計分析などデータサイエンスの知識や技能をマネジメントの視点で適切に活用するこ

とのできる能力の習得を目的とした教育内容としている点で、競合校と比較して優位性が

あるものと考えられる。（資料15）※「競合校との比較表」 

イ 競合校の入学志願動向等

情報マネジメント学部情報マネジメント学科と競合が想定される大学は、多摩大学（経

営情報学部経営情報学科）と産業能率大学（情報マネジメント学部現代マネジメント学

科）で、多摩大学が公表している経営情報学部（学科別及び受験者数のデータ掲載はな

い）における２０２１年度から２０２３年度の平均の入学志願動向等は、入学定員３１７

人に対して志願者数１，４５５人、合格者数１，０６４人、入学者数３７０人、定員充足

率１１６．７１％となっている。 

また、産業能率大学が公表している情報マネジメント学部現代マネジメント学科におけ

る２０２３年度（過年度における入試データの掲載はない）の入学志願動向等は、入学定

員３３０人に対して志願者数７６３人、合格者数４０９人、入学者数３８１人、定員充足

率１１５．４５％となっている。（資料16）※「競合校の志願者数等の状況」 

このように、情報マネジメント学部情報マネジメント学科との競合が想定される大学で
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は、１８歳人口の減少期においても安定した入学志願動向となっている。 

ウ 新設組織において定員を充足できる根拠等（競合校定員未充足の場合のみ）

－該当なし－

エ 学生納付金等の金額設定の理由

情報マネジメント学部の学生納付金等の金額設定の理由は、大学及び学部運営に係る財

務的な視点と学生納付金の学生への還元など受益者に対する説明責任の観点を踏まえると

ともに、競合が想定される類似の教育組織を設置している私立大学（多摩大学経営情報学

部、産業能率大学情報マネジメント学部）の学生納付金を勘案したうえで、完成年度にお

ける教育研究経費比率や教育活動支出依存率を見極めつつ、大学及び学部の運営上におけ

る人件費及び教育研究や管理運営に係る経常経費等の財務予測による実質的な採算分岐点

に基づく金額として設定としている。（資料17）※「競合校の学生納付金一覧」 

③ 先行事例分析

－該当なし－

④ 学生確保に関するアンケート調査

情報マネジメント学部の設置計画を策定するにあたり、定員充足の見込みについて客観

的な根拠となるデータから検証することを目的として、本学への受験実績や進学実績があ

る千葉県を中心に所在する高等学校に在籍している２年生と１年生を対象とした進学需要

に関するアンケート調査を実施した。（資料18）※「調査報告書－抜粋－」 

その結果、卒業後の進路を「大学」と回答し、進学を希望する場合の大学等の設置者を

「私立」と回答した者で、興味のある学問分野を「経営学関係（情報・経営情報等）」と

回答した者のうち、敬愛大学の情報マネジメント学部が設置された場合、情報マネジメン

ト学部を「第一志望として受験する」と回答し、かつ「入学する」と回答した２年生は９

７人、１年生は９９人となっている。 

このような本学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する高等学校に在籍

している２年生と１年生に限定した調査結果においても、本学の情報マネジメント学部へ

の進学意向の高さがうかがえることから、学生確保の見通しがあるものと考えられる。 

⑤ 人材需要に関するアンケート調査

情報マネジメント学部の設置計画を策定するうえで、本学の情報マネジメント学部の人

材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、社会的な人材需要の見通しを踏まえ

た計画であることを客観的根拠となるデータから検証することを目的として、本学への求

人実績や卒業生の採用実績がある関連企業等を対象として、情報マネジメント学部で養成

する人材の必要性及び卒業生に対する採用意向に関するアンケート調査を実施した。（資

料19）※「調査報告書－抜粋－」 

その結果、情報マネジメント学部で養成する人材の必要性については、回答件数１３７

件の約９７．８％にあたる１３４件が「必要性を感じる」と回答しており、情報マネジメ

ント学部で学んだ卒業生の採用については、回答件数１３７件の約９４．９％にあたる１
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３０件が「採用したいと思う」と回答している。 

また、情報マネジメント学部で学んだ卒業生を「採用したいと思う」と回答した関連企

業等のうち、単年度当りの採用人数の見込みを「１人」と回答したのが１６件、採用人数

「２人」と回答したのが１０件、採用人数「３人以上」と回答したのが２１件、「人数は

未定」と回答したのが８３件となっている。 

なお、採用人数「３人以上」と回答した採用人数を３人、「人数は未定」と回答した採

用人数を１人として、これらの採用人数を合計すると１８２人となり、このことからも情

報マネジメント学部で学んだ卒業生に対する人材需要の見通しはあると考えられる。 

このような本学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の関連企業等に限定した調

査結果においても、本学の情報マネジメント学部で学んだ卒業生への採用意向の高さがう

かがえる結果となっており、このことは、本学が設置を計画している情報マネジメント学

部における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、社会的な人材需要の見

通しを踏まえた計画であるものと考えられる。 

（４）新設組織の定員設定の理由

情報マネジメント学部の定員設定の理由は、千葉県の高等学校・中学校・小学校の生

徒・児童数、千葉県の高等学校を卒業した者の大学進学状況、既設組織の定員充足の状

況、競合校の入学志願動向等、さらには、千葉県を中心に所在する高等学校の在校生に対

する進学需要調査の結果に加えて、本学への求人実績や卒業生の採用実績がある関連企業

等を対象とした人材需要調査の結果などを総合的に踏まえたものであり、合理性のある設

定であると考えている。 
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【資料２】 

情報マネジメント学部の進学需要等に関するアンケート調査結果報告書 －抜粋－ 

２．人材の採用見込み 

敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、人材の採用見込み

について質問したところ、回答件数 137 件の約 79.6％にあたる 109 件が「増加すると思う」

と回答している。 

問２ 人材の採用見込み 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 増加すると思う 109 79.6 

２ 増加すると思わない 28 20.4 

未回答・不明 0 0.0 

合計 137 100.0 

３．情報マネジメント学部で養成する人材の必要性 

敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、情報マネジメント

学部で養成する人材の必要性について質問したところ、回答件数 137 件の約 97.8％にあた

る 134 件が「必要性を感じる」と回答している。 

問３ 情報マネジメント学部で養成する人材の必要性 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 必要性を感じる 134 97.8 

２ 必要性を感じない 3 2.2 

未回答・不明 0 0.0 

合計 137 100.0 

４．情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用 

敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、情報マネジメント

学部で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回答件数 137 件の約 94.9％にあたる

130 件が「採用したいと思う」と回答している。 

問４ 情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 採用したいと思う 130 94.9 

２ 採用したいと思わない 7 5.1 

未回答・不明 0 0.0 

合計 137 100.0 
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５．情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用人数 

問４で、情報マネジメント学部で学んだ卒業生を「採用したいと思う」と回答した民間企

業等のうち、単年度当りの卒業生の採用人数を「１人」と回答したのは 16 件、「２人」と回

答したのは 10 件、「３人以上」と回答したのは 21 件、「人数は未定」と回答したのは 83 件

となっている。 

問５ 情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ １人 16 12.3 

２ ２人 10 7.7 

３ ３人以上 21 16.2 

４ 人数は未定 83 63.8 

未回答・不明 0 0.0 

合計 130 100.0 

６．情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用人数 －クロス集計－ 

問３で、情報マネジメント学部で養成する人材の必要性について「必要性を感じる」と回

答した民間企業等で、問４で、情報マネジメント学部で学んだ卒業生を「採用したいと思う」

と回答した民間企業等のうち、問５で、単年度当りの卒業生の採用人数を「１人」と回答し

たのは 16 件、「２人」と回答したのは 10 件、「３人以上」と回答したのは 21 件、「人数は未

定」と回答したのは 81 件となっている。 

なお、「採用人数３人以上」と回答した採用人数を「３人」とし、「人数は未定」と回答し

た採用人数を「１人」として採用人数を合計すると 180 人となり、これらの採用人数からも

敬愛大学の情報マネジメント学部で学んだ卒業生に対する採用意向の高さをうかがうこと

ができる。 

このような敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の民間企業等に限定し

た調査結果においても、情報マネジメント学部で学んだ卒業生への採用意向の高さがうかが

えることから、卒業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。 

【クロス集計】 情報マネジメント学部の卒業生の採用人数／問３から問５までの条件に合致するもの 

No. カテゴリ 件数／件 人数／人 

１ 必要性を感じる×採用したいと思う×１人 16 16 

２ 必要性を感じる×採用したいと思う×２人 10 20 

３ 必要性を感じる×採用したいと思う×３人 21 63 

４ 必要性を感じる×採用したいと思う×人数は未定 83 83 

合計 128 182 

＊問３ クロス集計する選択肢「養成する人材の必要性」 

＊問４ クロス集計する選択肢「卒業生の採用意向」 

＊問５ クロス集計する選択肢「卒業生の採用人数」 
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年　度 経過年数 学　年 在籍者数

令和7年度 設置初年度 高校２年 45,913

令和8年度 設置２年目 高校１年 46,788

令和9年度 設置３年目 中学校３年 52,902

令和10年度 設置４年目 中学校２年 51,814

令和11年度 設置５年目 中学校１年 51,275

令和12年度 設置６年目 小学校６年 51,546

令和13年度 設置７年目 小学校５年 50,574

令和14年度 設置８年目 小学校４年 49,963

令和15年度 設置９年目 小学校３年 50,150

令和16年度 設置10年目 小学校２年 49,778

出　典 データは、「学校基本調査」より抜粋

【資料　３】年度別千葉県内の高等学校・中学校・小学校の在籍者数

 千葉県内の年度別　生徒・児童在籍者数　(設置経過年度別)
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年　度 卒業者数 高校等進学者数 高校等進学率 平 均

令和5年度 52,897 52,257 98.8%

令和4年度 52,736 52,166 98.9%

令和3年度 51,297 50,788 99.0%

令和2年度 53,790 53,162 98.8%

令和元年度
(平成31年度)

53,336 52,730 98.9%

出　典 　データは、「学校基本調査」より抜粋

 千葉県内の中学校を卒業した者の高校進学率等(過去５年間)

98.9%

【資料　４】年度別千葉県内の中学校を卒業した者の高等学校への進学率
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年　度 卒業者数 大学等進学者数 大学等進学率 平 均

令和5年度 45,820 28,642 62.5%

令和4年度 46,852 28,763 61.4%

令和3年度 48,202 28,068 58.2%

令和2年度 48,289 27,030 56.0%

令和元年度
(平成31年度)

48,998 26,975 55.1%

出　典 「学校基本調査」より抜粋

　千葉県内の高等学校を卒業した者の大学進学率等

58.6%

【資料　５】年度別千葉県内の高等学校を卒業した者の大学進学率等
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新設組織が置かれる都道府県への入学状況

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 千葉県 10,566人 38.9%

2 東京都 4,517人 16.6%

3 茨城県 2,168人 8.0%

4 埼玉県 1,974人 7.3%

5 神奈川県 900人 3.3%

全　　体 27,174人 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専門
学校を含む）。大学院は作成不要。

【資料　６】別紙１　出身高校の所在地県別の入学者数の構成比(上位５都道府県)※直近年度
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都道府県 入学者数 構成比

1 千葉県 335 78.8%

2 東京都 23 5.4%

3 茨城県 7 1.6%

4 埼玉県 5 1.2%

5 神奈川県 5 1.2%

その他 50 11.8%

合　計 425 100.0%

学部名 年　度 全体 千葉 東京 茨城 備　考

2019年度入学 290 233 13 5

2020年度入学 275 200 20 4

2021年度入学 279 222 17 6

2022年度入学 239 183 18 13

2023年度入学 257 202 14 2

計 1,340 1,040 82 30

2019年度入学 205 155 3 9

2020年度入学 195 149 11 2

2021年度入学 108 80 4 2

2022年度入学 86 64 7 3

2023年度入学 109 86 5 1

計 703 534 30 17

2019年度入学

2020年度入学

2021年度入学 75 73 1 1

2022年度入学 74 65 2 3

2023年度入学 59 47 4 4

計 208 185 7 8

②．敬愛大学の既設学部の過去５年間の県別入学者数

経済学部

国際学部

教育学部

教育学部は
2021年届出に
より設置

2019、2020年
度には、国際
学部ことも教
育学科の入学
者数を含む

大学全体

　【資料　７】敬愛大学の既設学部の県別入学者数等

経済学部、国
際学部は、５
年間分、教育
学部は３年間
で算出

2,251 1,759 119 55

①．敬愛大学の令和５年度出身校所在地別の入学者及び構成比　(上位５県)
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学部名 年　度 3都県 千葉 東京 茨城 備　考

2019年度入学 86.6% 80.3% 4.5% 1.7%

2020年度入学 81.5% 72.7% 7.3% 1.5%

2021年度入学 87.8% 79.6% 6.1% 2.2%

2022年度入学 89.5% 76.6% 7.5% 5.4%

2023年度入学 84.8% 78.6% 5.4% 0.8%

計 86.0% 77.6% 6.1% 2.2%

2019年度入学 81.5% 75.6% 1.5% 4.4%

2020年度入学 83.1% 76.4% 5.6% 1.0%

2021年度入学 79.6% 74.1% 3.7% 1.9%

2022年度入学 86.0% 74.4% 8.1% 3.5%

2023年度入学 84.4% 78.9% 4.6% 0.9%

計 82.6% 76.0% 4.3% 2.4%

2019年度入学

2020年度入学

2021年度入学 100.0% 97.3% 1.3% 1.3%

2022年度入学 94.6% 87.8% 2.7% 4.1%

2023年度入学 93.2% 79.7% 6.8% 6.8%

計 96.2% 88.9% 3.4% 3.8%

国際学部

教育学部

教育学部は
2021年届出に
より設置

③．敬愛大学の既設学部の過去５年間の県別入学者の比率

経済学部

近隣３都県 2.4%

経済学部、国
際学部は、５
年間分、教育
学部は３年間
で算出

85.9% 78.1% 5.3%
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新設組織が置かれる都道府県への入学状況

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 千葉県 101.09% 98.90% 97.41%

2

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

【資料　８】別紙１　新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

新組織所在地
（都道府県）

充足率
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新設組織が置かれる都道府県への入学状況

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1
社会科学系(情報
マネジメント)

101.56% 102.73% 102.70%

2

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

系統区分
充足率

【資料　９】別紙１　新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間）
大学学部学科等名：経済学部

（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）
１．各選抜方法の状況 H31.4.1 R2.4.1 R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1

H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均
50人 50人 50人 50人 50人 50 人

延べ人数 志願者数 150人 168人 154人 141人 139人 150 人
受験者数 149人 162人 153人 141人 138人 149 人
合格者数 132人 110人 103人 76人 81人 100 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 2人 2人 0人 1人 0人 1 人

実 人 数 志願者数 150人 168人 154人 141人 139人 150 人
受験者数 149人 162人 153人 141人 138人 149 人
合格者数 132人 110人 103人 76人 81人 100 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 2人 2人 0人 1人 0人 1 人

128人 106人 101人 75人 81人 98 人
55人 55人 55人 55人 55人 55 人

延べ人数 志願者数 81人 111人 139人 161人 174人 133 人
受験者数 81人 111人 139人 160人 174人 133 人
合格者数 80人 109人 134人 156人 171人 130 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0 人

実 人 数 志願者数 81人 111人 139人 161人 174人 133 人
受験者数 81人 111人 139人 160人 174人 133 人
合格者数 80人 109人 134人 156人 171人 130 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 1人 0人 0人 0人 0 人

79人 107人 134人 156人 171人 129 人
50人 50人 50人 50人 50人 50 人

延べ人数 志願者数 194人 234人 184人 134人 81人 165 人
受験者数 177人 216人 157人 113人 77人 148 人
合格者数 59人 73人 68人 12人 37人 50 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 29人 6 人
辞退者数 1人 5人 3人 2人 0人 2 人

実 人 数 志願者数 183人 212人 167人 127人 61人 150 人
受験者数 166人 196人 142人 108人 58人 134 人
合格者数 53人 67人 59人 27人 37人 49 人
うち追加合格者数 0人 8人 15人 21人 29人 15 人
辞退者数 1人 5人 3人 2人 0人 2 人

31人 37人 31人 4人 4人 21 人
50人 50人 50人 50人 60人 52 人

延べ人数 志願者数 202人 236人 135人 127人 70人 154 人
受験者数 202人 236人 135人 127人 70人 154 人
合格者数 113人 76人 62人 15人 31人 59 人
うち追加合格者数 2人 5人 1人 27人 23人 12 人
辞退者数 1人 6人 2人 0人 0人 2 人

実 人 数 志願者数 159人 215人 125人 115人 59人 135 人
受験者数 159人 215人 125人 115人 59人 135 人
合格者数 109人 68人 56人 38人 27人 60 人
うち追加合格者数 2人 5人 1人 27人 23人 12 人
辞退者数 1人 6人 2人 0人 0人 2 人

41人 10人 7人 3人 0人 12 人
20人 20人 20人 20人 10人 18 人

延べ人数 志願者数 29人 57人 33人 9人 3人 26 人
受験者数 27人 54人 31人 9人 3人 25 人
合格者数 11人 16人 10人 1人 2人 8 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0 人

実 人 数 志願者数 29人 57人 33人 9人 3人 26 人
受験者数 27人 54人 31人 9人 3人 25 人
合格者数 11人 16人 10人 1人 2人 8 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 1人 0人 0人 0 人

11人 15人 7人 1人 2人 7 人
225人 225人 225人 225人 225人 225 人

延べ人数 志願者数 656人 806人 645人 572人 467人 629 人
受験者数 636人 779人 615人 550人 462人 608 人
合格者数 395人 384人 377人 260人 322人 348 人
うち追加合格者数 2人 5人 1人 27人 52人 17 人
辞退者数 4人 14人 6人 3人 0人 5 人

実 人 数 志願者数 602人 763人 618人 553人 436人 594 人
受験者数 582人 738人 590人 533人 432人 575 人
合格者数 385人 370人 362人 298人 318人 347 人
うち追加合格者数 2人 13人 16人 48人 52人 26 人
辞退者数 4人 14人 6人 3人 0人 5 人

290人 275人 280人 239人 258人 268 人

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

225人 225人 225人 225人 225人 225
1.29 1.22 1.24 1.06 1.15 1.20
0.75 0.72 0.74 0.69 0.70 0.72

【資料　10】別紙　２　既設学科等の入学定員の充足状況　２－１

（備考）特記事項がある場合は記載する

　　経済学部の経済学科、経営学科は２年進級時に学科選択制としているため、学部のデータにより算出。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間）
大学学部学科等名：国際学部　国際学科

（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）
１．各選抜方法の状況 H31.4.1 R2.4.1 R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1

H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均
21人 21人 21人 18人 18人 20 人

延べ人数 志願者数 23人 38人 12人 14人 33人 24 人
受験者数 23人 37人 12人 14人 33人 24 人
合格者数 16人 28人 7人 14人 32人 19 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人

実 人 数 志願者数 23人 38人 12人 14人 33人 24 人
受験者数 23人 37人 12人 14人 33人 24 人
合格者数 16人 28人 7人 14人 32人 19 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人

16人 28人 7人 14人 32人 19 人
22人 22人 22人 25人 25人 23 人

延べ人数 志願者数 58人 61人 64人 43人 58人 57 人
受験者数 58人 61人 64人 43人 58人 57 人
合格者数 57人 59人 64人 43人 58人 56 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人

実 人 数 志願者数 58人 61人 64人 43人 58人 57 人
受験者数 58人 61人 64人 43人 58人 57 人
合格者数 57人 59人 64人 43人 58人 56 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人

56人 59人 64人 43人 58人 56 人
18人 18人 18人 18人 18人 18 人

延べ人数 志願者数 75人 136人 64人 38人 47人 72 人
受験者数 70人 123人 54人 35人 45人 65 人
合格者数 36人 43人 46人 35人 41人 40 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 1人 2人 0人 2人 1人 1 人

実 人 数 志願者数 56人 95人 42人 18人 18人 46 人
受験者数 55人 87人 34人 18人 18人 42 人
合格者数 32人 33人 31人 18人 17人 26 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 1人 2人 0人 2人 1人 1 人

13人 10人 19人 15人 10人 13 人
17人 17人 17人 17人 17人 17 人

延べ人数 志願者数 101人 141人 77人 56人 46人 84 人
受験者数 101人 141人 77人 56人 46人 84 人
合格者数 60人 47人 49人 55人 43人 51 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 1人 1人 0人 0 人

実 人 数 志願者数 79人 91人 60人 34人 21人 57 人
受験者数 79人 91人 60人 34人 21人 57 人
合格者数 53人 33人 39人 33人 21人 36 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 1人 1人 0人 0 人

15人 10人 3人 6人 2人 7 人
20人 20人 20人 20人 20人 20 人

延べ人数 志願者数 31人 35人 25人 9人 13人 23 人
受験者数 31人 33人 23人 8人 10人 21 人
合格者数 22人 19人 21人 8人 8人 16 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 1人 2人 0人 1人 1 人

実 人 数 志願者数 31人 35人 25人 9人 13人 23 人
受験者数 31人 33人 23人 8人 10人 21 人
合格者数 22人 19人 21人 8人 8人 16 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 1人 2人 0人 1人 1 人

19人 16人 15人 8人 7人 13 人
98人 98人 98人 98人 98人 98 人

延べ人数 志願者数 288人 411人 242人 160人 197人 260 人
受験者数 283人 395人 230人 156人 192人 251 人
合格者数 191人 196人 187人 155人 182人 182 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 1人 3人 3人 3人 2人 2 人

実 人 数 志願者数 247人 320人 203人 118人 143人 206 人
受験者数 246人 309人 193人 117人 140人 201 人
合格者数 180人 172人 162人 116人 136人 153 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 1人 3人 3人 3人 2人 2 人

119人 123人 108人 86人 109人 109 人

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

98人 98人 98人 98人 98人 98
1.21 1.26 1.10 0.88 1.11 1.11
0.66 0.72 0.67 0.74 0.80 0.70

【資料　10】別紙　２　既設学科等の入学定員の充足状況　２－２

（備考）特記事項がある場合は記載すること。
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間）
大学学部学科等名：教育学部　こども教育学科

（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）
１．各選抜方法の状況 2019/4/1 2020/4/1 2021/4/1 2022/4/1 2023/4/1

H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均
10人 10人 10人 10 人

延べ人数 志願者数 24人 21人 17人 21 人
受験者数 24人 21人 17人 21 人
合格者数 20人 18人 17人 18 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 0人 0 人

実 人 数 志願者数 24人 21人 17人 21 人
受験者数 24人 21人 17人 21 人
合格者数 20人 18人 17人 18 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 0人 0 人

19人 18人 17人 18 人
20人 20人 20人 20 人

延べ人数 志願者数 38人 37人 28人 34 人
受験者数 38人 37人 28人 34 人
合格者数 38人 37人 28人 34 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 0人 0 人

実 人 数 志願者数 38人 37人 28人 34 人
受験者数 38人 37人 28人 34 人
合格者数 38人 37人 28人 34 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 0人 0人 0人 0 人

38人 37人 28人 34 人
20人 20人 20人 20 人

延べ人数 志願者数 68人 53人 52人 58 人
受験者数 59人 45人 44人 49 人
合格者数 45人 44人 44人 44 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 2人 3人 6人 4 人

実 人 数 志願者数 52人 44人 36人 44 人
受験者数 46人 37人 28人 37 人
合格者数 41人 37人 28人 35 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 2人 3人 6人 4 人

17人 14人 14人 15 人
22人 22人 22人 22 人

延べ人数 志願者数 76人 64人 51人 64 人
受験者数 76人 64人 51人 64 人
合格者数 40人 62人 47人 50 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 1人 2人 0人 1 人

実 人 数 志願者数 69人 54人 38人 54 人
受験者数 69人 54人 38人 54 人
合格者数 37人 52人 36人 42 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 1人 2人 0人 1 人

1人 5人 0人 2 人
0人 0人 0人 0 人

延べ人数 志願者数
受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数
実 人 数 志願者数

受験者数
合格者数
うち追加合格者数

辞退者数

72人 72人 72人 72 人
延べ人数 志願者数 206人 175人 148人 176 人

受験者数 197人 167人 140人 168 人
合格者数 143人 161人 136人 147 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 3人 5人 6人 5 人

実 人 数 志願者数 183人 156人 119人 153 人
受験者数 177人 149人 111人 146 人
合格者数 136人 144人 109人 130 人
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0 人
辞退者数 3人 5人 6人 5 人

75人 74人 59人 69 人

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

72人 72人 72人 72
1.04 1.03 0.82 0.96
0.55 0.51 0.54 0.54

【資料　10】別紙　２　既設学科等の入学定員の充足状況　２－３
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（備考）特記事項がある場合は記載すること。
　　教育学部　こども教育学科は、令和３年度設置。
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３-1

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：経済学部のオープンキャンパス

R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1

R3年度入試 R4年度入試 R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 214人 522人 588人 763人

うち受験対象者数(b) 214人 505人 520人 544人

うち受験者数(c) 122人 156人 214人 180人

うち入学者数(d) 110人 118人 175人 176人

（受験率 c/b） 57% 31% 41% 33%

（入学率 d/b） 51% 23% 34% 32%

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：進学ガイダンス（全学）

R3年度入試 R4年度入試 R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 885人 711人 1010人 2065人

うち受験対象者数(b) 417人 78人 431人 891人

うち受験者数(c) 20人 4人 57人 68人

うち入学者数(d) 12人 4人 49人 66人

（受験率 c/b） 5% 5% 13% 8%

（入学率 d/b） 3% 5% 11% 7%

③募集を行った学科等名称及び取組の名称：資料請求者（全学）

R3年度入試 R4年度入試 R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 11602人 11512人 11424人 19010人

うち受験対象者数(b) 4778人 4028人 3750人 9527人

うち受験者数(c) 471人 464人 427人 305人

うち入学者数(d) 321人 311人 299人 297人

（受験率 c/b） 147% 12% 11% 3%

（入学率 d/b） 7% 8% 8% 3%

①取組概要
本学の受験希望者および保護者に対して、学部紹介、入試制度説明、模擬授業、受験対策
講座、学内見学、個別相談を実施。
※R2～R4は、オンライン実施分も含める

■R3年度入試対象（R2開催）：計９回開催
（3/28,5/31,6/21,7/19,7/23,8/2,8/26,9/5,9/12）
■R4年度入試対象（R3開催）：計７回開催（3/27,5/30,6/20,7/18,8/1,8/25,9/11）
■R5年度入試対象（R4開催）：９回開催
（3/26,5/29,6/19,7/17,7/29,8/7,8/24,8/31,9/10）
■R6年度入試対象（R5開催）：１０回開催
（3/25,5/28,6/18,7/16,7/30,8/6,8/23,8/30,9/9,10/14）

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数

(A)情報マネジメント学部希望の高3生来場者見込：100名（類似規模の「国際学部国際学
科」のR6年度実施分を参考）
(B)入学率：25％（類似規模の「国際学部国際学科」を参考）
●入学者見込：25名（A×B)

●進学ガイダンスでは、志望学部未確定者が多いため、学部別ではなく「全学ベース」で
の集計となっている。

①取組概要
高校、または相談会場へ出向き、高校生に対して学部紹介、入試制度説明、模擬授業、個
別相談等を実施する。
※R3～R4は、オンライン実施分も含める

■R3年度入試対象（R2開催）123会場、■R4年度入試対象（R3開催）170会場
■R5年度入試対象（R4開催）183会場、■R6年度入試対象（R5開催）190会場

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数

(A)情報マネジメント学部希望の高3生来場者見込：90名(2023年度オープンキャンパス実績
における、各学部の構成比を参照する。類似規模の国際学部の構成比16%を参考に、10%を
見込む）
(B)入学率：11％（「R5年度入試向けガイダンス」参加者における入学率）
●入学者見込：10名（A×B)

●資料請求者では、志望学部未確定者が多いため、学部別ではなく「全学ベース」での集
計となっている。

①取組概要
本学ホームページや広告業者の運営する進学サイト、進学雑誌などを経由して、資料請求
を行った生徒に対して、大学案内（パンフレット）やリーフレットを郵送したり手渡した
りしている。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数

(A)情報マネジメント学部希望の高3生来場者見込：950名(2023年度オープンキャンパス実
績における、各学部の構成比を参照する。類似規模の国際学部の構成比16%を参考に、10%
を見込む）
(B)入学率：8％（「R5年度入試向け」資料請求者における入学率）
●入学者見込：76名（A×B)

【資料　11】別紙　３　既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績　３－１　
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３-2

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：国際学部国際学科のオープンキャンパス

R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1

R3年度入試 R4年度入試 R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 80人 197人 226人 257人

うち受験対象者数(b) 80人 183人 192人 133人

うち受験者数(c) 39人 33人 67人 43人

うち入学者数(d) 36人 33人 67人 43人

（受験率 c/b） 49% 18% 35% 32%

（入学率 d/b） 45% 18% 35% 32%

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：進学ガイダンス（全学）

R3年度入試 R4年度入試 R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 885人 711人 1010人 2065人

うち受験対象者数(b) 417人 78人 431人 891人

うち受験者数(c) 20人 4人 57人 68人

うち入学者数(d) 12人 4人 49人 66人

（受験率 c/b） 5% 5% 13% 8%

（入学率 d/b） 3% 5% 11% 7%

③募集を行った学科等名称及び取組の名称：資料請求者（全学）

R3年度入試 R4年度入試 R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 11602人 11512人 11424人 19010人

うち受験対象者数(b) 4778人 4028人 3750人 9527人

うち受験者数(c) 471人 464人 427人 305人

うち入学者数(d) 321人 311人 299人 297人

（受験率 c/b） 147% 12% 11% 3%

（入学率 d/b） 7% 8% 8% 3%

①取組概要
本学の受験希望者および保護者に対して、学部紹介、入試制度説明、模擬授業、受験対策
講座、学内見学、個別相談を実施。
※R2～R4は、オンライン実施分も含める

■R3年度入試対象（R2開催）：計９回開催
（3/28,5/31,6/21,7/19,7/23,8/2,8/26,9/5,9/12）
■R4年度入試対象（R3開催）：計７回開催（3/27,5/30,6/20,7/18,8/1,8/25,9/11）
■R5年度入試対象（R4開催）：９回開催
（3/26,5/29,6/19,7/17,7/29,8/7,8/24,8/31,9/10）
■R6年度入試対象（R5開催）：１０回開催
（3/25,5/28,6/18,7/16,7/30,8/6,8/23,8/30,9/9,10/14）

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数

(A)情報マネジメント学部希望の高3生来場者見込：100名（類似規模の「国際学部国際学
科」のR6年度実施分を参考）
(B)入学率：25％（類似規模の「国際学部国際学科」を参考）
●入学者見込：25名（A×B)

●進学ガイダンスでは、志望学部未確定者が多いため、学部別ではなく「全学ベース」で
の集計となっている。

①取組概要
高校、または相談会場へ出向き、高校生に対して学部紹介、入試制度説明、模擬授業、個
別相談等を実施する。
※R3～R4は、オンライン実施分も含める

■R3年度入試対象（R2開催）123会場、■R4年度入試対象（R3開催）170会場
■R5年度入試対象（R4開催）183会場、■R6年度入試対象（R5開催）190会場

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数

(A)情報マネジメント学部希望の高3生来場者見込：90名(2023年度オープンキャンパス実績
における、各学部の構成比を参照する。類似規模の国際学部の構成比16%を参考に、10%を
見込む）
(B)入学率：11％（「R5年度入試向けガイダンス」参加者における入学率）
●入学者見込：10名（A×B)

●資料請求者では、志望学部未確定者が多いため、学部別ではなく「全学ベース」での集
計となっている。

①取組概要
本学ホームページや広告業者の運営する進学サイト、進学雑誌などを経由して、資料請求
を行った生徒に対して、大学案内（パンフレット）やリーフレットを郵送したり手渡した
りしている。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数

(A)情報マネジメント学部希望の高3生来場者見込：950名(2023年度オープンキャンパス実
績における、各学部の構成比を参照する。類似規模の国際学部の構成比16%を参考に、10%
を見込む）
(B)入学率：8％（「R5年度入試向け」資料請求者における入学率）
●入学者見込：76名（A×B)
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３-3

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：教育学部こども教育学科のオープンキャンパス

R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1

R3年度入試 R4年度入試 R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 87人 180人 184人 314人

うち受験対象者数(b) 87人 156人 143人 155人

うち受験者数(c) 46人 44人 38人 50人

うち入学者数(d) 44人 43人 38人 49人

（受験率 c/b） 53% 28% 27% 32%

（入学率 d/b） 51% 28% 27% 32%

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：進学ガイダンス（全学）

R3年度入試 R4年度入試 R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 885人 711人 1010人 2065人

うち受験対象者数(b) 417人 78人 431人 891人

うち受験者数(c) 20人 4人 57人 68人

うち入学者数(d) 12人 4人 49人 66人

（受験率 c/b） 5% 5% 13% 8%

（入学率 d/b） 3% 5% 11% 7%

③募集を行った学科等名称及び取組の名称：資料請求者（全学）

R3年度入試 R4年度入試 R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 11602人 11512人 11424人 19010人

うち受験対象者数(b) 4778人 4028人 3750人 9527人

うち受験者数(c) 471人 464人 427人 305人

うち入学者数(d) 321人 311人 299人 297人

（受験率 c/b） 147% 12% 11% 3%

（入学率 d/b） 7% 8% 8% 3%

①取組概要
本学の受験希望者および保護者に対して、学部紹介、入試制度説明、模擬授業、受験対策
講座、学内見学、個別相談を実施。
※R2～R4は、オンライン実施分も含める

■R3年度入試対象（R2開催）：計９回開催
（3/28,5/31,6/21,7/19,7/23,8/2,8/26,9/5,9/12）
■R4年度入試対象（R3開催）：計７回開催（3/27,5/30,6/20,7/18,8/1,8/25,9/11）
■R5年度入試対象（R4開催）：９回開催
（3/26,5/29,6/19,7/17,7/29,8/7,8/24,8/31,9/10）
■R6年度入試対象（R5開催）：１０回開催
（3/25,5/28,6/18,7/16,7/30,8/6,8/23,8/30,9/9,10/14）

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数

(A)情報マネジメント学部希望の高3生来場者見込：150名（類似規模の「国際学部国際学
科」のR3年度実施分を参考）
(B)入学率：15％（類似規模の「国際学部国際学科」を参考）
●入学者見込：23名（A×B)

●進学ガイダンスでは、志望学部未確定者が多いため、学部別ではなく「全学ベース」で
の集計となっている。

①取組概要
高校、または相談会場へ出向き、高校生に対して学部紹介、入試制度説明、模擬授業、個
別相談等を実施する。
※R3～R4は、オンライン実施分も含める

■R3年度入試対象（R2開催）123会場、■R4年度入試対象（R3開催）170会場
■R5年度入試対象（R4開催）183会場、■R6年度入試対象（R5開催）190会場

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数

(A)情報マネジメント学部希望の高3生来場者見込：90名(2023年度オープンキャンパス実績
における、各学部の構成比を参照する。類似規模の国際学部の構成比16%を参考に、10%を
見込む）
(B)入学率：11％（「R5年度入試向けガイダンス」参加者における入学率）
●入学者見込：10名（A×B)

●資料請求者では、志望学部未確定者が多いため、学部別ではなく「全学ベース」での集
計となっている。

①取組概要
本学ホームページや広告業者の運営する進学サイト、進学雑誌などを経由して、資料請求
を行った生徒に対して、大学案内（パンフレット）やリーフレットを郵送したり手渡した
りしている。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数

(A)情報マネジメント学部希望の高3生来場者見込：950名(2023年度オープンキャンパス実
績における、各学部の構成比を参照する。類似規模の国際学部の構成比16%を参考に、10%
を見込む）
(B)入学率：8％（「R5年度入試向け」資料請求者における入学率）
●入学者見込：76名（A×B)
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績 別紙３-4

①募集を行った学科等名称及び取組の名称：進学ガイダンス

R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1

R3年度入試 R4年度入試 R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 885人 711人 1010人 2065人

うち受験対象者数(b) 417人 78人 431人 891人

うち受験者数(c) 20人 4人 57人 68人

うち入学者数(d) 12人 4人 49人 66人

（受験率 c/b） 5% 5% 13% 8%

（入学率 d/b） 3% 5% 11% 7%

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：資料請求者

R3.4.1 R4.4.1 R5.4.1 R6.4.1

R3年度入試 R4年度入試 R5年度入試 R6年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 11602人 11512人 11424人 19010人

うち受験対象者数(b) 4778人 4028人 3750人 9527人

うち受験者数(c) 471人 464人 427人 305人

うち入学者数(d) 321人 311人 299人 297人

（受験率 c/b） 147% 12% 11% 3%

（入学率 d/b） 7% 8% 8% 3%

●進学ガイダンスでは、志望学部未確定者が多いため、学部別ではなく「全学ベース」で
の集計となっている。

①取組概要
高校、または相談会場へ出向き、高校生に対して学部紹介、入試制度説明、模擬授業、個
別相談等を実施する。
※R3～R4は、オンライン実施分も含める

■R3年度入試対象（R2開催）123会場、■R4年度入試対象（R3開催）170会場
■R5年度入試対象（R4開催）183会場、■R6年度入試対象（R5開催）190会場

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数

(A)情報マネジメント学部希望の高3生来場者見込：90名(2023年度オープンキャンパス実績
における、各学部の構成比を参照する。類似規模の国際学部の構成比16%を参考に、10%を
見込む）
(B)入学率：11％（「R5年度入試向けガイダンス」参加者における入学率）
●入学者見込：10名（A×B)

●資料請求者では、志望学部未確定者が多いため、学部別ではなく「全学ベース」での集
計となっている。

①取組概要
本学ホームページや広告業者の運営する進学サイト、進学雑誌などを経由して、資料請求
を行った生徒に対して、大学案内（パンフレット）やリーフレットを郵送したり手渡した
りしている。

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想される入学者の人数

(A)情報マネジメント学部希望の高3生来場者見込：950名(2023年度オープンキャンパス実
績における、各学部の構成比を参照する。類似規模の国際学部の構成比16%を参考に、10%
を見込む）
(B)入学率：8％（「R5年度入試向け」資料請求者における入学率）
●入学者見込：76名（A×B)
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【資料１２】 

高等学校訪問の具体的計画 

① 目 標 設 定 ： 定員充足（５０名）

② 担 当 者 ： 募集広報に係る高校訪問を専門とするアドミッションセンター職員の 

複数名が中心になって活動をする。 

③ 活 動 エ リ ア ： 千葉県を中心に活動するが、近隣都県や教育分野に関心のある地

域あるいは高等学校を選定し活動をしていく。そのため、重点高等 

学校、重点地域の選定を最優先に実行する。 

④ 活 動 計 画 ： 4 月中旬より活動を開始し、年 2 回以上の訪問を継続的に実施す

る。なお、前述の重点高等学校は意図的に訪問回数を増やし、学 

校間の結びつきを深める。アドミッションセンター職員は原則的に 3 

名で対応し、そのエリア、※担当校は別途策定する。また、近年本   

学への受験比率が伸びている私立高校へのアプローチを重視する。 

中期的な施策として、アドミッション職員は、今後の少子化に向け、   

大学および経済学部の認知向上目的として、低学年の教員や若手

の教員との関係を深めるべく、アプローチを実施。また、「旺文社」の

高大接続の目的である Web コミュニケーションツールも同時に活用し

ていく。 

⑤ 訪問数目標設定 ： 重点高等学校を含め延べ 400 校程度を目標とする。

⑥ その他活動計画 ： 予備校、学習塾等にも訪問をし、「経済学部」についての募集広報

活動を実施する。定員増のため、質の低下を招く恐れがある。「学 

習」をしっかり行っている生徒の確保も重要であることが訪問の目的で

ある。 

  他大学の情報収集、経済学部等の研究も同時に行う。 

※入試顧問 2 名には千葉県内公立学校を軸に一人 40～45 校程度を担当する。アドミッション

センター職員 1 名は私立高校を中心に千葉県内を担当し、さらに近隣都県や重点地区を担当

する。予備校、学習塾も対応。 
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2023来場者 教員数 2022来場者 教員数

下段 同伴者 職員数 下段 同伴者 職員数

大学紹介
添田 利光 准教授 68 4

・ミニ体験授業（次回のミニ体験授業 大学紹介
4

学部・学科紹介、入試説明
金融そもそも論－あれも金融、これも金
融、金融っていったい何だ？

33 1
と関連のある内容や、年間を通して 学部・学科紹介、入試説明

2

ミニ体験授業
大久保 利宏 特任教授 3

コンセプトを各学部設定など） 対策講座
4

学食体験
スポーツビジネス人材を育成することが
急務

1
⇒双方向型での実施検討など 学食体験

1

キャンパスツアー・教員との個別相談
三幣 真理 准教授 15 6

・学生企画（学生と教員の学び紹介） キャンパスツアー・教員との個別相談
面接対策講座　三幣先生 11 7

入試相談
10 1

など、学びを伝える場の検討
論文対策講座　畑中先生 4 1

チューターとのトークスペース設置
大塚　慎太郎　准教授 24 6 面接対策講座　田中先生 19 6
大学で学ぶ算数～あなたは「数える」こと
ができますか？～

11 1 論文対策講座　畑中先生 6 1

大学紹介
根本 敏則 教授 58 3

個別入試相談
2

※敬愛フェスティバル同時開催

学部・学科紹介、入試説明
地方公共交通の維持～宇都宮LRTを例
に～

25 1

ミニ体験授業
高木 朋代 教授 4

教員との学び相談
2

学食体験
実社会の中で活きる経営学 1

キャンパスツアー

キャンパスツアー・教員との個別相談
三浦 知子教授 11 5

学生とのキャンパスライフトーク
5

入試相談
6 1

チューターとのトークスペース設置
小林 輝明 教授 21 6 2
子どもを見る目を養う 15 1

大学紹介
矢口 和宏 教授 73 5

個別入試相談
2

※敬愛フェスティバル同時開催

学部・学科紹介、入試説明
多数決は合理的か？ 32 1

ミニ体験授業
金 珍淑 准教授 3

教員との学び相談
1

学食体験
消費者ニーズとマーケティング 2

キャンパスツアー

キャンパスツアー・教員との個別相談
向後 秀明 教授 27 7

学生とのキャンパスライフトーク
3

入試相談
15 1

チューターとのトークスペース設置
山本 陽子 教授 14 7 2
いい声で歌おう　ー音の高さのひみつー 7 1

大学紹介
118 6

大学紹介
2

1.2年生用の企画

学部・学科紹介、入試説明
56 1

対策講座（本格的に準備開始！ 学部・学科紹介

対策講座
3

面接対策講座、小論文講座） 学生企画
3

学食体験
2

学食体験

キャンパスツアー・教員との個別相談
面接対策講座　三幣先生 38 7

→経済・経営を一緒に経済学部で行うか。 ツアー・個別相談
4

チューターとのトークスペース設置
論文対策講座　畑中先生 16 1

チューターとのトークスペース設置

面接対策講座　佐藤孔美先生 48 7 3
論文対策講座　畑中先生 24 1

大学紹介
4

学部・学科紹介、入試説明
2

対策講座（本格的に準備開始！

対策講座
5

面接対策講座、小論文講座）

学食体験
2

キャンパスツアー・教員との個別相談
面接対策講座　三幣先生 48 7

チューターとのトークスペース設置
論文対策講座　畑中先生 18 1

奨学金個別相談

面接対策講座　佐藤孔美先生 58 8
論文対策講座　畑中先生 28 1

大学紹介
5

1.2年生用の企画

学部・学科紹介、入試説明
2

対策講座
4

※2023年度

学食体験
2

272名内（1.2年生　107名）

キャンパスツアー・教員との個別相談
面接対策講座　三幣先生 62 8

チューターとのトークスペース設置
論文対策講座　畑中先生 22 1

奨学金個別相談

学生企画（1.2年生向け）
面接対策講座　佐藤孔美先生 69 7
論文対策講座　畑中先生 30 1

入試日程や施設使用予定
撮影検討日など備考
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大学名 学問分野 学部 学科
入学
定員

充足率 所在地 学力層 出願期間
入学手続

期間
初年度
納付金

キャリア科目(就職支援) 取得(受験)資格

多摩大学
商学・
　経済学

経営情報
学部

経営情報
学科

118

2023年度

103.15%
東京都

　35.0

河合塾偏差
値による

10月30日
　～

3月4日

選抜試験
種類によ
り異なる

11月1日
　～

3月15日

選抜試験
種類によ
り異なる

1,390,000

ビジネススキル基礎・実践
ライティングスキル
キャリアデザインⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
業界研究
アドバンスドライティングスキル
インターンシップⅠ・Ⅱ

高等学校教諭(情報)
一種免許状

社会調査士(受験資格)

など

産業能率
　　大学

商学・
　経済学

情報マネジ
メント学部

現代マネジ
メント学部

330

2023年度

115.45%
東京都

　45.0

河合塾偏差
値による

10月6日
　～

3月6日

選抜試験
種類によ
り異なる

11月1日
　～

3月22日

選抜試験
種類によ
り異なる

1,328,000

キャリアを考える
キャリア設計と自己開発
キャリア設計と業界研究
キャリア設計と企業研究
キャリア設計と自己表現
就業力プログラム

ITパスポート
(受験資格)
基本情報技術者
(受験資格)
Web検定(受験資格)
日商簿記(受験資格)
など

敬愛大学
商学・
　経済学

情報マネジ
メント学部

情報マネジ
メント学部

50

2023年度

113.71%
(基礎とな
る学科の
経営学科
のデータ)

千葉県

　37.5

河合塾によ
る本学経済
学部の偏差
値

9月4日
　～

3月7日

選抜試験
種類によ
り異なる

11月1日
　～

3月21日

選抜試験
種類によ
り異なる

1,352,660

キャリアデザインを学ぶ
キャリアプランニング
キャリアディベロップメント
企業の魅力発見
実践的キャリア演習Ⅰ
実践的キャリア演習Ⅱ
プレインターンシップ
インターンシップ
ポストインターンシップ

ITパスポート
(受験資格)
日商簿記(受験資格)

など

多摩大学　経営情報学科の養成する人材

産業能率大学　現代マネジメント学科の養成する人材

出典 　資料は、各大学のホームページ等参照

【資料　15】　競合校との比較表

　　現代マネジメント学科は、マネジメント力を発揮して社会の様々な分野において活躍する人材を育成することを目的としています。
　　社会人としての基礎力を身につけ、現代のマネジメントに関する知識と技法を修得し、社会の変化に対応しうる幅広い視野と高い見識、マネジメント力と問題解決能力
　　を養い、様々な分野においてマネジメントを実践し活躍する人材を育成します。

　経営情報学科では、「多摩グローカル人材」の具体像として、情報科学に関する学術と応用を教育研究し、高度の経営情報知識と、これを支える豊かな教養とを合わせ備
　えた創造的、実践的な問題解決能力を有する人材を育成する。
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大学名 学部名 学科名 年度 入学定員 志願者 受験者 合格者 入学者 充足率

2021 1814 1115 385 121.45%

2022 1586 1199 398 125.55%

2023 968 878 327 103.15%

計 4368 3192 1110

平　均 1455人 1064人 370人 116.71%

2021

2022

2023

計

平　均

大学名 学部名 学科名 年度 入学定員 志願者 受験者 合格者 入学者 充足率

2021 330 データなし %

2022 330 943 888 406 データなし %

2023 330 763 719 409 381 115.45%

計

平　均 人 人 人 人 %

　　出典

　【資料　16】　競合校の志願者数等の状況

多
摩
大
学

118
(317)

199

　入試データは学部でのデータ。学科別のデータの掲載はない。受検者のデータも記載されていない。

経営情報
学科

事業構想
学科

経営情報
学部

産
業
能
率
大
学

情報マネジ
メント学部

現代マネジ
メント学科

　過年度の入試データの掲載はない。

　資料データは、各大学のホームページ等参照
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(単位　円)

合計 入学金 授業料
施設・

設備費他

　出　典

　【資料　17】　競合校の学生納付金一覧

700,000 390,000

情報マネジメン
ト学科

経営情報
学科

　各大学のホームページ等参照

302,660

大学名 学部名 学科名

敬愛大学
情報マネジメ
ント学部

産業能率大学
情報マネジメ
ント学部

現代マネジメン
ト学科

入学初年度納付金額
(委託徴収金を含む)

300,000

1,328,000 318,000 772,000 238,000

多摩大学
経営情報
学部

1,352,660 250,000 800,000

1,390,000

05_学生確保の見通し等を記載した書類-36-



【資料１８】 

情報マネジメント学部の進学需要等に関するアンケート調査結果報告書 －抜粋－ 

【２年生】 

６．情報マネジメント学部への入学希望 －クロス集計－ 

問１で高等学校卒業後の進路を「大学」と回答し、問２で志望する大学等の設置者を「私

立」と回答した者で、問３で興味のある学問分野を「経営学関係（情報・経営情報等）」と

回答し、かつ問４で情報マネジメント学部が開設された場合の受験希望について「第一志望

として受験する」と回答した者のうち、情報マネジメント学部に合格した場合「入学する」

と回答した者は 97 人となっている。 

また、問１で高等学校卒業後の進路を「大学」と回答し、問２で志望する大学等の設置者

を「私立」と回答した者で、問３で興味のある学問分野を「経営学関係（情報・経営情報等）」

と回答し、かつ問４で情報マネジメント学部が開設された場合の受験希望について「第二志

望として受験する」と回答した者のうち、情報マネジメント学部に合格した場合「入学する」

と回答した者は 12 人となっている。 

このような敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する一部の高等

学校の２年生に限定した調査結果においても、敬愛大学の情報マネジメント学部への入学

希望の高さがうかがえることから、十分な学生確保の見通しがあると考えられる。 

【クロス集計】 情報マネジメント学部への入学希望／問１から問５までの条件に合致する者 

No. カテゴリ 件数／人 

１ 大学×私立×経営学関係×第一志望×入学する 97 

２ 大学×私立×経営学関係×第二志望×入学する 12 

３ 大学×私立×経営学関係×第三志望以降×入学する 4 

＊問１ クロス集計する選択肢「設置する学校の別」 

＊問２ クロス集計する選択肢「設置構想中の大学等設置者」 

＊問３ クロス集計する選択肢「設置構想中の学部等に該当する学問分野」 

＊問４ クロス集計する選択肢「受験する志望順位」 

＊問５ クロス集計する選択肢「入学する意向」 
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【１年生】 

６．情報マネジメント学部への入学希望 －クロス集計－ 

問１で高等学校卒業後の進路を「大学」と回答し、問２で志望する大学等の設置者を「私

立」と回答した者で、問３で興味のある学問分野を「経営学関係（情報・経営情報等）」と

回答し、かつ問４で情報マネジメント学部が開設された場合の受験希望について「第一志望

として受験する」と回答した者のうち、情報マネジメント学部に合格した場合「入学する」

と回答した者は 99 人となっている。 

また、問１で高等学校卒業後の進路を「大学」と回答し、問２で志望する大学等の設置者

を「私立」と回答した者で、問３で興味のある学問分野を「経営学関係（情報・経営情報等）」

と回答し、かつ問４で情報マネジメント学部が開設された場合の受験希望について「第二志

望として受験する」と回答した者のうち、情報マネジメント学部に合格した場合「入学する」

と回答した者は 19 人となっている。 

このような敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する一部の高等

学校の１年生に限定した調査結果においても、敬愛大学の情報マネジメント学部への入学

希望の高さがうかがえることから、十分な学生確保の見通しがあると考えられる。 

【クロス集計】 情報マネジメント学部への入学希望／問１から問５までの条件に合致する者 

No. カテゴリ 件数／人 

１ 大学×私立×経営学関係×第一志望×入学する 99 

２ 大学×私立×経営学関係×第二志望×入学する 19 

３ 大学×私立×経営学関係×第三志望以降×入学する 10 

＊問１ クロス集計する選択肢「設置する学校の別」 

＊問２ クロス集計する選択肢「設置構想中の大学等設置者」 

＊問３ クロス集計する選択肢「設置構想中の学部等に該当する学問分野」 

＊問４ クロス集計する選択肢「受験する志望順位」 

＊問５ クロス集計する選択肢「入学する意向」 
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【資料１９】 

情報マネジメント学部の進学需要等に関するアンケート調査結果報告書 －抜粋－ 

３．情報マネジメント学部で養成する人材の必要性 

敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、情報マネジメント

学部で養成する人材の必要性について質問したところ、回答件数 137 件の約 97.8％にあた

る 134 件が「必要性を感じる」と回答している。 

問３ 情報マネジメント学部で養成する人材の必要性 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 必要性を感じる 134 97.8 

２ 必要性を感じない 3 2.2 

未回答・不明 0 0.0 

合計 137 100.0 

４．情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用 

敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、情報マネジメント

学部で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回答件数 137 件の約 94.9％にあたる

130 件が「採用したいと思う」と回答している。 

問４ 情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 採用したいと思う 130 94.9 

２ 採用したいと思わない 7 5.1 

未回答・不明 0 0.0 

合計 137 100.0 

５．情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用人数 

問４で、情報マネジメント学部で学んだ卒業生を「採用したいと思う」と回答した民間企

業等のうち、単年度当りの卒業生の採用人数を「１人」と回答したのは 16 件、「２人」と回

答したのは 10 件、「３人以上」と回答したのは 21 件、「人数は未定」と回答したのは 83 件

となっている。 

問５ 情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ １人 16 12.3 

２ ２人 10 7.7 

３ ３人以上 21 16.2 

４ 人数は未定 83 63.8 

未回答・不明 0 0.0 

合計 130 100.0 
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６．情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用人数 －クロス集計－ 

問３で、情報マネジメント学部で養成する人材の必要性について「必要性を感じる」と回

答した民間企業等で、問４で、情報マネジメント学部で学んだ卒業生を「採用したいと思う」

と回答した民間企業等のうち、問５で、単年度当りの卒業生の採用人数を「１人」と回答し

たのは 16 件、「２人」と回答したのは 10 件、「３人以上」と回答したのは 21 件、「人数は未

定」と回答したのは 83 件となっている。 

なお、「採用人数３人以上」と回答した採用人数を「３人」とし、「人数は未定」と回答し

た採用人数を「１人」として採用人数を合計すると 182 人となり、これらの採用人数からも

敬愛大学の情報マネジメント学部で学んだ卒業生に対する採用意向の高さをうかがうこと

ができる。 

このような敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の民間企業等に限定し

た調査結果においても、情報マネジメント学部で学んだ卒業生への採用意向の高さがうかが

えることから、卒業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。 

【クロス集計】 情報マネジメント学部の卒業生の採用人数／問３から問５までの条件に合致するもの 

No. カテゴリ 件数／件 人数／人 

１ 必要性を感じる×採用したいと思う×１人 16 16 

２ 必要性を感じる×採用したいと思う×２人 10 20 

３ 必要性を感じる×採用したいと思う×３人 21 63 

４ 必要性を感じる×採用したいと思う×人数は未定 83 83 

合計 128 182 

＊問３ クロス集計する選択肢「養成する人材の必要性」 

＊問４ クロス集計する選択肢「卒業生の採用意向」 

＊問５ クロス集計する選択肢「卒業生の採用人数」 
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Ⅰ．進学需要調査（集計結果） 

【２年生】 
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Ⅰ．進学需要調査（集計結果） 

【調査対象等】 

敬愛大学では、令和７年４月より情報マネジメント学部の設置を計画しており、この情報

マネジメント学部の設置計画を策定するにあたり、学生確保の見通しを計量的な数値から検

証することを目的として、敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する

高等学校の２年生を対象とした進学需要等に関するアンケート調査を実施した。 

①調査対象

・千葉県 34 校

・茨城県  2 校

②調査方法

高等学校単位での一括配布、一括回収

③調査実施

令和 5 年 10 月～令和 6 年 1 月

④調査件数

回収校数：   33校 

集計件数：6,800 人 

※表内の比率は四捨五入のため、各項目の合計値は一致しない。
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【調査結果概要】 

 

＜大学進学全般に関する質問事項＞ 

 

１．高等学校卒業後の進路 

敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する高等学校の２年生に、高

等学校卒業後の進路について質問したところ、「大学」と回答した者が回答者数 9,815 人の

約 52.1％にあたる 5,116 人、「短期大学」と回答した者が回答者数 9,815 人の約 7.1％にあ

たる 694 人、「専門職大学」と回答した者が回答者数 9,815 人の約 4.5％にあたる 445 人、

「専門職短期大学」と回答した者が回答者数 9,815 人の約 1.1％にあたる 106 人となってい

る。 

 

問１ 高等学校卒業後の進路（複数選択可） 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 大学 5,116 52.1 

２ 短期大学 694 7.1 

３ 専門職大学 445 4.5 

４ 専門職短期大学 106 1.1 

５ 専門学校 2,174 22.1 

６ 就職 1,066 10.9 

７ その他 209 2.1 

 未回答・不明 5 0.1 

 合計 9,815 100.0 
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【調査結果概要】 

＜大学進学全般に関する質問事項＞ 

２．志望する大学等の設置者 

敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する高等学校の２年生に、志

望する大学等の設置者について質問したところ、「私立」と回答した者が回答者数 8,330 人

の約 54.7％にあたる 4,555人で最も多く、次いで「公立」と回答した者が回答者数 8,330 人

の約 23.6％にあたる 1,967人、「国立」と回答した者が回答者数 8,330 人の約 21.1％にあた

る 1,758 人となっている。 

問２ 志望する大学等の設置者（複数選択可） 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 国立 1,758 21.1 

２ 公立 1,967 23.6 

３ 私立 4,555 54.7 

未回答・不明 50 0.6 

合計 8,330 100.0 
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【調査結果概要】 

＜大学進学全般に関する質問事項＞ 

３．興味のある学問分野 

敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する高等学校の２年生に、

高等学校卒業後に学びたいと考えている興味のある学問分野について質問したところ、「経

営学関係（情報・経営情報等）」と回答した者が回答者数 10,252 人の約 14.0％にあたる 1,432

人で最も多く、次いで「商学・経済学関係」と回答した者が回答者数 10,252 人の約 11.4％

にあたる 1,166 人、「教育関係（小学校・幼稚園等）」と回答した者が回答者数 10,252 人の

約 8.4％にあたる 864 人となっている。 

問３ 興味のある学問分野（複数選択可） 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 経営学関係（情報・経営情報等） 1,432 14.0 

２ 商学・経済学関係 1,166 11.4 

３ 法学・政治学関係 660 6.4 

４ 社会学関係（国際学等） 844 8.2 

５ 文学関係（史学・哲学等） 817 8.0 

６ 理学関係（数学・化学等） 645 6.3 

７ 工学関係（機械・電気等） 746 7.3 

８ 農学関係（農芸化学等） 196 1.9 

９ 教育関係（小学校・幼稚園等） 864 8.4 

10 家政関係（食物・住居等） 341 3.3 

11 保健関係（医学・歯学等） 424 4.1 

12 保健関係（看護・薬学等） 740 7.2 

13 芸術関係（美術・音楽等） 515 5.0 

14 その他 841 8.2 

未回答・不明 21 0.2 

合計 10,252 100.0 

注）問１で「１」～「４」を選択した者のみ集計 
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【調査結果概要】 

＜敬愛大学の情報マネジメント学部に関する質問事項＞ 

４．情報マネジメント学部の受験希望 

敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する高等学校の２年生に、

敬愛大学の情報マネジメント学部が開設された場合の受験希望について質問したところ、

「第一志望として受験する」と回答した者が回答者数 5,436 人の約 2.4％にあたる 128 人、

「第二志望として受験する」と回答した者が回答者数 5,436 人の約 3.9％にあたる 210 人、

「第三志望以降として受験する」と回答した者が回答者数 5,436 人の約 7.1％にあたる 385

人となっている。 

問４ 情報マネジメント学部の受験希望 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 第一志望として受験する 128 2.4 

２ 第二志望として受験する 210 3.9 

３ 第三志望以降として受験する 385 7.1 

４ 受験しない 4,691 86.3 

未回答・不明 22 0.4 

合計 5,436 100.0 

注）問１で「１」～「４」を選択した者のみ集計 

－５－ 

05_学生確保の見通し等を記載した書類-48-



【調査結果概要】 

＜敬愛大学の情報マネジメント学部に関する質問事項＞ 

５．情報マネジメント学部への入学希望 

敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する高等学校の２年生に、

情報マネジメント学部を受験して合格した場合の入学希望について質問したところ、「入学

する」と回答した者が回答者数 723 人の約 19.6％にあたる 142 人、「志望順位が上位の他の

志望校が不合格の場合に入学する」と回答した者が回答者数 723 人の約 73.9％にあたる 534

人となっている。 

問５ 情報マネジメント学部への入学希望 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 入学する 142 19.6 

２ 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する 534 73.9 

３ 入学しない 43 5.9 

未回答・不明 4 0.6 

合計 723 100.0 

注）問 4で「１」～「３」を選択した者のみ集計 
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【調査結果概要】 

＜敬愛大学の情報マネジメント学部に関する質問事項＞ 

６．情報マネジメント学部への入学希望 －クロス集計－ 

問１で高等学校卒業後の進路を「大学」と回答し、問２で志望する大学等の設置者を「私

立」と回答した者で、問３で興味のある学問分野を「経営学関係（情報・経営情報等）」と

回答し、かつ問４で情報マネジメント学部が開設された場合の受験希望について「第一志望

として受験する」と回答した者のうち、情報マネジメント学部に合格した場合「入学する」

と回答した者は 97 人となっている。 

また、問１で高等学校卒業後の進路を「大学」と回答し、問２で志望する大学等の設置者

を「私立」と回答した者で、問３で興味のある学問分野を「経営学関係（情報・経営情報等）」

と回答し、かつ問４で情報マネジメント学部が開設された場合の受験希望について「第二志

望として受験する」と回答した者のうち、情報マネジメント学部に合格した場合「入学する」

と回答した者は 12 人となっている。 

このような敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する一部の高等

学校の２年生に限定した調査結果においても、敬愛大学の情報マネジメント学部への入学

希望の高さがうかがえることから、十分な学生確保の見通しがあると考えられる。 

【クロス集計】 情報マネジメント学部への入学希望／問１から問５までの条件に合致する者 

No. カテゴリ 件数／人 

１ 大学×私立×経営学関係×第一志望×入学する 97 

２ 大学×私立×経営学関係×第二志望×入学する 12 

３ 大学×私立×経営学関係×第三志望以降×入学する 4 

＊問１ クロス集計する選択肢「設置する学校の別」 

＊問２ クロス集計する選択肢「設置構想中の大学等設置者」 

＊問３ クロス集計する選択肢「設置構想中の学部等に該当する学問分野」 

＊問４ クロス集計する選択肢「受験する志望順位」 

＊問５ クロス集計する選択肢「入学する意向」 
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Ⅱ．進学需要調査（集計結果） 

【１年生】 
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Ⅱ．進学需要調査（集計結果） 

【調査対象等】 

敬愛大学では、令和７年４月より情報マネジメント学部の設置を計画しており、この情報

マネジメント学部の設置計画を策定するにあたり、学生確保の見通しを計量的な数値から検

証することを目的として、敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する

高等学校の１年生を対象とした進学需要等に関するアンケート調査を実施した。 

①調査対象

・千葉県 34 校

・茨城県  2 校

②調査方法

高等学校単位での一括配布、一括回収

③調査実施

令和 5 年 10 月～令和 6 年 1 月

④調査件数

回収校数：   33校 

集計件数：7,550 人 

※表内の比率は四捨五入のため、各項目の合計値は一致しない。 
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【調査結果概要】 

＜大学進学全般に関する質問事項＞ 

１．高等学校卒業後の進路 

敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する高等学校の１年生に、高

等学校卒業後の進路について質問したところ、「大学」と回答した者が回答者数 12,317 人の

約 48.1％にあたる 5,922 人、「短期大学」と回答した者が回答者数 12,317 人の約 8.2％にあ

たる 1,004人、「専門職大学」と回答した者が回答者数 12,317人の約 5.8％にあたる 717人、

「専門職短期大学」と回答した者が回答者数 12,317 人の約 1.5％にあたる 186 人となって

いる。 

問１ 高等学校卒業後の進路（複数選択可） 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 大学 5,922 48.1 

２ 短期大学 1,004 8.2 

３ 専門職大学 717 5.8 

４ 専門職短期大学 186 1.5 

５ 専門学校 2,887 23.4 

６ 就職 1,295 10.5 

７ その他 297 2.4 

未回答・不明 9 0.1 

合計 12,317 100.0 

－９－ 
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【調査結果概要】 

 

＜大学進学全般に関する質問事項＞ 

 

２．志望する大学等の設置者 

敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する高等学校の１年生に、志

望する大学等の設置者について質問したところ、「私立」と回答した者が回答者数 11,622 人

の約 40.9％にあたる 4,749 人で最も多く、次いで「公立」と回答した者が回答者数 11,622

人の約 32.3％にあたる 3,756 人、「国立」と回答した者が回答者数 11,622 人の約 26.4％に

あたる 3,067 人となっている。 

 

問２ 志望する大学等の設置者（複数選択可） 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 国立 3,067 26.4 

２ 公立 3,756 32.3 

３ 私立 4,749 40.9 

 未回答・不明 50 0.4 

 合計 11,622 100.0 
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【調査結果概要】 

＜大学進学全般に関する質問事項＞ 

３．興味のある学問分野 

敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する高等学校の１年生に、

高等学校卒業後に学びたいと考えている興味のある学問分野について質問したところ、「経

営学関係（情報・経営情報等）」と回答した者が回答者数 12,923 人の約 12.8％にあたる 1,654

人で最も多く、次いで「商学・経済学関係」と回答した者が回答者数 12,923 人の約 9.5％

にあたる 1,223 人、「教育関係（小学校・幼稚園等）」と回答した者が回答者数 12,923 人の

約 8.8％にあたる 1,139 人となっている。 

問３ 興味のある学問分野（複数選択可） 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 経営学関係（情報・経営情報等） 1,654 12.8 

２ 商学・経済学関係 1,223 9.5 

３ 法学・政治学関係 746 5.8 

４ 社会学関係（国際学等） 994 7.7 

５ 文学関係（史学・哲学等） 892 6.9 

６ 理学関係（数学・化学等） 882 6.8 

７ 工学関係（機械・電気等） 944 7.3 

８ 農学関係（農芸化学等） 267 2.1 

９ 教育関係（小学校・幼稚園等） 1,139 8.8 

10 家政関係（食物・住居等） 525 4.1 

11 保健関係（医学・歯学等） 592 4.6 

12 保健関係（看護・薬学等） 1,024 7.9 

13 芸術関係（美術・音楽等） 844 6.5 

14 その他 1,175 9.1 

未回答・不明 22 0.2 

合計 12,923 100.0 

注）問１で「１」～「４」を選択した者のみ集計 

－11－ 
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【調査結果概要】 

＜敬愛大学の情報マネジメント学部に関する質問事項＞ 

４．情報マネジメント学部の受験希望 

敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する高等学校の１年生に、

敬愛大学の情報マネジメント学部が開設された場合の受験希望について質問したところ、

「第一志望として受験する」と回答した者が回答者数 6,327 人の約 2.2％にあたる 138 人、

「第二志望として受験する」と回答した者が回答者数 6,327 人の約 3.8％にあたる 241 人、

「第三志望以降として受験する」と回答した者が回答者数 6,327 人の約 10.3％にあたる 651

人となっている。 

問４ 情報マネジメント学部の受験希望 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 第一志望として受験する 138 2.2 

２ 第二志望として受験する 241 3.8 

３ 第三志望以降として受験する 651 10.3 

４ 受験しない 5,277 83.4 

未回答・不明 20 0.3 

合計 6,327 100.0 

注）問１で「１」～「４」を選択した者のみ集計 
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【調査結果概要】 

 

＜敬愛大学の情報マネジメント学部に関する質問事項＞ 

 

５．情報マネジメント学部への入学希望 

敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する高等学校の１年生に、

情報マネジメント学部を受験して合格した場合の入学希望について質問したところ、「入学

する」と回答した者が回答者数 1,030 人の約 17.3％にあたる 178 人、「志望順位が上位の他

の志望校が不合格の場合に入学する」と回答した者が回答者数 1,030 人の約 76.8％にあた

る 791 人となっている。 

 

問５ 情報マネジメント学部への入学希望 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 入学する 178 17.3 

２ 志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学する 791 76.8 

３ 入学しない 58 5.6 

 未回答・不明 3 0.3 

 合計 1,030 100.0 

注）問 4で「１」～「３」を選択した者のみ集計 
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【調査結果概要】 

＜敬愛大学の情報マネジメント学部に関する質問事項＞ 

６．情報マネジメント学部への入学希望 －クロス集計－ 

問１で高等学校卒業後の進路を「大学」と回答し、問２で志望する大学等の設置者を「私

立」と回答した者で、問３で興味のある学問分野を「経営学関係（情報・経営情報等）」と

回答し、かつ問４で情報マネジメント学部が開設された場合の受験希望について「第一志望

として受験する」と回答した者のうち、情報マネジメント学部に合格した場合「入学する」

と回答した者は 99 人となっている。 

また、問１で高等学校卒業後の進路を「大学」と回答し、問２で志望する大学等の設置者

を「私立」と回答した者で、問３で興味のある学問分野を「経営学関係（情報・経営情報等）」

と回答し、かつ問４で情報マネジメント学部が開設された場合の受験希望について「第二志

望として受験する」と回答した者のうち、情報マネジメント学部に合格した場合「入学する」

と回答した者は 19 人となっている。 

このような敬愛大学への受験実績や進学実績がある千葉県を中心に所在する一部の高等

学校の１年生に限定した調査結果においても、敬愛大学の情報マネジメント学部への入学

希望の高さがうかがえることから、十分な学生確保の見通しがあると考えられる。 

【クロス集計】 情報マネジメント学部への入学希望／問１から問５までの条件に合致する者 

No. カテゴリ 件数／人 

１ 大学×私立×経営学関係×第一志望×入学する 99 

２ 大学×私立×経営学関係×第二志望×入学する 19 

３ 大学×私立×経営学関係×第三志望以降×入学する 10 

＊問１ クロス集計する選択肢「設置する学校の別」 

＊問２ クロス集計する選択肢「設置構想中の大学等設置者」 

＊問３ クロス集計する選択肢「設置構想中の学部等に該当する学問分野」 

＊問４ クロス集計する選択肢「受験する志望順位」 

＊問５ クロス集計する選択肢「入学する意向」 
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Ⅲ．人材需要調査（集計結果） 
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Ⅲ．人材需要調査（集計結果） 

 

【調査対象等】 

敬愛大学では、令和７年４月より情報マネジメント学部の設置を計画しており、この情報

マネジメント学部の設置計画を策定するにあたり、人材需要の見通しを計量的な数値から検

証することを目的として、敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等を中

心とした人材需要等に関するアンケート調査を実施した。 

 

①調査対象 

敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等 

 

②調査方法 

民間企業等への直接配布、回収 

 

③調査実施 

令和 5 年 10 月～令和 5 年 12 月 

 

  ④調査件数 

回答件数：137 件 

 

※表内の比率は四捨五入のため、各項目の合計値は一致しない。 
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【調査結果概要】 

＜調査対象に関する質問事項＞ 

１．所在地 

敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、所在地について質

問したところ、回答件数 137 件の約 47.4％にあたる 65 件が「千葉県」と回答しており、次

いで、回答件数 137 件の約 37.2％にあたる 51 件が「東京都」と回答している。 

問１ 所在地 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 千葉県 65 47.4 

２ 東京都 51 37.2 

３ 神奈川県 5 3.6 

４ その他 16 11.7 

未回答・不明 0 0.0 

合計 137 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜人材需要全般に関する質問事項＞ 

 

２．人材の採用見込み 

敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、人材の採用見込み

について質問したところ、回答件数 137 件の約 79.6％にあたる 109 件が「増加すると思う」

と回答している。 

 

問２ 人材の採用見込み 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 増加すると思う 109 79.6 

２ 増加すると思わない 28 20.4 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 137 100.0 
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【調査結果概要】 

＜敬愛大学の情報マネジメント学部に関する質問事項＞ 

３．情報マネジメント学部で養成する人材の必要性 

敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、情報マネジメント

学部で養成する人材の必要性について質問したところ、回答件数 137 件の約 97.8％にあた

る 134 件が「必要性を感じる」と回答している。 

問３ 情報マネジメント学部で養成する人材の必要性 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 必要性を感じる 134 97.8 

２ 必要性を感じない 3 2.2 

未回答・不明 0 0.0 

合計 137 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜敬愛大学の情報マネジメント学部に関する質問事項＞ 

 

４．情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用 

敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある民間企業等に対して、情報マネジメント

学部で学んだ卒業生の採用について質問したところ、回答件数 137 件の約 94.9％にあたる

130 件が「採用したいと思う」と回答している。 

 

問４ 情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ 採用したいと思う 130 94.9 

２ 採用したいと思わない 7 5.1 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 137 100.0 
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【調査結果概要】 

 

＜敬愛大学の情報マネジメント学部に関する質問事項＞ 

 

５．情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用人数 

問４で、情報マネジメント学部で学んだ卒業生を「採用したいと思う」と回答した民間企

業等のうち、単年度当りの卒業生の採用人数を「１人」と回答したのは 16 件、「２人」と回

答したのは 10 件、「３人以上」と回答したのは 21 件、「人数は未定」と回答したのは 83 件

となっている。 

 

問５ 情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用人数 

No. カテゴリ 件数／人 全体／％ 

１ １人 16 12.3 

２ ２人 10 7.7 

３ ３人以上 21 16.2 

４ 人数は未定 83 63.8 

 未回答・不明 0 0.0 

 合計 130 100.0 
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【調査結果概要】 

＜敬愛大学の情報マネジメント学部に関する質問事項＞ 

６．情報マネジメント学部で学んだ卒業生の採用人数 －クロス集計－ 

問３で、情報マネジメント学部で養成する人材の必要性について「必要性を感じる」と回

答した民間企業等で、問４で、情報マネジメント学部で学んだ卒業生を「採用したいと思う」

と回答した民間企業等のうち、問５で、単年度当りの卒業生の採用人数を「１人」と回答し

たのは 16 件、「２人」と回答したのは 10 件、「３人以上」と回答したのは 21 件、「人数は未

定」と回答したのは 81 件となっている。 

なお、「採用人数３人以上」と回答した採用人数を「３人」とし、「人数は未定」と回答し

た採用人数を「１人」として採用人数を合計すると 180 人となり、これらの採用人数からも

敬愛大学の情報マネジメント学部で学んだ卒業生に対する採用意向の高さをうかがうこと

ができる。 

このような敬愛大学への求人実績や卒業生の採用実績がある一部の民間企業等に限定し

た調査結果においても、情報マネジメント学部で学んだ卒業生への採用意向の高さがうかが

えることから、卒業後の進路については十分な見通しがあると考えられる。 

【クロス集計】 情報マネジメント学部の卒業生の採用人数／問３から問５までの条件に合致するもの 

No. カテゴリ 件数／件 人数／人 

１ 必要性を感じる×採用したいと思う×１人 16 16 

２ 必要性を感じる×採用したいと思う×２人 10 20 

３ 必要性を感じる×採用したいと思う×３人 21 63 

４ 必要性を感じる×採用したいと思う×人数は未定 81 81 

合計 128 180 

＊問３ クロス集計する選択肢「養成する人材の必要性」 

＊問４ クロス集計する選択肢「卒業生の採用意向」 

＊問５ クロス集計する選択肢「卒業生の採用人数」 
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Ⅳ．参 考 資 料 
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進学需要調査関係 
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□アンケート協力依頼高等学校一覧（千葉県34校、茨城県2校）

No. 県名 区分 高 等 学 校 名 所 在 地 2年生 1年生 計

1 千葉県 公立 千葉県立千葉女子高等学校 千葉市稲毛区小仲台5-10-1 245 － 245

2 千葉県 公立 千葉県立京葉工業高等学校 千葉市稲毛区穴川四丁目11-32 174 188 362

3 千葉県 公立 千葉県立千葉北高等学校 千葉市稲毛区長沼町153 292 304 596

4 千葉県 公立 千葉県立若松高等学校 千葉市若葉区若松町429 288 293 581

5 千葉県 公立 千葉県立薬園台高等学校 船橋市薬円台五丁目34-1 291 301 592

6 千葉県 公立 千葉県立国府台高等学校 市川市国府台二丁目4-1 249 266 515

7 千葉県 公立 千葉県立浦安高等学校 浦安市海楽二丁目36番2号 － 165 165

8 千葉県 公立 千葉県立松戸国際高等学校 松戸市五香西5丁目6-1 149 138 287

9 千葉県 公立 千葉県立松戸南高等学校 松戸市紙敷1199 169 215 384

10 千葉県 公立 千葉県立流山おおたかの森高等学校 流山市大畔275-5 312 330 642

11 千葉県 公立 千葉県立長生高等学校 茂原市高師286 256 272 528

12 千葉県 公立 千葉県立茂原高等学校 茂原市高師1300 140 157 297

13 千葉県 公立 千葉県立大多喜高等学校 夷隅郡大多喜町大多喜481 117 124 241

14 千葉県 公立 千葉県立袖ヶ浦高等学校 袖ｹ浦市神納530 243 259 502

15 千葉県 公立 千葉県立佐倉西高等学校 佐倉市下志津263 141 175 316

16 千葉県 公立 千葉県立千城台高等学校 千葉市若葉区千城台西二丁目1-1 291 300 591

17 千葉県 公立 千葉県立津田沼高等学校 習志野市秋津五丁目9-1 293 309 602

18 千葉県 公立 千葉県立船橋芝山高等学校 船橋市芝山七丁目39-1 310 309 619

19 千葉県 公立 千葉県立松戸六実高等学校 松戸市六高台5丁目150-1 292 262 554

20 千葉県 公立 千葉県立船橋古和釜高等学校 船橋市古和釜町586 190 170 360

21 千葉県 公立 千葉県立市川南高等学校 市川市高谷1509 － 300 300

22 千葉県 公立 千葉県立土気高等学校 千葉市緑区あすみが丘東2丁目24-1 209 187 396

23 千葉県 公立 千葉県立松戸向陽高等学校 松戸市秋山682 152 － 152

24 千葉県 公立 千葉県立佐倉南高等学校 佐倉市太田1956 53 － 53

25 千葉県 公立 千葉県立市原八幡高等学校 市原市八幡1877-1 200 187 387

26 千葉県 公立 千葉県立犢橋高等学校 千葉市花見川区千種町381-1 203 210 413

27 千葉県 公立 千葉県立柏の葉高等学校 柏市柏の葉6-1 38 293 331

28 千葉県 私立 敬愛大学八日市場高等学校 匝瑳市八日市場ﾛ-390 69 57 126

29 千葉県 私立 千葉敬愛高等学校 四街道市四街道1522 471 497 968

30 千葉県 私立 千葉英和高等学校 八千代市村上709-1 － 371 371

集計件数
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□アンケート協力依頼高等学校一覧（千葉県34校、茨城県2校）

No. 県名 区分 高 等 学 校 名 所 在 地 2年生 1年生 計

集計件数

31 千葉県 私立 敬愛学園高等学校 千葉市稲毛区穴川一丁目5-21 390 407 797

32 千葉県 私立 横芝敬愛高等学校 山武郡横芝光町栗山4508 77 66 143

33 千葉県 私立 明聖高等学校 千葉市中央区本千葉町10-23 98 104 202

34 千葉県 私立 桜林高等学校 千葉市若葉区桜木北1-17-32 168 125 293

35 茨城県 公立 茨城県立麻生高等学校 行方市麻生1806 190 160 350

36 茨城県 公立 茨城県立波崎柳川高等学校 神栖市柳川1603-1 40 49 89

6,800 7,550 14,350合 計
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敬愛大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科 概要 

□学部等の概要 ※学部等名称、学生定員、開設時期は予定

＊学部学科：情報マネジメント学部 情報マネジメント学科

＊学生定員：入学定員 ５０名

＊開設時期：令和７年４月

＊設置場所：千葉県千葉市稲毛区穴川

＊アクセス：ＪＲ稲毛駅東口より徒歩１３分・バス５分

京成みどり台駅より徒歩１５分 

□教育研究上の目的

情報マネジメント学部では、組織として教育研究対象とする中心的な学問分野を「経営情報学分野」

として、「幅広い教養基盤に支えられた豊かな人間性や社会性と高い職業観、生涯にわたり自発的な学

習を継続するための態度を養うとともに、経営学分野に関する基礎的な知識の習得のもとに、ＩＴスキ

ルや統計解析などデータサイエンスの知識や技能を活用し、あらゆる社会現象をマネジメントの視点で

捉え創造的かつ実践的な能力を育てる」ことを教育上の目的としています。 

□養成する人材

情報マネジメント学部では、経営情報学分野に関する教育研究を通して、「現代社会に関する幅広い

知識の理解と自己表現や情報活用に関する能力及び社会の一員としての望ましい心構えや生涯学習力の

習得とともに、事業体の運営や管理に関する知識に加えて、情報処理の原理を科学的に理解し、経営内

外の関連データを活用することで、社会全般の経済的厚生の発展にむけて創造的に貢献できる人材」を

養成することとしています。  

□想定される卒業後の進路

卒業後の進路としては、企業や自治体など営利・非営利の事業体に所属し、経営活動の管理・運営に

携わり、経営企画や事業開発などの経営戦略の策定においてデータや情報に基づく適切な評価や判断を

行うとともに、経営改革や経営課題の発見と解決にむけて、データ分析の手法を活用することができる

人材として活躍することが想定されます。 

□入学者の受入方針

情報マネジメント学部における入学者選抜の基本的な受入方針は、以下の通りとしています。 

・経営情報学分野に対する興味や関心と学部教育に対する高い学習意欲を有している。

・高等学校で履修した主要科目について、教科書レベルの基本的な知識を有している。

・自分の考えを適切に表現することができ、他者に対して的確に伝えることができる。

□学費 ※関東圏の私立大学の初年度納入金額との比較

＊敬愛大学 情報マネジメント学部 情報マネジメント学科 (予定)

1,352,660 円（入学金 250,000円 授業料等その他 1,102,660 円） 

＊多摩大学 経営情報学部 経営情報学科 (大学のホームページより) 

1,390,000 円（入学金 300,000円 授業料等その他 1,090,000 円） 

＊産業能率大学 情報マネジメント学部 現代マネジメント学科 (大学のホームページより) 

1,328,000 円（入学金 318,000円 授業料等その他 1,010,000 円） 
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人材需要調査関係 
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□アンケート協力依頼民間企業等一覧（回答件数137件）

No. 企業名等 No. 企業名等

1 株式会社ヤマナカゴーキン 41 トランコム株式会社

2 日本空港サービス株式会社 42 岩田産業株式会社

3 株式会社常盤メディカルサービス 43 米屋株式会社

4 株式会社アーキテクト・ディベロッパー 44 渡辺パイプ株式会社

5 千葉興業銀行 45 大阪富士工業株式会社

6 京成自動車工業 46 千葉興業銀行

7 トヨタカローラ千葉株式会社 47 田中商事株式会社

8 株式会社扇港電機 48 株式会社ストラクス

9 ハイテクシステム株式会社 49 コスモ企業株式会社

10 千葉窯業株式会社 50 西尾レントオール株式会社

11 国際通信企画株式会社 51 東亜外業株式会社

12 三井Ｅ＆Ｓシステム技研株式会社 52 ユナイト株式会社

13 株式会社コナカ 53 株式会社第一コンピュータサービス

14 株式会社大塚商会 54 福井電機株式会社

15 福山通運株式会社 55 株式会社スエヒロ

16 株式会社くすりの福太郎 56 日本賃貸保証株式会社

17 アイトス株式会社 57 株式会社ヒロハマ

18 株式会社マーキュリー 58 トプレック株式会社

19 株式会社千豊（千葉トヨタグループ） 59 スタツケアサービス株式会社

20 日栄インテック株式会社 60 タイヘイ株式会社

21 株式会社共立メンテナンス 61 社会福祉法人生活クラブ（風の村）

22 千葉トヨペット株式会社 62 株式会社アプリケーションプロダクト

23 名鉄観光サービス株式会社 63 ニチガス（日本瓦斯）

24 千葉製粉株式会社 64 ＴＯＴＯバスクリエイト株式会社

25 ネッツトヨタ千葉株式会社 65 亀有信用金庫

26 株式会社スリーライト 66 オーケー株式会社

27 株式会社新栄 67 株式会社ワールド

28 株式会社ネクステージ 68 株式会社ナリコー

29 株式会社ＤＴＳ 69 株式会社ＨＭＫロジサービス

30 株式会社スズキ自販千葉 70 株式会社スズキ自販京葉

31 日本システム技術株式会社 71 ネッツトヨタ千葉株式会社

32 株式会社せんどう 72 ヒルトン成田

33 ウエルシア薬局株式会社 73 日神不動産株式会社

34 株式会社ＪＡＬスカイ 74 住友林業情報システム株式会社

35 独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構千葉支部 75 株式会社学情

36 株式会社イシド 76 株式会社赤門

37 株式会社オープンアップＩＴエンジニア 77 市川市農業協同組合

38 富士電機ＩＴソリューション株式会社 78 綜合警備保障株式会社（ＡＬＳＯＫ）

39 一般社団法人千葉県経営者協会 79 株式会社マイナビ

40 株式会社ティーエスケー 80 日本企画株式会社
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□アンケート協力依頼民間企業等一覧（回答件数137件）

No. 企業名等 No. 企業名等

81 マツモトキヨシグループ 121 株式会社タイヨー

82 株式会社サイプレス・ソリューションズ 122 アシザワ・ファインテック株式会社

83 日本生命保険相互会社 123 渡辺パイプ株式会社

84 株式会社サイサン 124 株式会社スズキ自販千葉

85 サコス株式会社 125 株式会社内山アドバンス

86 株式会社富士薬品 126 株式会社江東微生物研究所

87 株式会社ＮＳＤ 127 城北信用金庫

88 ビィー・トランセホールディングス株式会社 128 株式会社エアーポートカーゴサービス

89 株式会社サンリツ 129 ちばぎん証券株式会社

90 株式会社三和テレム 130 富士電機ＩＴソリューション株式会社

91 千葉共同サイロ株式会社 131 富士ソフト株式会社

92 マツモト産業株式会社 132 銚子信用金庫

93 株式会社三協リール 133 生活協同組合コープみらい

94 株式会社ホンダカーズ東葛 134 株式会社レカムサービス

95 株式会社サイサン 135 ＮＣＡ　Ｊａｐａｎ株式会社

96 新日本設備株式会社 136 株式会社ブロンコビリー

97 株式会社アーバン 137 警視庁

98 株式会社ＣＭＧホールディングス

99 株式会社成田デンタル

100 株式会社ＳＤネクスト

101 富士興業株式会社

102 西鉄エアサービス株式会社

103 トヨタモビリティーパーツ株式会社　千葉支社

104 株式会社広域高速ネット二九六

105 株式会社サンドラッグ

106 株式会社アサンテ

107 株式会社ヨコハマタイヤジャパン

108 トヨタモビリティ東京株式会社

109 株式会社ナリタヤ

110 東京地下鉄株式会社

111 株式会社小出ロール鐵工所

112 マツダ中販株式会社

113 株式会社ヤマダホールディングス

114 西鉄エアサービス㈱

115 マロウドインターナショナルホテル成田

116 株式会社パレスホテル

117 ダイハツ千葉販売株式会社

118 山万株式会社

119 ホテル日航成田　／　有限会社成田ホテルマネジメント

120 株式会社近鉄コスモス
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フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長
ナカヤマ　ユキオ

中山　幸夫
＜令和６年４月＞

文学修士
敬愛大学学長

（令和３年４月～令和６年３月）

年齢
保有

学位等
月額基本給
（千円）

現　職
（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

別記様式第３号

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名
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